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南
北
朝
期
禅
僧
喫
茶
史
料
集
成
並
び
に
訓
註
（
一
）

 

―
― 

寂
室
元
光
関
係
史
料 

―
― 

舘　
　

隆　

志

は
じ
め
に

　

本
論
は
、
南
北
朝
期
に
活
躍
し
た
禅
僧
の
「
喫
茶
」
史
料
を
収
集
し
、
注
釈
を
加
え
て
研
究
者
へ
の
便
宜
を
図
り
、
南
北
朝

期
禅
林
に
お
け
る
喫
茶
文
化
の
具
体
像
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
禅
籍
の
精
密
な
文
献
読
解
を
用
い
て
、

喫
茶
の
み
な
ら
ず
栽
培
や
贈
答
を
含
む
茶
文
化
の
実
態
を
探
り
、
禅
林
に
お
け
る
多
様
な
喫
茶
の
実
践
の
あ
り
方
を
解
明
す
る

方
法
は
、
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
「
禅
茶
文
献
学
」
と
呼
ん
で
お
く
。

　

す
で
に
、
鎌
倉
期
に
活
躍
し
た
禅
僧
の
喫
茶
史
料
に
つ
い
て
は
、「
鎌
倉
期
禅
僧
喫
茶
史
料
集
成
並
び
に
訓
註
」
と
題
し
て

研
究
し
、
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
『
鎌
倉
時
代
禅
僧
喫
茶
史
料
集
成
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
三
年
）
を
公
刊
し
て
お
り
、
本
論
は

そ
の
続
篇
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
鎌
倉
期
禅
僧
喫
茶
史
料
集
成
並
び
に
訓
註
」
で
は
、
出
来
得
る
だ
け
網
羅
的
に
収
集
し
、
年
次
順
に
訓
註
を
重
ね
て
い
っ
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た
が
、
南
北
朝
期
の
も
の
は
史
料
が
極
め
て
多
く
な
り
、
収
集
も
容
易
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
研
究
上
必
要
と
判
断
さ
れ
る
史

料
を
優
先
的
に
取
り
上
げ
、
順
次
読
解
を
進
め
る
こ
と
で
、
最
終
的
に
で
き
る
だ
け
網
羅
的
な
形
へ
と
近
づ
け
て
い
く
方
針
を

と
る
。

　

な
お
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
禅
語
録
・
書
簡
・
行
状
記
な
ど
を
中
心
と
す
る
一
次
史
料
を
基
盤
と
し
て
、
鎌
倉
・
南
北

朝
・
室
町
を
貫
く
禅
林
喫
茶
文
化
の
受
容
と
変
容
を
通
時
的
に
整
理
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
今
後
は
曹
洞
宗
に
お

け
る
喫
茶
実
践
も
含
め
、
禅
林
喫
茶
文
化
の
全
体
像
を
再
構
築
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
「
南
北
朝
期
禅
僧
喫
茶
史
料
集
成
並
び
に
訓
註
（
一
）」
で
は
、
臨
済
宗
大
覚
派
で
、
永
源
寺
の
開
山
で
あ
る
寂
室
元
光
（
一

二
九
〇
～
一
三
六
七
）
の
喫
茶
関
係
史
料
を
収
集
し
紹
介
す
る
。『
鎌
倉
時
代
禅
僧
喫
茶
史
料
集
成
』
で
は
、
師
流
で
あ
る
蘭
渓

道
隆
（
一
二
一
三
～
一
二
七
八
）、
約
翁
徳
倹
（
一
二
四
四
～
一
三
二
〇
）
の
喫
茶
史
料
を
紹
介
し
て
お
り
、
こ
の
系
譜
に
お
け
る

喫
茶
文
化
の
受
容
状
況
が
わ
か
る
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。

寂
室
元
光
と
喫
茶
文
化

　

寂
室
元
光
は
、
南
北
朝
と
い
う
激
動
期
に
お
い
て
、
単
な
る
一
地
方
の
禅
僧
で
は
な
く
、
宋
・
元
に
お
け
る
禅
林
の
作
法
を
、

地
域
社
会
に
根
づ
か
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
禅
僧
の
一
人
で
あ
る
。
特
に
隠
棲
や
自
給
自
足
の
生
活
を
好
ん
だ
禅
僧
の
語
録
は
後

世
に
残
り
づ
ら
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
代
の
禅
林
に
お
け
る
基
本
の
茶
文
化
を
知
り
得
る
極
め
て
貴
重
な
事
例

と
な
っ
て
い
る
。

　

寂
室
の
語
録
や
行
状
記
に
は
、
禅
寺
に
お
け
る
日
常
修
行
で
の
喫
茶
文
化
や
儀
礼
の
献
茶
の
ほ
か
に
も
、
栽
培
・
摘
茶
・
贈
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答
な
ど
多
様
な
喫
茶
文
化
の
実
践
が
記
さ
れ
、
禅
林
に
お
け
る
修
行
生
活
と
茶
と
の
関
わ
り
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。

　

寂
室
の
茶
に
関
す
る
言
行
は
、
師
流
で
あ
る
蘭
渓
道
隆
・
約
翁
徳
倹
の
喫
茶
文
化
を
継
承
し
な
が
ら
も
、
東
福
寺
や
建
長
寺
、

元
朝
で
の
修
行
経
験
を
踏
ま
え
つ
つ
、
永
源
寺
と
い
う
新
た
な
地
方
寺
院
に
お
い
て
独
自
に
展
開
し
た
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ

る
。

　

す
な
わ
ち
、
寂
室
の
喫
茶
文
化
に
は
、
①
宋
・
元
の
出
典
や
作
法
を
踏
ま
え
た
規
範
性
、
②
永
源
寺
周
辺
の
自
然
環
境
を
背

景
に
し
た
茶
の
栽
培
や
摘
茶
の
実
践
性
、
③
法
談
・
接
客
・
仏
事
・
贈
答
に
お
け
る
社
会
と
の
接
点
な
ど
茶
の
社
会
性
が
認
め

ら
れ
、
中
世
禅
寺
の
生
活
文
化
を
具
体
的
に
知
る
う
え
で
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。
ま
た
、
彼
の
語
録
に
見
え
る
茶
の
描
写

は
、
単
な
る
嗜
好
品
で
は
な
く
、
坐
禅
と
同
様
に
日
常
修
行
の
一
つ
と
し
て
茶
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
点
で
も
注
目
さ
れ
る
。

　

加
え
て
、
永
源
寺
周
辺
で
は
中
世
末
以
降
、
茶
の
生
産
が
拡
大
し
、
江
戸
期
に
は
「
政
所
茶
」
と
し
て
流
通
す
る
に
至
っ
た

こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
寂
室
の
茶
に
関
す
る
記
録
は
、
後
世
の
茶
産
地
形
成
に
先
行
す
る
中
世
の
背
景
を
示
す
史
料
と

し
て
も
重
要
で
あ
る
。
な
お
「
政
所
茶
」
の
中
世
の
淵
源
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

寂
室
自
身
が
摘
茶
の
修
行
に
よ
っ
て
師
家
に
見
出
さ
れ
、
以
後
も
摘
茶
を
重
視
し
た
こ
と
は
、
他
の
禅
僧
に
は
ほ
と
ん
ど
例

が
な
い
特
異
な
事
例
で
あ
る
。
寂
室
の
系
譜
を
通
じ
て
、
宋
・
元
の
喫
茶
文
化
が
畿
内
東
部
に
ど
の
よ
う
に
定
着
し
た
か
を
考

え
る
上
で
も
、
寂
室
の
茶
関
連
史
料
は
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

本
論
で
は
、
寂
室
元
光
の
喫
茶
関
係
史
料
の
読
解
を
通
し
て
、
南
北
朝
期
禅
林
に
お
け
る
喫
茶
文
化
の
具
体
像
を
明
ら
か
に

し
、
茶
が
儀
礼
・
日
常
生
活
・
教
化
活
動
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
か
を
、
史
料
に
基
づ
き
把
握
す
る
こ
と
を
目

指
す
も
の
で
あ
る
。



148

凡
　
例

一
、
本
論
で
紹
介
す
る
史
料
は
、
南
北
朝
期
の
禅
僧
の
喫
茶
、
お
よ
び
茶
に
関
す
る
史
料
で
あ
る
。
こ
こ
で
収
集
し
た
南
北
朝
期
禅
僧
の
史
料

と
は
、
建
武
の
新
政
の
期
間
を
含
む
、
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
か
ら
明
徳
三
年
（
一
三
九
二
）
ま
で
に
示
寂
し
た
僧
侶
の
史
料
を
、
順

次
紹
介
す
る
予
定
で
あ
る
。

一
、
論
題
は
「
南
北
朝
期
禅
僧
喫
茶
史
料
集
成
並
び
に
訓
註
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
順
次
数
字
を
付
し
て
い
く
。
た
だ
し
、
こ
の
番
号
は
あ
く
ま

で
便
宜
上
の
も
の
で
あ
り
、
禅
僧
の
生
没
年
や
史
料
の
成
立
年
次
順
で
は
な
い
。

一
、
本
論
に
掲
げ
る
史
料
番
号
は
、
人
物
ご
と
に
通
し
番
号
を
付
し
て
示
す
（
例
［
寂
室
1
］）。
し
た
が
っ
て
、
本
論
全
体
を
通
じ
た
一
括
の

通
し
番
号
は
採
用
し
な
い
。

一
、
使
用
す
る
漢
字
は
常
用
漢
字
を
基
本
と
し
た
。
旧
字
体
は
新
字
体
に
直
し
、
適
宜
、
句
読
点
訓
点
を
付
し
た
。
引
用
に
際
し
て
用
い
た
史

料
は
そ
れ
ぞ
れ
に
明
記
し
て
い
る
が
、
点
丸
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
手
に
よ
る
も
の
も
あ
る
。

一
、
割
註
や
本
文
よ
り
も
小
さ
な
文
字
で
表
記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
〈　

〉
に
て
表
記
し
た
。

一
、
各
史
料
は
、
原
文
を
掲
げ
た
う
え
で
、
書
き
下
し
、
語
注
、
現
代
語
訳
の
順
に
掲
載
し
た
。
書
き
下
し
に
際
し
て
は
［
訓
］
と
表
記
し
、

訓
読
訳
（
書
き
下
し
）
の
略
と
し
て
用
い
た
。
書
誌
情
報
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
注
の
冒
頭
に
記
し
た
。

一
、
注
釈
と
訳
文
は
、
あ
く
ま
で
限
ら
れ
た
情
報
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
範
囲
の
も
の
で
あ
り
、
参
考
程
度
に
留
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
、
読
解
に
際
し
て
、
漢
字
の
読
み
は
全
体
を
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
で
き
る
だ
け
掲
載
す
る
よ
う
に
努
め
た
。
た
だ
し
、
仏
教
や
禅
の
専

門
用
語
は
、
時
代
や
宗
派
、
研
究
者
に
よ
っ
て
も
相
違
が
あ
る
た
め
、
難
し
い
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
、
漢
字
の
読
み
に
つ
い

て
も
参
考
程
度
に
留
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
、
訳
文
の
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
に
お
け
る
喫
茶
史
料
と
し
て
の
位
置
づ
け
や
、
茶
に
関
連
す
る
特
徴
的
な
語
を
【　

】
で
記
し
、
内
容

の
要
約
や
、
喫
茶
史
料
と
し
て
の
見
解
を
記
し
た
。

一
、
出
典
な
ど
を
含
む
細
か
い
注
に
つ
い
て
は
補
注
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
の
最
後
に
掲
載
し
た
。
す
で
に
掲
載
済
み
の
補
注
は
、
既
出

と
記
し
た
上
で
、
そ
の
史
料
番
号
を
示
し
た
。
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一
、
本
論
で
掲
載
し
た
史
料
は
、
そ
の
多
く
が
大
学
院
の
ゼ
ミ
で
も
講
読
し
た
も
の
で
あ
り
、
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
そ
れ
ら
の
成
果
も
踏
ま
え

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ゼ
ミ
の
参
加
者
は
、
二
〇
二
四
年
は
法
政
大
学
非
常
勤
講
師
・
彭
丹
、
駒
澤
大
学
大
学
院
・
吉
岡
綿
美
、

LETH
I TRAM

Y

、
積
南
梨
香
、PED

RETTI FILIPPO

、
二
〇
二
五
年
は
法
政
大
学
非
常
勤
講
師
・
彭
丹
、
駒
澤
大
学
大
学
院
・

LETH
I TRAM

Y

、
積
南
梨
香
、
永
瀬
智
子
の
四
名
で
あ
る
。
ま
た
、
訳
注
に
際
し
て
は
、
特
に
中
国
語
と
し
て
の
文
法
や
意
味
に
つ

い
て
、
彭
丹
先
生
よ
り
ご
指
導
を
賜
っ
た
。

一
、
出
典
に
用
い
た
史
料
の
う
ち
、
主
立
っ
た
書
籍
の
略
称
は
以
下
の
通
り
。

『
大
正
新
修
大
蔵
経
』、
大
正
一
切
経
刊
行
会
、
一
九
二
四
～
一
九
三
四
年
＝
大
正
蔵
。

『
大
日
本
続
蔵
経
』
京
都
蔵
経
書
院
編
集
・
刊
行
、
一
九
〇
五
～
一
九
一
二
年
（
影
印
版
、
卍
続
蔵
経
、
新
文
豊
出
版
、
一
九
七
七
年
）

＝
続
蔵
。

『
続
群
書
類
従
』（
底
本
続
群
書
類
従
完
成
会
版
訂
正
三
版
、
八
木
書
店
、
一
九
七
五
～
二
〇
〇
〇
年
）
＝
続
群
。

『
寂
室
録
抄
』
駒
澤
大
学
所
蔵
＝
江
戸
時
代
写
、
寂
室
抄
。

『
頭
書　

永
源
寂
室
和
尚
語
録
』
元
禄
十
年
刊
＝
元
禄
本
。

『
永
源
寺
町
史
・
永
源
寺
編
』、
永
源
寺
町
史
編
さ
ん
委
員
会
、
二
〇
〇
二
年
＝
永
源
町
史
。

『
蘭
渓
道
隆
禅
師
全
集
』
第
一
巻
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
四
年
＝
蘭
渓
全
。

『
訓
註 

永
源
寂
室
和
尚
語
録
』
全
三
巻
、
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
六
年
＝
訓
註
本
。

『
鎌
倉
時
代
禅
僧
喫
茶
史
料
集
成
』
舘
隆
志
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
三
年
＝
鎌
倉
禅
茶
。

［
寂
室
1
］『
永
源
寂
室
和
尚
語
』
上
「
偈
頌
」

　
　

再
遊
大
和
寺

此
地
得
重
遊
、
春
残
院
落
幽
。
花
難
帰
樹
上
、
雪
易
点
人
頭
。
鳴
竹
風
吹
夢
、
烹
茶
客
自
留
。
明
朝
又
携
杖
、
去
要
臥
林
丘
。
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［
訓
］
再
び
大や

ま
と和

の
寺
に
遊
ぶ
。

此こ

の
地ち

重か
さ

ね
て
遊あ

そ

ぶ
こ
と
を
得え

た
り
。
春
残の

こ

り
て
院い

ん

落ら
く

は
幽ゆ

う

な
り
。
花
は
樹じ

ゆ

上じ
よ
うに

帰か
え

り
難が

た

く
、
雪ゆ

き

は
人に

ん

頭と
う

を
点て

ん

じ
易や

す

し
。
竹
鳴な

れ
ば
風
は
夢ゆ

め

を
吹ふ

き
、
茶
を
烹に

れ
ば
客
は
自

お
の
ず
から

留と
ど

ま
る
。
明

み
よ
う

朝ち
よ
う又ま
たた

杖つ
え

を
携た

ず
さえ

、
去さ

り
て
林り

ん

丘き
ゆ
うに

臥ふ

さ
ん
こ
と
を
要よ

う

す
。

○
『
永
源
寂
室
和
尚
語
』
…
寂
室
元
光
の
語
録
。
天
理
図
書
館
に
は
、
永
和
三
年
の
後
跋
を
有
す
る
無
刊
記
の
五
山
版
が
所
蔵
さ
れ
る
。

正
保
二
年
（
一
六
四
五
）、
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
刊
本
（
冠
註
）、
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）、
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
刊
本
（
冠

註
）、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
な
ど
、
江
戸
時
代
に
度
々
刊
行
さ
れ
た
。
○
寂
室
元
光
…
臨
済
宗
大
覚
派
の
寂
室
元
光
（
一
二
九
〇
～

一
三
六
七
）
の
こ
と
［
補
1
］。
○
掲
載
書
籍
…
［
大
正
蔵
八
一
・
一
〇
二
ａ
］［
訓
註
本
上
・
三
五
］。
○
再
遊
大
和
寺
…
［
補
2
］。
○

大
和
寺
…
大
和
寺
と
い
う
固
有
名
詞
で
は
な
く
、
大
和
（
奈
良
）
の
寺
と
い
う
意
味
と
推
定
さ
れ
る
。
○
院
落
…
中
庭
。
○
花
難
帰
樹
上

…
［
補
3
］。
○
雪
易
点
人
頭
…
［
補
4
］。
○
竹
鳴
…
「
香
厳
撃
竹
大
悟
」
の
公
案
を
踏
ま
え
る
［
補
5
］。
○
林
丘
…
林
と
丘
。
人
里

離
れ
た
所
。

［
訳
］
再
び
大
和
（
奈
良
）
の
寺
に
遊
行
す
る
。

こ
の
〔
大
和
の
〕
地
に
再
び
遊
行
す
る
機
会
を
得
た
。
春
が
残
っ
て
い
て
中
庭
は
幽
玄
で
あ
る
。〔
散
っ
た
〕
花
が
樹
の
上
に

再
び
戻
る
こ
と
は
な
い
が
、
雪
は
容
易
に
人
の
頭
に
落
ち
て
〔
く
る
か
の
よ
う
に
自
然
と
老
い
て
白
髪
が
増
え
て
〕
く
る
。
竹

が
鳴
る
と
風
は
夢
を
吹
き
払
い
、
茶
を
い
れ
る
と
客
は
自
然
と
留
ま
る
。
明
朝
に
は
ま
た
杖
を
携
え
て
、
林
丘
（
人
里
離
れ
た

所
）
に
行
っ
て
横
に
な
り
た
い
も
の
だ
。

【
入
室
の
際
の
茶
】【
客
人
に
対
す
る
茶
】【
茶
話
】
寂
室
元
光
が
大
和
（
奈
良
）
の
寺
を
訪
れ
た
際
の
偈
頌
。
奈
良
の
寺
で
茶

を
入
れ
て
も
ら
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
禅
寺
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
奈
良
の
寺
院
内
で
茶
が
飲
ま
れ
て
い
た
事
例
と
い

え
る
。
こ
の
時
代
に
、
寺
院
で
客
人
に
茶
を
い
れ
る
こ
と
が
定
着
し
は
じ
め
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
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﹇
補
注
﹈

（
1
）	

寂
室
元
光
…
臨
済
宗
大
覚
派
の
寂
室
元
光
の
こ
と
。
備
州
の
藤
原
氏
。
山
城
国
三
聖
寺
の
無
為
昭
元
の
も
と
で
沙
弥
と
な
り
、
鎌

倉
禅
興
寺
の
約
翁
徳
倹
、
一
山
一
寧
に
歴
参
す
。
さ
ら
に
入
元
し
天
目
山
の
中
峰
明
本
、
径
山
の
元
叟
行
端
な
ど
に
参
学
し
、
帰
国

後
に
約
翁
徳
倹
の
法
を
嗣
ぐ
。
備
後
永
徳
寺
、
摂
津
福
源
寺
、
近
江
永
源
寺
の
開
山
と
な
る
。
円
応
禅
師
と
諡
す
る
。『
永
源
寂
室

和
尚
語
』
二
巻
が
あ
る
。

（
2
）	

再
遊
大
和
寺
…
『
寂
室
和
尚
行
状
』「
和
之
安
部
就
二

于
文
殊
像
前
一、
七
日
断
二

絶
飲
食
一、
身
上
爇
レ

香
祈
レ

爾
、
求
二

無
上
道
之
冥 

助
一

」（
続
群
九
上
・
五
八
四
）、『
永
源
開
山
円
応
禅
師
紀
年
録
』「
詣
二

和
州
安
部
一

於
二

文
殊
像
前
一

期
二

七
日
一、
煉
頂
祈
二

修
道
一

抵
二

于
成
一

也
」（
訓
註
本
下
・
九
）。
寂
室
元
光
は
十
八
歳
の
時
に
大
和
（
奈
良
）
の
安
部
文
珠
院
に
七
日
間
滞
在
し
て
い
る
。
こ
の
時

の
遊
行
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
安
部
文
珠
院
の
旧
寺
地
は
桜
井
市
安
倍
木
材
団
地
一
丁
目
に
あ
り
、
現
在
は
「
安
倍
寺
跡
」

と
し
て
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）	

花
難
帰
樹
上
…
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
十
七
の
京
兆
華
厳
寺
休
静
章
に
「
問
、
大
悟
底
人
為
二

什
麼
一

却
迷
。
師
曰
、
破
鏡
不
二

重
照
一

落
華
難
レ

上
レ

枝
」（
大
正
蔵
五
一
・
三
三
八
ａ
）
と
あ
る
。

（
4
）	

雪
易
点
人
頭
…
唐
代
の
髙
蟾
の
「
春
」
に
「
明
月
断
レ

魂
清
藹
藹
、
平
蕪
帰
思
緑
迢
迢
。
人
生
莫
レ

遣
二

頭
如
一レ

雪
。
縦
得
二

東
風
一

也

不
レ

消
」（『
四
庫
全
書
』「
経
部
」「
総
集
類
」）
と
あ
る
。
老
い
て
い
く
こ
と
の
形
容
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
5
）	

竹
鳴
…
「
香
厳
撃
竹
大
悟
」
の
公
案
を
踏
ま
え
る
。『
聯
灯
会
要
』
巻
八
の
香
厳
智
閑
章
に
「
一
日
、
芟
二

除
草
木
一、
因
レ

拋
二

瓦

礫
一、
撃
レ

竹
作
レ

声
、
忽
然
省
悟
。
遽
帰
沐
浴
、
望
二

溈
山
一

作
レ

礼
。
嘆
云
、
和
尚
大
慈
恩
踰
二

父
母
一。
当
時
若
為
レ

我
説
破
、
何
有
二

今

日
之
事
一。
乃
述
レ

偈
云
、
一
撃
忘
レ

所
レ

知
、
更
不
二

自
修
治
一。
動
容
揚
二

古
路
一、
不
レ

堕
二

悄
然
機
一。
処
処
無
二

蹤
跡
一、
声
色
外
威
。
諸
方

達
道
者
、
咸
言
二

上
上
機
一。
溈
山
聞
得
云
、
此
子
徹
也
」（
続
蔵
一
三
六
・
二
八
三
ｃ
）
と
あ
る
。

［
寂
室
2
］『
永
源
寂
室
和
尚
語
』
上
「
偈
頌
」
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憶
友
人

山
院
春
深
客
不
来
。
空
庭
花
落
没
蒼
苔
。
欲
留
流
景
怕
無
策
。
猶
等
佳
人
念
未
灰
。
身
老
尤
宜
居
世
外
。
雲
閑
只
合
臥
巌
隈
。

午
眠
一
覚
茶
三
椀
。
望
断
千
峰
推
闥
開
。

［
訓
］
友
人
を
憶
う
。

山さ
ん

院い
ん

春
深ふ

か

く
し
て
客
来き

た
ら
ず
。
空く

う

庭て
い

花
落
ち
て
蒼そ

う

苔た
い

没な

し
。
流る

景け
い

を
留と

ど

め
ん
と
欲ほ

つ

す
も
怕お

そ

ら
く
は
策

は
か
り
ご
と無

し
。
猶な

お
佳か

人じ
ん

を

等ま
ち

て
念お

も
い未

だ
灰は

い

に
せ
ず
。
身
老お

い
て
は
尤も

つ
とも

宜よ
ろ

し
く
世せ

外が
い

に
居き

よ

す
べ
し
。
雲く

も

閑し
ず

か
に
し
て
只た

だ
合ま

さ

に
巌が

ん

隈わ
い

に
臥ふ

す
べ
し
。
午う

ま

に

眠
り
一い

つ

覚か
く

し
て
茶さ

三さ
ん

椀わ
ん

。
千せ

ん

峰ぽ
う

を
望ぼ

う

断だ
ん

し
て
闥た

つ

を
推お

し
て
開
か
ん
。

○
掲
載
書
籍
…
［
大
正
蔵
八
一
・
一
〇
二
ｂ
］［
訓
註
本
上
・
四
六
］。
○
山
院
…
山
寺
。
○
空
庭
…
人
気
の
な
い
も
の
さ
び
し
い
庭
。
○

蒼
苔
…
青
々
と
し
た
苔
。
○
流
景
…
流
れ
去
っ
て
し
ま
う
景
色
。
落
日
の
け
し
き
。
夕
日
。
○
怕
無
…
恐
無
と
同
じ
。
○
佳
人
…
す
ば
ら

し
き
人
。
○
千
峰
…
多
く
の
峰
。
多
く
の
山
々
。
○
念
未
灰
…
ま
だ
念
頭
か
ら
消
え
去
ら
な
い
と
い
う
意
。
○
世
外
…
塵
世
の
外
。
世
俗

の
外
。
○
巌
隈
…
岩
の
曲
が
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
。
○
望
断
…
遠
く
て
は
っ
き
り
み
え
な
い
。
は
る
か
遠
く
見
え
な
く
な
る
ま
で
見
続
け
る
。

人
を
思
念
す
る
た
と
え
に
用
い
ら
れ
る
。
○
闥
…
く
ぐ
り
門
。
小
門
の
こ
と
。
○
茶
三
椀
…
［
補
1
］。

［
訳
］
友
人
を
憶
う
。

山
院
（
山
寺
）
で
は
春
が
深
く
な
っ
て
も
客
（
友
人
）
は
来
な
い
。
人
気
の
な
い
庭
に
花
が
落
ち
て
青
々
と
し
て
苔
を
か
く
し

て
い
る
。
移
り
変
わ
る
景
色
を
留
め
よ
う
と
願
う
が
お
そ
ら
く
そ
の
手
立
て
は
無
い
。
そ
れ
で
も
な
お
す
ば
ら
し
き
人
（
友

人
）
を
待
ち
そ
の
思
い
は
衰
え
な
い
。
体
が
老
い
た
ら
世
俗
を
離
れ
る
の
が
最
も
相
応
し
い
。
雲
は
閑
か
に
た
だ
巌
の
隅
に
横

た
わ
っ
て
い
る
べ
き
だ
。
午
に
眠
っ
て
覚
め
て
か
ら
茶
を
三
椀
飲
ん
だ
。〔
友
人
の
来
訪
を
願
い
〕
千
峰
を
遠
く
望
ん
で
門
を

押
し
て
開
こ
う
。
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【
眠
気
覚
ま
し
】【
茶
三
椀
】
昼
寝
の
後
、
寝
起
き
に
茶
を
三
椀
飲
ん
で
い
る
。
お
そ
ら
く
は
覚
醒
を
促
し
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
た
だ
し
、
禅
僧
は
日
常
的
に
茶
を
飲
ん
で
い
る
た
め
、
眠
気
覚
ま
し
と
し
て
の
効
能
を
期
待
し
て
飲
ん
だ
た
め
に
、
三

椀
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

﹇
補
注
﹈

（
1
）	
茶
三
椀
…
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
十
二
の
吉
州
資
福
如
宝
禅
師
章
に
「
問
、
如
何
是
和
尚
家
風
。
師
曰
、
飯
後
三
椀
茶
」（
大
正
蔵

五
一
・
二
九
八
ｃ
）
と
あ
る
を
踏
ま
え
る
か
。

［
寂
室
3
］『
永
源
寂
室
和
尚
語
』
上
「
偈
頌
」

　
　

摘
茶

枝
頭
葉
底
著
精
神
、
無
限
芬
芳
遠
襲
人
。
体
用
之
中
収
不
得
。
一
籃
漏
泄
十
分
春
。

［
訓
］
茶
を
摘
む
。

枝し

頭と
う

葉よ
う

底て
い

精せ
い

神し
ん

を
著つ

け
ば
、
限か

ぎ

り
無
き
芬ぶ

ん

芳ぽ
う

遠
く
人
を
襲お

そ

う
。
体た

い

用ゆ
う

の
中
収お

さ

め
る
も
得え

ず
、
一い

つ

籃か
ん

漏ろ
う

泄せ
つ

す
十
分
の
春
。

○
掲
載
書
籍
…
［
大
正
蔵
八
一
・
一
〇
二
ｂ
］［
訓
註
本
上
・
四
八
］。
○
摘
茶
…
一
山
総
出
の
普
請
で
茶
を
摘
ん
だ
こ
と
に
因
む
偈
頌
。

○
著
精
神
…
し
っ
か
り
や
る
。
○
芬
芳
…
よ
い
香
り
を
た
だ
よ
わ
せ
る
こ
と
。
○
体
用
…
本
体
と
作
用
［
補
1
］。
○
籃
…
竹
や
柳
の
枝
、

籐
な
ど
を
編
ん
で
作
っ
た
取
っ
手
の
つ
い
た
容
器
。
か
ご
。
○
漏
泄
…
も
れ
る
。
し
み
と
お
る
。

［
訳
］
茶
を
摘
む
。

〔
茶
樹
の
〕
枝
の
先
と
葉
の
付
け
根
に
ま
で
気
持
ち
を
こ
ら
し
て
茶
を
摘
め
ば
、
限
り
無
き
〔
茶
の
〕
良
い
香
り
は
遠
く
の
人

に
ま
で
も
広
が
る
。〔
潙
山
と
仰
山
の
摘
茶
の
問
答
の
〕
本
体
と
作
用
は
収
め
よ
う
に
も
で
き
ず
、〔
茶
を
摘
ん
だ
〕
籠
か
ら
漏
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れ
出
し
て
い
る
の
は
満
ち
足
り
た
春
で
は
な
い
か
。

【
永
源
寺
で
の
茶
の
栽
培
】【
政
所
茶
】【
越
渓
茶
】
茶
の
香
り
は
仏
心
の
た
と
え
で
も
あ
り
、
そ
の
仏
心
は
気
持
ち
を
こ
め
て

修
行
す
れ
ば
、
本
体
や
作
用
に
も
収
ま
り
き
れ
ず
、
世
界
全
般
に
広
が
る
こ
と
を
、
茶
摘
み
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
読

ん
だ
も
の
。
茶
を
摘
ん
だ
時
の
偈
頌
が
残
さ
れ
て
い
る
た
め
、
永
源
寺
や
そ
の
周
辺
で
茶
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

普
請
で
の
摘
茶
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
寂
室
は
摘
茶
を
重
要
な
修
行
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
が
［
寂
室
11
］、
自
身
が
東

福
寺
で
の
摘
茶
の
際
に
禅
僧
に
見
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
ろ
う
［
寂
室
13
］。
江
戸
時
代
に
は
、
永
源
寺
や
そ
の
周
辺
の
茶
は
越

渓
茶
、
政
所
茶
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、『
寂
室
和
尚
語
録
』
巻
下
「
説
」「
越
渓
」
に
よ
れ
ば
、
越
渓
は
「
然

面
無
二

矜
伐
之
色
一、
口
絶
二

労
苦
之
言
一。
只
疾
二

世
情
之
爛
似
一レ

泥
。
図
二

吾
道
貌
清
如
一レ

水
而
已
。
一
日
袖
レ

紙
需
二

別
称
一、
因
号
二

越
渓
一

者
、
蓋
越
之
若
耶
渓
天
下
勝
概
」（
大
正
蔵
八
一
・
一
二
三
ａ
）
と
あ
り
、
そ
の
道
貌
を
清
く
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
た
秀

格
に
対
し
て
寂
室
元
光
が
与
え
た
も
の
で
、
越
州
（
浙
江
省
）
若
耶
渓
に
因
む
。
ま
た
、『
寂
室
和
尚
語
録
』「
法
語
」「
示
秀
格

禅
人
」
に
は
「
蒲
団
竹
椅
之
上
、
良
不
レ

在
レ

言
也
。
採
レ

薪
拾
レ

菓
鋤
レ

圃
汲
レ

渓
処
正
好
、
参
究
底
時
節
」（
大
正
蔵
八
一
・
一
二

九
ｂ
）
と
あ
り
、
寂
室
元
光
は
越
渓
秀
格
に
禅
寺
に
お
け
る
作
務
こ
そ
、
参
究
す
る
に
相
応
し
い
修
行
で
あ
る
と
し
て
、
作
務

の
大
切
さ
を
説
い
て
い
る
。

﹇
補
注
﹈

（
1
）	

体
用
…
『
聯
灯
会
要
』
巻
七
の
潙
山
霊
祐
章
に
「
師
摘
レ

茶
次
、
謂
二

仰
山
一

云
、
終
日
摘
レ

茶
、
只
聞
二

子
声
一、
不
レ

見
二

子
形
一。
仰

撼
二

茶
樹
一。
師
云
、
子
只
得
二

其
用
一、
不
レ

得
二

其
体
一。
云
、
未
審
、
和
尚
如
何
。
師
良
久
。
仰
云
、
和
尚
只
得
二

其
体
一、
不
レ

得
二

其
用
一。

師
云
、
放
二

子
三
十
棒
一

」（
続
蔵
一
三
六
・
六
五
ａ
～
ｂ
）
と
あ
る
問
答
を
踏
ま
え
る
。
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［
寂
室
4
］『
永
源
寂
室
和
尚
語
』
上
「
偈
頌
」

戊
午
仲
春
借
榻
於
東
禅
之
客
櫩
作
渉
旬
之
留
。
偶
遊
花
岳
庵
訪
于
心
公
法
兄
。
覩
其
韜
鏟
之
韻
致
幾
乎
追
配
瓚
亮
之
高
風
也
。

愚
謾
遊
江
湖
垂
二
十
載
。
以
未
獲
帰
休
之
計
為
愧
矣
。
紫
栗
青
鞋
他
日
重
来
。
従
公
乎
水
辺
林
下
非
愚
誰
歟
。
因
述
俚
語
紀
其

志
云
耳
。

（
三
首
、
中
略
）

澗
水
旋
添
茶
鼎
湯
。
山
花
時
助
石
楼
香
。
破
蒲
団
上
無
余
事
。
又
見
林
巓
掛
夕
陽
。

［
訓
］
戊

つ
ち
の
え

午う
ま

仲ち
ゅ
う

春し
ゅ
ん榻と
うを

東
禅
の
客

き
ゃ
く

櫩え
ん

に
借か

り
て
渉

し
ょ
う

旬じ
ゅ
んの

留と
ど
まり

を
作な

す
。
偶た

ま

た
ま
花か

岳が
く

庵あ
ん

に
遊あ

そ

ん
で
心し

ん

公こ
う

法ほ
っ

兄ぴ
ん

を
訪た

ず
ぬ
。
其そ

の

の
韜と

う

鏟さ
ん

の
韻い

ん

致ち

を
覩み

る
に
幾ほ

と乎
ん
ど
瓚さ

ん

・
亮り

ょ
うの

高
風
を
追つ

い

配は
い

す
。
愚み

だ謾
り
に
江ご

う

湖こ

に
遊あ

そ

ん
で
二
十
載
を
垂た

る
も
、
未
だ
帰き

休き
ゅ
うの

計
を
獲え

ざ
る
を
以も

っ

て
愧は

じ

と
為な

す
。
紫し

栗り
つ

・
青せ

い

鞋あ
い

他
日
重
ね
て
来
た
ら
ん
。
公
の
水
辺
林
下
に
従
う
は
愚
に
非
ら
ざ
れ
ば
誰
か
。

因よ

り
て
俚り

語ご

を
述の

べ
其そ

の
志
を
紀し

る

す
の
み
。

（
計
四
首
中
、
三
首
中
略
）

澗か
ん

水す
い  

旋
ほ
し
い
ま
まに

添そ

う
る
は
茶さ

鼎て
い

の
湯
、
山さ

ん

花か

時
に
助
く
石せ

き

楼ろ
う

の
香こ

う

。
破は

蒲ふ

団と
ん

上
に
余よ

事じ

無
し
、
又
た
林り

ん

巓て
ん

の
夕
陽
を
掛か

く
る
を
見

る
。

○
掲
載
史
料
…
［
大
正
蔵
八
一
・
一
〇
三
ｃ
］［
訓
註
本
上
・
九
〇
］。
○
借
榻
…
他
人
の
寝
床
を
借
り
て
眠
る
こ
と
。
○
東
禅
…
東
禅
寺
。

［
寂
室
抄
］
に
「
濃
州
」
と
あ
る
。
現
在
、
美
濃
（
岐
阜
県
）
に
東
禅
寺
が
あ
る
が
、
こ
の
現
在
の
東
禅
寺
と
『
寂
室
録
』
の
東
禅
寺
が

同
一
の
も
の
か
は
不
明
。
○
花
岳
庵
…
花
岳
山
吉
祥
寺
（
大
徳
寺
派
）
が
永
源
寺
よ
り
数
㎞
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
（
可
児
郡
御
嵩
町
古

屋
敷
）、
そ
の
前
身
に
当
た
る
か
。
○
渉
旬
…
十
日
以
上
。
○
韜
鏟
…
韜
光
鏟
彩
。
自
分
の
才
能
や
功
績
、
地
位
な
ど
を
包
み
隠
し
て
、

他
人
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
○
韻
致
…
洗
練
さ
れ
た
風
雅
な
お
も
む
き
。
○
瓚
・
亮
…
南
岳
明
讚
和
尚
と
西
山
亮
座
主
の
こ
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と
。
隠
士
と
し
て
知
ら
れ
る
。
○
江
湖
…
漢
語
と
し
て
の
一
般
的
な
意
味
は
、
世
間
。
世
の
中
。
民
間
で
あ
る
。
禅
林
の
用
語
と
し
て
は
、

江
は
揚
子
江
、
湖
は
洞
庭
湖
を
さ
し
、
唐
の
馬
祖
道
一
は
江
西
に
住
し
、
石
頭
希
遷
は
湖
南
に
住
し
、
各
法
幡
を
建
て
て
禅
風
を
挙
揚
し

た
当
時
、
雲
水
の
僧
徒
が
江
西
・
湖
南
に
集
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
雲
衲
の
集
ま
る
所
を
江
湖
と
い
う
。
○
紫
栗
・
青
鞋
…
粗
末
な

法
服
と
草
鞋
。
○
澗
水
…
谷
川
の
水
。
陸
羽
『
茶
経
』
に
「
其
水
、
用
山
水
上
、
江
水
次
、
井
水
下
」
と
あ
る
。
○
旋
…
副
詞
。
ほ
し
い

ま
ま
に
。
思
う
ま
ま
に
。
○
茶
鼎
…
鼎
の
形
を
し
て
い
る
茶
釜
。
陸
羽
『
茶
経
』
に
「
風
爐
、
以
銅
鑄
之
、
如
古
鼎
形
」
と
あ
る
。
○
石

楼
…
石
の
楼
台
。
○
山
花
…
山
の
花
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
山
中
で
生
活
す
る
寂
室
自
身
を
た
と
え
た
も
の
か
。
○
破
蒲
団
…

破
れ
た
蒲
団
。
蒲
団
は
坐
禅
の
敷
物
で
、
蒲
団
を
坐
り
破
る
ほ
ど
修
行
を
す
る
た
と
え
［
補
1
］。
○
林
巓
…
こ
ず
え
の
先
。
○
石
楼
香

…
香
山
に
石
楼
を
構
え
た
白
居
易
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
［
補
2
］。

［
訳
］
戊
午
の
年
の
仲
春
に
私
は
東
禅
寺
の
客
棟
の
一
室
を
借
り
、
十
数
日
に
わ
た
る
逗
留
を
し
て
い
た
。
た
ま
た
ま
花
岳
庵

に
遊
び
に
行
き
、
法
兄
で
あ
る
心
公
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
才
や
功
績
を
隠
さ
れ
つ
つ
も
洗
練
さ
れ
た
風
雅
な
お
も
む
き
に
、
ほ

と
ん
ど
南
岳
明
讚
和
尚
や
西
山
亮
座
主
の
清
ら
か
な
高
風
を
思
わ
せ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
愚
か
な
る
私
は
、
江
湖
を
漂
泊
す
る

こ
と
す
で
に
二
十
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
な
お
隠
棲
し
て
身
を
休
め
る
方
法
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
恥
じ
て
い
る
。
粗

末
な
紫
の
法
衣
に
青
い
草
鞋
を
履
き
、
い
つ
の
日
か
再
び
こ
こ
を
訪
れ
た
い
。
公
の
水
辺
・
林
下
の
清
境
に
従
う
の
は
私
で
な

け
れ
ば
一
体
誰
で
あ
ろ
う
か
（
私
し
か
あ
る
ま
い
）。
こ
こ
に
私
の
拙
い
言
葉
を
述
べ
て
、
そ
の
志
を
記
し
て
お
く
の
み
で
あ
る
。

（
計
四
首
中
、
三
首
中
略
）

思
う
ま
ま
に
山
泉
を
汲
ん
で
茶
鼎
に
く
わ
え
れ
ば
、
山
花
は
と
き
お
り
石
楼
の
香
を
助
け
て
く
れ
る
（
山
居
へ
の
気
持
ち
が
あ
ふ

れ
て
く
る
）。
破
れ
た
蒲
団
の
上
に
た
だ
坐
禅
し
て
い
た
ら
、
い
つ
の
間
に
か
木
々
の
梢
に
夕
陽
が
か
か
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。

【
入
室
の
際
の
茶
】【
茶
話
】【
茶
鼎
】
寂
室
元
光
が
、
美
濃
の
東
禅
寺
に
遊
行
し
た
際
、
心
公
法
兄
に
入
室
し
、
そ
こ
で
茶
話

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
各
地
の
禅
寺
に
茶
は
必
ず
あ
る
も
の
で
あ
り
、
方
丈
に
入
室
す
れ
ば
茶
が
出
さ
れ
、
あ
る
い
は
問
答
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し
茶
話
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
光
景
は
、
中
世
の
禅
寺
の
日
常
的
な
状
況
で
あ
っ
た
。
茶
を
飲
ん
だ
あ
と
、
た

だ
坐
禅
を
し
て
い
た
ら
す
っ
か
り
日
が
暮
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

﹇
補
注
﹈

（
1
）	
破
蒲
団
…
『
五
灯
会
元
』
巻
七
の
福
州
長
慶
慧
稜
章
「
杭
州
塩
官
人
也
。
姓
孫
氏
。
稟
レ

性
淳
澹
。
年
十
三
於
二

蘇
州
通
玄
寺
一

出

家
登
レ

戒
。
歴
二

参
禅
苑
一。
後
参
二

霊
雲
一

問
、
如
何
是
仏
法
大
意
。
雲
曰
、
驢
事
未
レ

去
、
馬
事
到
来
。
師
如
レ

是
往
二

来
雪
峰
・
玄
沙
一

二
十
年
間
、
坐
二

破
七
箇
蒲
団
一、
不
レ

明
二

此
事
一。
一
日
捲
レ

簾
、
忽
然
大
悟
」（
続
蔵
一
三
八
・
一
五
二
ｃ
）。

（
2
）	

石
楼
香
…
香
山
に
石
楼
を
構
え
た
白
居
易
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
。『
新
唐
書
』
卷
一
一
九
「
白
居
易
伝
」
に
「
与
弟
行
簡
、
従
祖

弟
敏
中
友
愛
。
東
都
所
レ

居
履
道
里
、
疏
レ

沼
種
レ

樹
、
構
二

石
楼
香
山
一、
鑿
二

八
節
灘
一、
自
号
二

酔
吟
先
生
一、
為
レ

之
伝
。
暮
節
惑
二

浮
屠

道
一

尤
甚
、
至
レ

経
レ

月
不
レ

食
レ

葷
、
称
二

香
山
居
士
一。
嘗
与
胡
杲
、
吉
旼
、
鄭
拠
、
劉
真
、
盧
真
、
張
渾
、
狄
兼
謨
、
盧
貞
燕
集
、
皆

高
年
不
レ

事
者
、
人
慕
レ

之
、
絵
為
二

九
老
図
一。（
中
略
）
後
履
道
第
卒
為
二

仏
寺
一。
東
都
江
州
人
為
立
レ

祠
焉
」
と
あ
る
。『
五
灯
会

元
』
巻
十
五
の
明
州
育
王
山
懐
璉
大
覚
禅
師
章
に
「
治
平
中
上
疏
丐
レ

帰
。
仍
進
レ

頌
曰
、
千
簇
雲
山
万
壑
流
。
閑
身
帰
レ

老
此
峰
頭
。

余
生
願
祝
二

無
疆
寿
一。
一
炷
清
香
満
二

石
楼
一。
英
廟
依
レ

所
レ

乞
、
賜
二

手
詔
一

曰
、
大
覚
禅
師
懐
璉
受
二

先
帝
聖
眷
一、
累
錫
二

宸
章
一。
屡
貢

誠
懇
。
乞
レ

帰
二

林
下
一。
今
従
レ

所
レ

請
、
俾
レ

遂
二

閑
心
一。
凡
経
二

過
小
可
庵
院
一、
任
レ

性
住
持
。
或
十
方
禅
林
、
不
レ

得
二

抑
逼
堅
請
一

」

と
あ
る
。
大
覚
禅
師
懷
璉
が
山
居
を
皇
帝
に
願
っ
た
際
の
上
奏
文
の
偈
頌
に
、
白
居
易
を
踏
ま
え
た
「
一
炷
清
香
満
石
楼
」
が
あ
り
、

こ
れ
を
受
け
て
、
懷
璉
は
詔
に
て
山
居
を
許
さ
れ
た
。
寂
室
元
光
の
「
山
花
時
助
石
楼
香
」
は
こ
れ
を
踏
ま
え
た
も
の
。

［
寂
室
5
］『
永
源
寂
室
和
尚
語
』
上
「
偈
頌
」

　
　

与
翼
姪
訪
石
塔
客
居

道
人
踏
雪
問
寓
舎
。
月
照
寒
窓
坐
対
床
。
瓦
鼎
烹
茶
春
一
盞
。
豈
同
政
老
橘
皮
湯
。
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［
訓
］
翼よ

く

姪て
つ

の
石せ

き

塔と
う

の
客
居
に
訪
う
に
与あ

た

う
。

道ど
う

人に
ん

雪
を
踏
ん
で
寓ぐ

う

舎し
ゃ

を
問と

う
。
月
寒か

ん

窓そ
う

を
照
ら
し
て
坐
し
て
床し

ょ
うに

対た
い

す
。
瓦が

鼎て
い

茶
を
烹
て
春
一
盞
。
豈
に
政せ

い

老ろ
う

の
橘き

つ

皮ぴ

湯と
う

に

同
じ
か
ら
ん
や
。

○
掲
載
書
籍
…
［
大
正
蔵
八
一
・
一
〇
五
ｂ
］［
訓
註
本
上
・
一
四
六
］。
○
翼
姪
…
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。「
姪
」
は
法
姪
の
こ
と
で
、

同
門
の
僧
侶
の
こ
と
を
指
す
。
こ
の
場
合
は
師
翁
の
蘭
渓
道
隆
の
系
譜
に
属
す
る
僧
の
こ
と
［
補
1
］。
○
石
塔
…
石
塔
教
寺
。
滋
賀
県

の
天
台
宗
寺
院
で
あ
る
阿
育
王
山
石
塔
寺
の
こ
と
。
寂
室
元
光
が
延
文
四
年
（
一
三
五
九
）
の
七
十
歳
の
時
に
寓
居
し
た
。『
紀
年
録
』

七
十
歳
条
を
参
照
。
○
客
居
…
旅
先
で
の
一
時
的
な
住
ま
い
。
○
道
人
…
仏
道
を
実
践
す
る
人
。
こ
の
場
合
は
、
翼
姪
を
示
す
。
○
床
…

刊
本
に
は
［
牀
］
と
あ
る
［
補
2
］。
○
瓦
鼎
…
茶
鼎
の
こ
と
。
○
政
老
…
法
眼
宗
の
惟
政
（
九
八
六
～
一
〇
四
九
）
の
こ
と
［
補
3
］。

○
政
老
橘
皮
湯
…
彼
が
客
人
に
橘
皮
湯
を
勧
め
た
故
事
が
あ
る
。
橘
皮
湯
は
蜜
柑
又
柑
橘
の
皮
を
煎
じ
る
湯
の
こ
と
［
補
4
］。

［
訳
］
翼
姪
が
石
塔
寺
の
仮
住
ま
い
を
訪
れ
た
と
き
に
与
え
た
偈
頌

仏
道
修
行
中
の
翼
姪
が
雪
路
を
踏
ん
で
、
石
塔
寺
を
訪
ね
て
き
た
。
月
が
寒
い
窓
を
照
ら
す
中
で
禅
床
に
向
か
っ
て
坐
っ
て
い

る
。
茶
鼎
で
茶
を
い
れ
れ
ば
春
一
杯
で
あ
り
、
惟
政
和
尚
の
〔
薬
石
代
わ
り
の
／
大
変
清
ら
か
な
〕
橘
皮
湯
と
ど
う
し
て
同
じ

で
あ
ろ
う
か
、
い
や
な
い
（
よ
り
素
晴
ら
し
い
）。

﹇
補
注
﹈

（
1
）	

翼
姪
…
『
永
源
寂
室
和
尚
語
』
上
に
「
翼
姪
請
」「
似
則
固
似
。
是
則
未
レ

是
。
離
レ

相
離
レ

名
、
非
レ

彼
非
レ

此
。
歴
劫
何
嘗
現
二

全

体
一

」
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
翼
姪
が
大
覚
派
の
僧
で
あ
る
な
ら
ば
、「
翼
姪
請
」
は
『
蘭
渓
和
尚
語
録
』
巻
上
「
建
長
寺
語
録
」
に

「
上
堂
。
六
月
炎
烝
。
何
処
嚲
避
。
清
涼
境
界
、
無
レ

人
レ

至
。
英
霊
衲
子
別
有
二

生
涯
一、
不
レ

借
二

他
家
鼻
孔
出
気
一。
雖
然
更
須
二

冷
汗

一
回
一。
任
使
二

熏
レ

天
炙
一レ

地
。
到
二

這
裏
一

似
則
也
似
、
是
則
未
レ

是
。
何
故
、
日
行
二

千
里
一

非
二

良
驥
一

」（
蘭
渓
全
一
・
二
二
）
を
踏
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ま
え
る
か
。

（
2
）	

床
…
禅
籍
で
登
場
す
る
「
床
／
牀
」
は
、
一
般
的
に
は
「
禅
牀
」
で
あ
り
、
禅
倚
や
坐
禅
す
る
場
所
の
こ
と
を
指
す
。
た
だ
し
、

古
典
を
踏
ま
え
て
い
た
場
合
、
机
を
意
味
す
る
場
合
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
鈴
木
旦
「
中
世
禅
僧
の
詩
に
表
現
さ
れ
た
書
院
窓
」

（『
建
築
史
学
会
』
四
十
三
、
二
〇
〇
四
年
）
で
は
、
こ
の
『
永
源
寂
室
和
尚
語
』
の
事
例
を
「
書
窓
の
机
を
床
と
記
す
初
期
の
例
で

あ
る
」
と
指
摘
す
る
。
茶
は
机
で
飲
む
も
の
と
い
う
先
入
観
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
っ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
机
と
し
て
の
用
例
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
ほ
と
ん
ど
は
「
書
」
と
と
も
に
登
場
す
る
の
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
こ
の
事
例

を
も
っ
て
「
床
」
を
「
机
」
と
し
て
の
意
味
で
禅
林
で
用
い
ら
れ
た
事
例
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
中
世
の
禅
林
に
お
け
る
茶
礼
や
茶

の
湯
の
時
代
ま
で
、
茶
は
禅
床
（
ゆ
か
）
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
本
論
で
は
そ
の
よ
う
な
事
例
に
な
ら
っ
て
、
こ
こ
で
い
う

「
床
」
は
、
坐
禅
を
す
る
「
禅
床
（
禅
牀
）」
を
意
味
す
る
も
の
と
理
解
し
た
い
。
こ
の
時
代
の
坐
禅
は
面
壁
で
あ
る
が
、
食
事
を
す

る
際
や
茶
を
飲
む
際
は
通
路
側
を
向
い
て
座
り
、
浄
縁
と
呼
ば
れ
る
坐
禅
を
す
る
場
所
の
前
に
あ
る
木
製
の
場
所
に
、
食
や
茶
を
置

い
て
飲
食
す
る
。
教
寺
で
の
寓
居
中
で
は
あ
る
が
、
こ
の
時
代
の
茶
礼
に
机
を
使
っ
た
も
の
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
踏
ま
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
3
）	

政
老
…
法
眼
宗
の
惟
政
（
九
八
六
～
一
〇
四
九
）
の
こ
と
。
秀
州
の
人
。
天
台
山
で
三
観
を
学
ん
だ
後
、
径
山
の
惟
業
に
参
じ
て

そ
の
法
を
嗣
ぐ
。
臨
安
（
浙
江
省
）
功
臣
山
の
浄
土
院
に
住
す
る
。
官
人
の
帰
依
を
受
け
た
が
、
訪
問
に
あ
た
っ
て
常
に
牛
に
乗
っ

て
出
か
け
た
た
め
、
政
黄
牛
と
称
さ
れ
た
。

（
4
）	

政
老
橘
皮
湯
…
『
五
灯
会
元
』
巻
十
の
杭
州
浄
土
院
惟
正
章
に
「
九
峰
韶
禅
師
甞
客
二

於
院
一。
一
夕
将
臥
。
師
邀
レ

之
曰
、
月
色
如

レ

此
、
労
生
擾
擾
。
対
レ

之
者
能
幾
人
。
峰
唯
唯
而
矣
。
久
之
呼
二

童
子
一

使
二

熟
炙
一。
峰
方
饑
、
意
作
二

薬
石
一。
頃
乃
橘
皮
湯
一
杯
。
峰

匿
レ

笑
曰
、
無
乃
太
清
乎
」（
続
蔵
一
三
八
・
二
二
〇
ａ
）
と
あ
る
。
ま
た
、『
宗
鏡
録
』
巻
七
十
一
「
明
旦
、
遽
有
二

詔
命
一。
既
対
。

適
遇
。
太
官
進
レ

食
。
糕
糜
一
器
。
上
以
二

其
半
一

賜
二

晋
公
一。
晋
公
食
レ

之
美
。
又
以
賜
レ

之
。
既
退
而
腹
脹
。
帰
二

于
私
第
一、
召
レ

医
視
レ

之
。
曰
、
食
物
所
レ

壅
。
宜
服
二

少
橘
皮
湯
一。
至
レ

夜
可
レ

飲
二

漿
水
一。
明
旦
、
疾
愈
。
思
二

前
吏
言
一

召
レ

之
。
視
二

其
書
一

云
、
明
晨
相
公

只
食
二

一
飣
半
糕
糜
、
橘
皮
湯
一
椀
、
漿
水
一
甌
一。
則
皆
如
二

其
言
一

」（
大
正
蔵
四
十
八
・
八
一
五
ｃ
）
と
あ
り
、
食
べ
過
ぎ
の
薬
と
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し
て
の
服
用
法
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

【
入
室
の
際
の
茶
】【
茶
話
】【
瓦
鼎
】
寂
室
元
光
が
石
塔
寺
に
仮
住
ま
い
を
し
て
い
た
際
、
尋
ね
て
き
て
く
れ
た
「
翼
姪
」
に

茶
を
入
れ
て
い
る
。
重
要
な
こ
と
は
、
仮
住
ま
い
で
あ
っ
て
も
茶
を
い
れ
る
準
備
が
整
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
代
に

は
、
客
人
に
い
れ
る
茶
は
す
で
に
必
須
の
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
日
の
茶
一
杯
は
薬
石
代
わ
り

で
あ
り
つ
つ
、
大
変
清
ら
か
な
橘
皮
湯
よ
り
も
遙
か
に
す
ば
ら
し
い
、
そ
れ
そ
の
も
の
が
「
春
」
で
あ
る
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。

［
寂
室
6
］『
永
源
寂
室
和
尚
語
』
巻
下
「
小
仏
事
」

　
　

特
峰
和
尚
拈
香

恭
惟
〈
某
人
〉
仏
通
的
伝
英
裔
、
大
福
中
興
主
盟
、
提
唱
宗
乗
也
。
雷
馳
電
激
、
崖
崩
石
裂
、
居
常
懐
抱
也
。
氷
枯
霜
烈
、
雲

閑
水
清
。
咸
謂
龍
渕
復
興
波
浪
。
慧
日
重
増
高
明
。
自
従
一
回
仮
示
生
滅
之
相
。
至
今
雲
愁
霧
惨
。
鬼
哭
神
驚
。
老
拙
昔
年
倶

在
巨
福
山
中
。
肩
摩
衫
属
風
前
月
下
同
坐
同
行
。
悔
不
与
他
道
著
末
後
句
。
今
日
狭
路
相
逢
。
不
免
借
水
献
花
去
。〈
挿
香

云
〉
沈
水
一
炉
茶
一
盞
。
黄
梅
時
節
雨
慳
晴
。

［
訓
］
特
峰
和
尚
の
拈ね

ん

香こ
う

恭う
や
う
やし

く
惟

お
も
ん
みれ

ば
〈
某
人
〉
仏ぶ

っ

通つ
う

的て
き

伝で
ん

の
英え

い

裔え
い

、
大だ

い

福ふ
く

中ち
ゅ
う

興こ
う

の
主
盟
に
し
て
、
宗

し
ゅ
う

乗じ
ょ
うを

提て
い

唱し
ょ
うす

る
な
り
。
雷

か
み
な
り

馳は

せ
電

い
な
ず
ま

激は
げ

し
、

崖が
け

崩く
ず

れ
石
裂さ

け
、
居き

ょ

常じ
ょ
うの

懐か
い

抱ほ
う

な
り
。
氷
枯か

れ
霜し

も

烈は
げ

し
く
、
雲
閑し

ず

か
に
水
清
し
。
咸み

な
謂い

う
、「
龍

り
ゅ
う

淵え
ん

復
た
波は

浪ろ
う

を
興お

こ
し
、

慧え

日に
ち

重
ね
て
高こ

う

明み
ょ
うを

増
す
」
と
。
一ひ

と

回た
び

仮
に
生

し
ょ
う

滅め
つ

の
相
を
示
し
て
よ
り
今
に
至
る
ま
で
、
雲
愁う

れ

い
霧
惨い

た

み
、
鬼
哭な

き
神
驚お

ど

く
。

老ろ
う

拙せ
つ

昔
年
倶と

も

に
巨こ

福ふ
く

山
中
に
在
り
て
、
肩
摩す

り
衫さ

ん

属つ
ら

ね
、
風ふ

う

前ぜ
ん

月げ
っ

下か

、
同ど

う

坐ざ

同ど
う

行ぎ
ょ
うす

。
悔く

ゆ
ら
く
は
他か

れ

の
与た

め

に
末ま

つ

後ご

の
句
を
道ど

う

著じ
ゃ
くせ

ざ
る
こ
と
を
。
今
日
狭き

ょ
う路ろ

に
相あ

い

逢あ

う
。
免ま

ぬ

れ
ず
水
を
借か

り
て
花
を
献け

ん

じ
去
る
こ
と
を
」
と
。〈
香こ

う

を
挿

さ
し
ば
さん

で
云い

う
〉
沈ち

ん

水す
い
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一
炉
茶
一
盞
。
黄お

う

梅ば
い

の
時
節
、
雨
晴
る
る
を
慳お

し
む
。

○
掲
載
書
籍
…
［
大
正
蔵
八
一
・
一
一
八
ｃ
］［
訓
註
本
下
・
八
四
］。
○
特
峰
和
尚
…
癡
兀
大
慧
の
弟
子
か
。
詳
細
は
不
明
［
補
1
］。

○
拈
香
…
拈
香
文
の
略
。
拈
香
の
後
、
死
者
に
哀
悼
の
意
を
表
し
て
朗
読
す
る
文
の
こ
と
。
○
某
人
…
姓
名
を
伏
せ
る
場
合
や
正
名
を
省

略
す
る
場
合
に
用
い
る
。
○
仏
通
…
臨
済
宗
聖
一
派
の
癡
兀
大
慧
（
仏
通
禅
師
、
一
二
二
九
～
一
三
一
二
）
の
こ
と
［
補
2
］。
○
的
伝

…
嫡
伝
。
嫡
子
か
ら
嫡
子
へ
次
第
に
伝
え
る
こ
と
。
正
統
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
。
○
英
裔
…
英
俊
な
裔
子
（
子
孫
）
の
略
。
す
ぐ

れ
た
法
孫
。
○
大
福
…
瑞
雲
山
大
福
寺
の
こ
と
［
補
3
］。
◯
中
興
…
宗
門
及
び
一
寺
を
再
興
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
任
に
当
た
っ
た

人
の
こ
と
。
○
主
盟
…
こ
こ
で
は
住
持
の
こ
と
。
○
宗
乗
…
宗
門
（
禅
門
）
の
教
え
。
○
雷
馳
電
激
…
「
電
激
」
い
な
づ
ま
の
よ
う
に
は

げ
し
く
お
こ
る
。
雷
鳴
が
走
り
電
光
が
激
し
く
お
こ
る
こ
と
。
厳
し
く
鋭
い
こ
と
の
た
と
え
。
○
崖
崩
石
裂
…
威
勢
は
な
は
だ
し
く
、
何

人
も
寄
り
付
け
な
い
俊
烈
な
さ
ま
の
た
と
え
。
○
居
常
…
つ
ね
ひ
ご
ろ
。
平
常
。
○
懐
抱
…
思
い
考
え
る
。
◯
氷
枯
霜
烈
…
高
潔
で
厳
格

な
さ
ま
。
◯
雲
閑
水
清
…
雲
が
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
、
水
が
清
く
澄
ん
で
い
る
こ
と
。
行
脚
僧
を
意
味
す
る
雲
水
に
掛
か
っ
て
い
る
。
○
龍

淵
…
龍
が
棲
む
深
い
ふ
ち
。
径
山
万
寿
寺
（
浙
江
省
余
抗
県
）
の
方
丈
額
を
龍
淵
室
と
言
う
（『
扶
桑
五
山
記
』
巻
一
）。
そ
れ
故
に
寂
室

元
光
は
、
円
爾
の
法
孫
で
あ
る
特
峰
和
尚
の
拈
香
法
語
で
「
龍
淵
」
の
言
葉
を
用
い
た
（
無
準
師
範
―
東
福
円
爾
―
痴
兀
大
慧
）。
○
復

興
波
浪
…
再
び
波
し
ぶ
き
を
立
た
せ
る
と
い
う
意
。
無
準
和
尚
の
禅
法
を
再
び
興
隆
せ
し
め
る
旨
を
い
う
。「
龍
淵
」
に
掛
か
っ
て
い
る
。

○
恵
日
…
仏
の
智
慧
を
日
光
が
世
界
を
あ
ま
ね
く
照
ら
す
の
に
た
と
え
て
い
る
。
東
福
寺
の
山
号
。
こ
こ
で
は
東
福
寺
開
山
聖
一
国
師
を

派
祖
と
す
る
そ
の
一
門
を
指
す
。
○
重
増
高
明
…
重
ね
て
高
々
と
光
明
を
輝
か
す
こ
と
。
○
仮
示
生
滅
之
相
…
本
来
不
生
不
滅
で
あ
る
が
、

方
便
力
に
よ
っ
て
仮
に
生
滅
の
相
を
現
わ
す
こ
と
。
○
雲
愁
霧
惨
…
悲
し
く
も
の
寂
し
い
さ
ま
を
形
容
す
る
。
○
鬼
哭
神
驚
…
鬼
神
さ
え

も
泣
き
悲
し
む
こ
と
。
極
度
の
悲
痛
を
形
容
す
る
。
○
老
拙
…
自
分
を
へ
り
く
だ
っ
て
い
う
語
。
こ
こ
で
は
寂
室
元
光
の
自
称
。
○
巨
福

山
…
鎌
倉
建
長
寺
の
山
号
。
こ
こ
で
は
建
長
寺
の
こ
と
［
補
4
］。
○
肩
摩
衫
屬
…
肩
が
触
れ
合
い
衣
服
を
連
ね
る
。
大
衆
と
し
て
同
参

で
あ
っ
た
旨
を
い
う
。
○
風
前
月
下
…
風
吹
く
月
明
か
り
の
下
で
の
意
。
○
同
坐
同
行
…
共
に
坐
禅
経
行
に
努
め
た
さ
ま
。
○
道
著
…
言

い
切
る
。
言
い
当
て
る
。
○
末
後
句
…
多
く
の
場
合
は
遺
偈
を
指
す
が
、
こ
こ
で
は
寂
室
元
光
が
特
峰
和
尚
に
最
後
に
た
む
け
る
言
葉
の
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意
。
○
狭
路
相
逢
…
狭
い
道
で
出
逢
う
。
逃
げ
場
の
な
い
状
況
。
○
借
水
献
花
…
仏
前
に
供
え
て
あ
る
水
を
借
り
て
花
を
献
じ
る
。
得
難

い
機
会
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
○
挿
香
…
香
を
焚
く
。
○
沈
水
…
沈
水
香
の
こ
と
。
水
面
に
置
け
ば
沈
ん
で
し
ま
う
の
で
、
沈

水
香
と
名
付
け
ら
れ
た
。
○
一
炉
…
一
た
び
焼
香
す
る
こ
と
。
○
下
句
…
約
翁
徳
倹
が
寂
室
元
光
の
帰
郷
に
際
し
て
送
っ
た
偈
頌
『
約
翁

和
尚
語
録
』
巻
下
「
送
元
光
侍
者
帰
郷
」「
到
家
句
子
忽
関
情
、
一
錫
薫
風
遠
問
程
。
三
喚
声
前
如
会
得
、
黄
梅
時
節
雨
慳
晴
」
の
結
句

の
こ
と
。
○
黄
梅
時
節
…
梅
の
実
が
黄
色
く
色
付
く
梅
雨
の
時
節
。
○
雨
慳
晴
…
雨
が
続
き
晴
れ
間
が
少
な
い
。
雨
の
降
り
続
く
さ
ま
。

［
訳
］
謹
ん
で
思
う
に
特
峰
和
尚
は
、
仏
通
禅
師
（
癡
兀
大
慧
）
の
す
ぐ
れ
た
法
孫
に
し
て
、
大
福
寺
中
興
の
住
持
で
あ
り
、
禅

の
教
え
を
提
唱
し
て
い
た
。〔
そ
の
教
え
は
〕
雷
や
電
光
の
よ
う
に
す
る
ど
く
、
崖
は
崩
れ
て
石
が
裂
け
る
ほ
ど
〔
で
人
を
寄

せ
付
け
な
い
厳
し
さ
〕
で
あ
り
、
日
頃
の
心
中
は
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
氷
の
よ
う
に
枯
れ
、
霜
の
よ
う
に
は
げ
し
く
〔
厳
格

で
あ
り
〕、
雲
の
如
く
に
静
か
で
水
の
如
く
に
清
ら
か
で
あ
っ
た
。
誰
も
が
口
を
そ
ろ
え
て
言
う
、「
龍
淵
（
無
準
師
範
の
禅
法
）

が
再
び
波
を
起
こ
し
〔
て
仏
法
を
興
隆
し
〕、
慧
日
（
聖
一
派
）
が
ま
す
ま
す
光
輝
く
で
あ
ろ
う
」
と
。
ひ
と
た
び
仮
に
生
死
の

相
を
示
し
て
か
ら
今
に
至
る
ま
で
、
雲
は
憂
い
を
帯
び
霧
は
哀
愁
に
満
ち
、
鬼
神
さ
え
泣
き
悲
し
ん
で
い
る
。
私
は
そ
の
昔
、

共
に
巨
福
山
〔
建
長
寺
〕
に
て
、
肩
を
す
り
合
わ
せ
、
衣
の
袖
を
寄
せ
合
っ
て
、
風
そ
よ
ぐ
月
明
か
り
の
下
、
と
も
に
坐
禅
修

行
に
励
ん
だ
。
心
残
り
は
、
特
峰
和
尚
に
最
後
の
一
句
を
言
っ
て
お
か
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
今
日
は
思
い
が
け
ず
〔
特
峰
和
尚

に
〕
お
会
い
で
き
た
の
で
、
水
を
借
り
て
花
を
献
げ
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
」
と
。
香
を
焚
い
て
云
う
、「
沈
水
香
一
片
を
炉
に

く
べ
て
焼
香
し
、
茶
一
杯
を
供
え
る
。
梅
の
実
が
熟
す
る
〔
梅
雨
の
〕
時
節
、〔
私
の
涙
は
枯
れ
ず
〕
雨
は
降
り
続
い
て
い

る
」
と
。
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﹇
補
注
﹈

（
1
）	

特
峰
和
尚
…
［
寂
室
抄
］
は
、「
此
東
福
門
徒
仏
通
弟
子
、
大
福
寺
住
持
、
中
興
開
山
ナ
ル
ヘ
シ
」
と
痴
兀
大
慧
の
直
弟
子
と
見

な
す
が
、［
元
禄
本
］
頭
註
に
は
、「
特
峰
。
未
詳
。
古
捗
東
福
痴
兀
大
慧
、
嗣
二

聖
一
一。
諡
仏
通
。
其
嗣
有
二

大
福
嶺
翁
寂
雲
一。
想
特

峰
其
後
歟
。
宗
派
不
レ

載
レ

之
」
と
あ
り
、
仏
通
禅
師
の
法
孫
と
見
る
。
こ
の
「
大
福
嶺
翁
寂
雲
」
は
、
大
福
寺
開
山
仏
通
禅
師
の
法

嗣
で
、
仏
通
禅
師
の
後
席
を
継
い
で
大
福
寺
に
住
し
、
真
福
寺
文
庫
所
蔵
「
苦
提
心
論
随
文
正
決
」
奥
書
に
よ
り
、
元
徳
元
年
（
一

三
二
九
）
ご
ろ
ま
で
は
大
福
寺
を
住
し
て
い
た
（
真
福
寺
文
庫
所
蔵
「
苦
提
心
論
随
文
正
決
」
奥
書
）。
こ
の
「
拈
香
」
に
よ
れ
ば
、

嶺
翁
寂
雲
の
後
に
、
特
峰
が
大
福
寺
の
住
持
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）	

仏
通
…
臨
済
宗
聖
一
派
の
癡
兀
大
慧
の
こ
と
。
伊
勢
（
三
重
県
）
の
人
。
平
清
盛
の
後
裔
と
い
う
。
叡
山
に
出
家
し
て
、
密
教
に

通
じ
た
僧
侶
で
あ
っ
た
。
円
爾
に
参
じ
た
後
に
改
衣
し
て
、
後
に
円
爾
の
法
を
嗣
ぐ
。
伊
勢
に
長
松
山
安
養
寺
、
瑞
雲
山
大
福
寺
の

開
山
、
東
福
寺
第
九
世
と
な
る
。『
東
福
仏
通
禅
師
十
牛
訣
』『
枯
木
集
』
が
あ
る
。
仏
通
禅
師
と
諡
す
。

（
3
）	

大
福
…
瑞
雲
山
大
福
寺
の
こ
と
。『
大
慈
庵
仏
通
禅
師
行
状
』
に
「
曽
在
二

勢
州
一。
開
二

山
於
両
寺
一。
曰
二

安
養
一

〈
号
二

長
松
山
一

〉。

曰
二

大
福
一

〈
号
二

瑞
雲
山
一

〉」
と
伝
え
る
。
大
福
寺
は
そ
の
後
、
仏
通
禅
師
の
弟
子
嶺
翁
寂
雲
が
開
山
し
た
太
平
山
無
量
寺
（
三
重

県
伊
勢
市
小
俣
町
）
の
末
寺
と
な
り
、
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）
以
前
に
廃
寺
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
4
）	

巨
福
山
…
巨
福
山
建
長
寺
の
こ
と
。
神
奈
川
県
鎌
倉
市
山
ノ
内
に
あ
る
臨
済
宗
建
長
寺
派
の
本
山
。
山
号
は
巨
福
山
、
本
尊
は
地

蔵
菩
薩
、
開
基
は
北
条
時
頼
、
開
山
は
蘭
渓
道
隆
。
建
長
元
年
（
一
二
四
九
）
に
創
建
さ
れ
た
。
蘭
渓
道
隆
以
降
、
兀
庵
普
寧
・
大

休
正
念
・
無
学
祖
元
な
ど
が
住
し
た
。
暦
応
四
年
（
一
三
四
一
）
八
月
二
十
三
日
、
室
町
幕
府
に
よ
っ
て
鎌
倉
五
山
の
第
一
位
に
列

せ
ら
れ
て
今
日
に
至
る
。

【
祖
師
忌
の
献
茶
】
か
つ
て
共
に
修
行
し
た
仲
間
に
対
し
て
、
忌
日
に
法
要
を
行
な
っ
た
も
の
。
法
語
の
内
容
か
ら
、
献
茶
が

行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
禅
僧
の
葬
送
儀
礼
や
追
善
の
仏
事
に
際
し
て
、
焼
香
と
と
も
に
、
茶
が
極
め
て
重
視
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。



164

［
寂
室
7
］『
永
源
寂
室
和
尚
語
』
下
「
説
」

　
　

石
澗
説

余
性
喜
遊
山
水
之
間
。
一
日
飯
罷
、
拉
同
志
両
三
輩
、
入
屋
後
山
、
従
樵
径
行
殆
乎
数
里
。
松
風
吹
耳
空
翠
湿
衣
。
忽
見
一
洞

壑
、
幽
邃
㟏
岈
、
陰
風
凜
凜
。
老
木
交
枝
、
古
藤
垂
蔓
。
両
崖
対
峙
、
如
側
翠
屏
。
中
有
巨
石
、
高
丈
余
許
。
屹
然
特
立
、
若

削
青
鉄
。
硉
矹
磈
礧
怪
奇
可
観
。
潤
沢
被
物
草
木
華
滋
。
渓
山
明
媚
。
蓋
疑
内
含
美
玉
而
乃
致
然
乎
。
下
有
澗
泉
色
似
挼
藍
。

泓
然
瀲
灔
浸
爛
雲
根
。
瞪
目
俯
臨
令
人
心
寒
股
慄
而
已
。
亦
恐
有
霊
物
蜿
蜒
於
茲
歟
。
余
聊
有
感
懐
。
即
謂
同
志
曰
、
坐
吾
語

汝
。
古
隠
士
夐
揖
塵
世
、
遠
尋
雲
山
、
棲
遅
空
谷
之
中
、
考
槃
寒
渓
之
上
。
守
志
堅
確
、
天
翻
地
覆
不
移
不
転
。
心
源
渕
深
、

歳
積
月
累
、
弥
清
弥
澄
。
唯
羞
世
人
知
住
処
、
亦
恐
声
名
流
江
湖
。
而
今
回
観
石
澗
、
与
古
隠
士
之
道
貌
頗
相
逼
似
也
。
汝
意

謂
何
如
。
同
志
払
袂
起
咲
曰
、
老
夫
実
耄
耶
。
若
但
謂
酷
愛
彼
石
澗
天
生
清
絶
佳
致
、
則
良
以
可
也
。
引
古
隠
逸
偸
庸
比
倫
、

何
其
言
之
骩
骳
如
是
。
豈
復
非
好
事
者
哉
。
余
失
所
対
赧
面
而
休
。
夕
陽
已
懸
木
末
、
相
呼
而
帰
。
翌
旦
泉
姪
来
相
訪
。
瀹
茗

同
啜
。
次
話
及
乃
事
。
泉
云
、
或
号
吾
石
澗
靡
識
所
由
。
正
欲
来
従
老
夫
而
聞
其
説
。
幸
希
記
山
中
所
見
所
語
。
在
石
澗
字
尾

矣
。
余
曰
、
前
所
言
者
是
同
志
所
捨
。
汝
用
是
奚
為
。
泉
云
、
彼
已
非
我
。
我
亦
非
彼
。
彼
我
各
異
、
用
捨
寧
同
。
余
不
獲
已

援
毫
書
贈
云
。

［
訓
］
石せ

っ

澗か
ん

説せ
つ

余よ

の
性
は
山
水
の
間
に
遊
ぶ
こ
と
を
喜
ぶ
。
一い

ち

日じ
つ

飯は
ん

罷お
わ

り
て
、
同
志
両
三
輩
を
拉ひ

き
て
、
屋お

く

後ご

の
山
に
入い

り
、
樵

し
ょ
う

径け
い

よ
り
行
く

こ
と
殆ほ

と乎
ん
ど
数
里
な
り
。
松

し
ょ
う

風ふ
う

耳
を
吹ふ

き
、
空く

う

翠す
い

衣
を
湿し

め
らす

。
忽た

ち
まち

一
の
洞ど

う

壑が
く

を
見
る
に
、
幽ゆ

う

邃す
い

㟏か
ん

岈か

に
し
て
、
陰い

ん

風ぷ
う

凜り
ん

凜り
ん

た
り
。
老ろ

う

木ぼ
く

枝え
だ

を
交ま

じ

え
、
古こ

藤と
う

蔓つ
る

を
垂た

る
。
両
崖
対た

い

峙じ

し
て
、
翠す

い

屏び
ょ
うを

側そ
ば
だて

る
が
如
し
。
中
に
巨
石
有
り
、
高
き
こ
と
丈じ

ょ
う余よ

許ば
か

り
。
屹き

つ

然ぜ
ん

と
し
て
特と

く

立り
ゅ
うし

、
青せ

い

鉄て
つ

を
削
る
が
若ご

と

し
。
硉ろ

つ

矹ご
つ

磈か
い

礧ら
い

と
し
て
怪か

い

奇き

観
る
可
し
。
潤

じ
ゅ
ん

沢た
く

物
に
被こ

う
むら

し
め
て
草
木
華は

な

滋し
げ

し
。
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渓け
い

山さ
ん

明め
い

媚べ
い

た
り
。
蓋け

だ

し
疑
う
ら
く
は
、
内
に
美び

玉ぎ
ょ
くを

含
ん
で
、
而し

か

も
乃す

な
わち

然し
か

る
こ
と
を
致い

た

す
や
。
下
に
澗か

ん

泉せ
ん

有
り
て
、
色い

ろ

藍あ
い

を

挼も

む
に
似
た
り
。
泓お

う

然ぜ
ん

瀲れ
ん

灔え
ん

と
し
て
雲う

ん

根こ
ん

を
浸し

ん

爛ら
ん

す
。
瞪ど

う

目も
く

し
て
俯
し
て
臨の

ぞ

む
、
人
を
し
て
心
寒
く
股
慄お

の
のか

し
む
の
み
。
亦
た

恐
ら
く
は
霊れ

い

物も
つ

有
り
て
茲こ

こ

に
蜿え

ん

蜒え
ん

た
る
か
。
余よ

聊い
さ
さか

感か
ん

懐か
い

有
り
。
即す

な
わち

同ど
う

志し

に
謂い

い
て
曰い

わ

く
、「
坐す

わ

り
て
吾わ

れ

汝な
ん
じに

語か
た

ら
ん
。
古

い
に
し
え

の
隠い

ん

士し

夐は
る

か
塵じ

ん

世せ

を
揖ゆ

ず

り
、
遠
く
雲う

ん

山ざ
ん

を
尋た

ず

ね
、
空く

う

谷こ
く

の
中
に
棲せ

い

遅ち

し
、
寒か

ん

渓け
い

の
上
に
考こ

う

槃は
ん

す
。
志
を
守
る
こ
と
堅け

ん

確か
く

に
し
て
、

天
翻

ひ
る
が
えし

地
覆

く
つ
が
えす

も
移
さ
ず
転て

ん

ぜ
ず
。
心し

ん

源げ
ん

淵え
ん

深し
ん

に
し
て
、
歳さ

い

積つ
み

月
累か

さ

ぬ
れ
ば
、
弥い

よ
いよ

清
く
弥い

よ
いよ

澄す

ま
ん
。
唯た

だ
世せ

人に
ん

の
住

じ
ゅ
う

処し
ょ

を
知
る
を
羞は

じ
、
亦
た
声せ

い

名め
い

の
江ご

う

湖こ

に
流な

が

る
る
を
恐
る
。
而に

今こ
ん

石せ
っ

澗か
ん

を
回か

い

観か
ん

す
れ
ば
、
古
の
隠
士
の
道ど

う

貌ぼ
う

と
頗
る
相あ

い

逼ひ
っ

似じ

な
り
。

汝
の
意
は
何い

か
ん如

と
謂
わ
ん
か
」
と
。
同ど

う

志し

袂た
も
とを

払は
ら

い
起
き
て
咲わ

ら

っ
て
曰い

わ

く
、「
老ろ

う

夫ふ

実ま
こ
とに

耄も
う

せ
る
や
。
若も

し
但た

だ
「
酷は

な
はだ

彼か

の

石
澗
の
天て

ん

生し
ょ
う・

清せ
い

絶ぜ
つ

・
佳か

致ち

を
愛
す
」
と
謂
わ
ば
、
則す

な
わち

良ま
こ
とに

以も
っ

て
可か

な
り
。
古
の
隠い

ん

逸い
つ

を
引
き
偸ひ

そ
かに

庸も
ち

い
て
比ひ

倫り
ん

せ
ば
、
何

ぞ
其
の
言
の
骩い

骳ひ

た
る
こ
と
是か

く

の
如
し
。
豈あ

に
復ま

た
好こ

う

事じ

者し
ゃ

に
非あ

ら

ざ
ら
ん
や
」
と
。
余
は
対こ

た

う
る
所
を
失し

っ

し
て
赧た

ん

面め
ん

し
て
休き

ゅ
うす

。

夕ゆ
う

陽ひ

は
已す

で

に
木
の
末
に
懸か

か
り
、
相あ

い

呼よ

ん
で
帰
る
。
翌よ

く

旦た
ん

泉せ
ん

姪て
つ

来き
た

り
て
相あ

い

訪と
ぶ
らう

。
茗め

い

を
瀹
て
同と

も

に
啜す

す

る
。
次つ

い
で
話
は
乃す

な
わち

事

に
及お

よ

ぶ
。
泉
云い

わ

く
、「
或あ

る
いは

吾
の
石せ

っ

澗か
ん

と
号
す
る
こ
と
所し

ょ

由ゆ
う

を
識し

ら
ず
」
と
。
正ま

さ

に
来き

た

り
て
老ろ

う

夫ふ

よ
り
其そ

の
説せ

つ

を
聞き

か
ん
と
欲ほ

っ

す
。
幸さ

い
わい

に
希

こ
い
ね
がわ

く
は
山
中
の
所し

ょ

見け
ん

所し
ょ

語ご

を
記し

る

す
。
石せ

っ

澗か
ん

の
字じ

尾お
わ
り在

る
か
」
と
。
余
曰い

わ

く
、「
前
に
言
う
所
は
是こ

れ
同
志
の
捨す

つ
る
所
な
り
。
汝な

ん
じ是こ

れ
を
用
う
る
は
奚な

ん

と
為な

す
」
と
。
泉
云
く
、「
彼
已す

で

に
我
れ
に
非あ

ら

ず
。
我
れ
も
亦
彼
に
非
ず
。
彼
我
各お

の

お

の
異
な
り
、
用よ

う

捨し
ゃ

寧い
ず
くん

ぞ
同
じ
か
ら
ん
や
」
と
。
余よ

已や

む
を
獲え

ず
し
て
毫ふ

で

を
援と

り
て
書し

ょ

し
て
贈お

く

る
と
云
う
。

○
掲
載
書
籍
…
［
大
正
蔵
八
一
・
一
二
二
ｂ
］［
訓
註
本
下
・
一
九
三
］。
○
石
澗
…
石
の
多
い
谷
川
［
補
1
］。
洞
窟
の
名
で
あ
り
、
道

号
で
も
あ
る
。
○
飯
罷
…
昼
飯
を
終
え
た
あ
と
す
ぐ
。
○
拉
…
引
き
連
れ
る
。
○
樵
径
…
き
こ
り
が
通
う
山
道
。
○
殆
乎
…
ほ
と
ん
ど
、

お
よ
そ
の
意
味
。
○
数
里
…
室
町
時
代
の
一
里
は
、
五
町
（
約
五
四
五
ｍ
）
か
ら
六
町
（
約
六
五
五
ｍ
）
と
さ
れ
る
。
○
松
風
…
松
を
吹

く
風
。
○
空
翠
…
滴
る
や
う
な
緑
色
を
呈
す
る
こ
と
［
補
2
］。
○
濕
衣
…
湿
っ
た
衣
服
。
濡
れ
た
衣
服
。
○
洞
壑
…
ほ
ら
あ
な
と
谷
。
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ほ
ら
あ
な
。
○
幽
邃
…
静
か
で
奥
深
い
。
幽
深
。
幽
遠
。
○
㟏
岈
…
山
の
深
い
さ
ま
。
○
陰
風
…
冬
の
風
。
北
風
。
逆
風
。
○
凛
凛
…
寒

さ
が
し
み
る
さ
ま
。
○
屹
然
…
山
の
そ
び
え
た
つ
さ
ま
。
独
立
し
て
屈
せ
ぬ
さ
ま
。
屹
屹
。
毅
然
。
○
青
鉄
…
青
味
を
帯
び
た
鉄
。
○
硉

矹
…
岩
や
崖
が
険
し
い
よ
う
す
。
○
磈
礧
…
平
ら
で
な
い
岩
石
。
○
潤
沢
…
う
る
お
う
。
う
る
お
す
。
○
被
…
あ
ま
ね
く
満
ち
る
。
○
滋

（
茲
）
…
草
木
が
ふ
え
そ
だ
つ
。
し
げ
る
。
○
明
媚
…
鮮
や
か
で
美
し
い
さ
ま
。
○
挼
…
手
で
も
む
。
こ
す
る
。
○
藍
…
タ
デ
科
の
一
年

草
。
葉
か
ら
藍
色
の
材
料
を
と
る
。
藍
色
。
○
泓
然
…
奥
深
く
広
が
っ
て
い
る
さ
ま
。
○
灔
浸
…
水
の
あ
ふ
れ
る
さ
ま
。
○
浸
爛
…
浸
は

侵
食
の
意
で
、
爛
は
く
ず
れ
て
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
さ
ま
。
水
に
よ
っ
て
洞
窟
内
の
岩
が
侵
食
さ
れ
て
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
て
い
る
様
を
指
し
て
い

る
。
○
雲
根
…
雲
は
岩
石
の
間
か
ら
生
ず
る
の
で
岩
の
根
、
岩
盤
。
○
瞪
目
…
驚
い
た
り
、
あ
き
れ
て
目
を
見
張
る
。
○
霊
物
…
神
霊
。

鬼
神
。
妖
怪
。
○
蜿
蜒
…
蛇
や
龍
な
ど
が
く
ね
く
ね
と
進
む
さ
ま
。
○
揖
…
ゆ
ず
る
。
辞
退
す
る
。
遠
慮
し
て
辞
退
す
る
。
○
棲
遅
…
の

ん
び
り
し
て
暮
ら
す
。
人
目
に
つ
か
ぬ
所
で
安
ら
か
に
暮
ら
す
。
隠
栖
す
る
こ
と
。
○
考
槃
…
こ
う
は
ん
。
隠
栖
の
室
を
作
り
、
己
の
思

う
ま
ま
に
楽
し
み
を
な
す
こ
と
。『
詩
経
』「
衛
風
・
考
槃
」「
考
槃
在
澗
、
硯
人
之
寛
」
に
よ
る
。
○
堅
確
…
か
た
く
た
し
か
。
○
天
翻

地
覆
…
天
ひ
る
が
え
り
地
く
つ
が
え
る
。
天
地
が
ひ
っ
く
り
返
る
。
○
心
源
…
心
。
心
の
本
性
。
心
の
本
源
。
清
浄
心
。
真
実
心
。
○
江

湖
…
漢
語
と
し
て
の
一
般
的
な
意
味
は
、
世
間
。
世
の
中
。
民
間
で
あ
る
。
禅
林
の
用
語
と
し
て
は
、
江
は
揚
子
江
、
湖
は
洞
庭
湖
を
さ

し
、
唐
の
馬
祖
道
一
は
江
西
に
住
し
、
石
頭
希
遷
は
湖
南
に
住
し
、
各
法
幡
を
建
て
て
禅
風
を
挙
揚
し
た
当
時
、
雲
水
の
僧
徒
が
江
西
・

湖
南
に
集
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
雲
衲
の
集
ま
る
所
を
江
湖
と
い
う
。
○
回
観
…
ふ
り
か
え
り
見
る
。
○
道
貌
…
道
徳
あ
る
相
貌
。

こ
こ
で
は
風
格
。
○
逼
似
…
逼
肖
。
酷
似
す
る
。
○
老
夫
…
寂
室
和
尚
の
こ
と
。
○
耄
せ
る
…
老
い
る
こ
と
。
○
天
生
…
天
が
物
を
生
ず

る
。
生
ま
れ
つ
き
。
天
賦
。
○
清
絶
…
非
常
に
清
ら
か
な
こ
と
。
○
佳
致
…
自
然
の
景
色
の
よ
い
趣
・
風
情
の
こ
と
。
○
隠
逸
…
世
の
中

を
か
く
れ
の
が
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
人
。
隠
者
。
◯
比
倫
…
比
べ
る
。
匹
敵
す
る
。
○
骩
骳
…
ま
が
る
。
屈
曲
す
る
。
表
現
が
回
り
く
ど

い
こ
と
を
言
う
。
◯
好
事
者
…
物
好
き
な
人
。
物
事
に
深
く
心
を
寄
せ
る
人
。
◯
赧
面
…
赤
面
。
顔
を
赤
ら
め
る
さ
ま
。
き
ま
り
が
悪
い

さ
ま
。
○
姪
…
法
姪
。
石
澗
泉
と
い
う
名
の
禅
僧
。
○
瀹
茗
…
茶
を
い
れ
る
こ
と
［
補
3
］。
○
老
夫
…
老
夫
は
本
来
は
自
分
を
指
す
一

人
称
で
あ
る
。
泉
姪
の
言
葉
と
し
て
は
不
自
然
な
表
現
で
あ
る
が
、
寂
室
は
こ
の
語
を
含
む
文
言
を
泉
姪
に
書
し
て
与
え
る
に
際
し
、
泉

姪
が
寂
室
を
呼
ん
だ
敬
称
を
、
自
ら
を
指
す
一
人
称
「
老
夫
」
へ
と
改
め
て
記
し
た
の
で
あ
る
。
○
奚
為
…
ど
う
し
て
～
な
の
か
。
○
援
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毫
…
筆
を
執
る
。

［
訳
］
私
の
性
格
は
山
水
の
景
色
を
遊
行
す
る
こ
と
を
喜
ぶ
も
の
だ
。
あ
る
日
、
昼
の
食
事
を
終
え
て
す
ぐ
に
、
志
を
同
じ
く

す
る
三
人
の
仲
間
を
連
れ
て
、
お
寺
の
裏
山
に
入
り
、
薪
を
運
ぶ
山
道
を
た
ど
っ
て
お
よ
そ
数
里
の
距
離
を
行
っ
た
。
松
の
風

は
耳
元
で
音
を
奏
で
、
山
に
満
ち
る
滴
る
よ
う
な
翠
が
衣
服
を
湿
ら
せ
て
い
る
か
の
よ
う
で
は
な
い
か
。
突
然
現
れ
た
洞
窟
を

見
る
と
、
奥
深
く
幽
玄
で
険
し
く
え
ぐ
れ
た
よ
う
な
地
形
に
、
冷
や
や
か
な
風
が
吹
い
て
い
た
。〔
洞
窟
の
前
で
は
〕
老
木
の

枝
が
入
り
組
み
、
古
藤
の
蔓
が
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
。〔
洞
窟
の
〕
両
側
の
崖
は
翠
色
の
屏
風
の
よ
う
に
向
か
い
合
う
。
そ
の

中
に
巨
大
な
岩
が
あ
り
、
丈
余
（
約
三
ｍ
）
の
高
さ
で
そ
び
え
立
ち
、
ま
る
で
青
み
が
か
っ
た
鉄
を
削
り
出
し
た
よ
う
で
あ
っ

た
。
今
に
も
崩
れ
て
き
そ
う
だ
が
恐
ろ
し
く
も
珍
し
い
姿
は
見
る
に
値
す
る
。
潤
い
は
す
べ
て
に
恵
み
を
与
え
て
、
草
も
木
も

咲
き
誇
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
谷
も
山
も
鮮
や
か
に
美
し
い
。
も
し
か
し
た
ら
、
本
当
は
巨
石
の
中
に
美
し
い
玉
が
あ
る
か
ら
こ

の
よ
う
に
す
ば
ら
し
い
景
色
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
だ
。
洞
窟
の
中
の
下
に
は
谷
の
水
が
流

れ
て
い
て
、
そ
の
色
は
藍
を
手
で
も
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
川
は
奥
深
く
、
水
が
満
々
と
流
れ
込
ん
で
岩
盤
を
浸
し
て
崩
し
、
そ

の
根
元
ま
で
濡
ら
し
て
い
た
。
驚
い
て
見
下
ろ
せ
ば
、
足
が
震
え
て
し
ま
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
川
に
は
、
あ
る
い
は
神
霊

の
龍
が
い
て
、
く
ね
く
ね
と
動
い
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
私
は
少
し
ば
か
り
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
同
志
に
こ
う
言
っ
た
、

「
坐
っ
て
あ
な
た
と
語
り
た
い
。
古
の
隠
者
は
長
ら
く
俗
世
を
は
な
れ
、
遠
く
の
雲
山
を
尋
ね
、
深
谷
の
中
に
隠
棲
し
、
寒
々

し
く
も
清
ら
か
な
小
川
の
ほ
と
り
に
住
ま
い
を
構
え
る
。
隠
棲
す
る
志
は
か
た
く
、
天
地
が
ひ
っ
く
り
返
っ
て
も
動
じ
な
い
。

月
日
が
積
み
重
ね
、
奥
深
い
心
は
い
よ
い
よ
清
く
ま
す
ま
す
澄
み
と
お
る
よ
う
に
な
る
。
た
だ
世
人
に
住
処
を
知
ら
れ
る
の
を

嫌
い
、
名
が
世
間
に
流
れ
る
の
を
恐
れ
る
。
今
、
こ
の
石
澗
を
振
り
返
り
み
れ
ば
、
ま
る
で
古
の
隠
者
の
〔
住
ま
い
の
〕
よ
う

で
は
な
い
か
。
あ
な
た
は
い
か
が
思
わ
れ
る
か
」
と
。
同
志
は
袖
を
払
っ
て
〔
勢
い
よ
く
〕
立
ち
あ
が
り
笑
っ
て
言
っ
た
、
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「
和
尚
、
老
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。
も
し
「
た
だ
こ
の
石
澗
の
天
然
で
大
変
清
ら
か
な
お
も
む
き
を
愛
し
て
い
る
の

だ
」
と
お
っ
し
ゃ
る
だ
け
な
ら
ば
、
ま
こ
と
に
結
構
な
こ
と
で
す
。〔
し
か
し
な
が
ら
、〕
古
の
隠
者
〔
の
住
ま
い
〕
を
わ
か
ら

な
い
よ
う
に
し
て
引
き
合
い
に
出
し
、
石
澗
と
比
べ
て
い
る
の
な
ら
、
な
ん
と
回
り
く
ど
い
言
葉
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
単
な
る

物
好
き
の
お
言
葉
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
。
私
は
返
す
言
葉
も
な
く
赤
面
し
て
話
を
打
ち
切
っ
た
。
夕
陽
も
既
に
枝
の
先
に

懸
か
っ
て
お
り
、
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
っ
て
帰
っ
た
。
翌
朝
、
泉
姪
が
私
を
訪
ね
て
き
た
。
お
茶
を
い
れ
て
一
緒
に
飲
み
、

次
に
前
日
の
こ
と
に
話
が
及
ん
だ
。
泉
が
言
う
、「
私
は
「
石
澗
」
と
号
す
る
が
そ
の
由
来
を
知
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
先
生

（
老
夫
）
に
そ
の
話
し
を
お
聞
き
し
た
く
参
り
ま
し
た
。
ど
う
か
お
願
い
い
た
し
ま
す
、
山
中
で
見
聞
き
し
た
こ
と
や
考
え
た

こ
と
お
示
し
く
だ
さ
い
。
石
澗
に
は
究
極
的
な
意
味
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
。〔
寂
室
は
〕「
前
に
言
っ
た
こ
と
は
、
同
志

が
捨
て
た
も
の
だ
。
君
が
そ
れ
を
使
う
の
は
何
の
つ
も
り
か
」
と
問
い
た
だ
し
た
。
泉
は
答
え
た
、「
同
志
は
私
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
私
も
彼
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
と
私
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
、
何
を
用
い
る
か
捨
て
る
か
は
ど
う
し
て
同
じ
こ
と
が

あ
ろ
う
か
」
と
。
私
は
や
む
を
え
ず
筆
を
取
っ
て
書
い
て
贈
っ
た
。

【
入
室
の
際
の
茶
】【
客
僧
へ
の
茶
】【
茶
話
】

寂
室
は
三
人
の
同
士
を
連
れ
て
石
澗
と
い
う
洞
窟
に
行
く
。
そ
こ
で
、〔
か
つ
て
石
澗
と
号
し
た
〕
一
人
の
同
士
と
隠
居
し
た

い
旨
を
暗
に
話
す
が
、
軽
く
あ
し
ら
わ
れ
る
。
翌
朝
、〔
か
つ
て
石
澗
と
号
し
た
〕
同
士
の
弟
子
で
あ
る
泉
姪
が
永
源
寺
に

や
っ
て
き
た
の
で
茶
を
一
緒
に
飲
ん
だ
。
そ
し
て
、
同
士
の
弟
子
は
自
分
も
石
澗
と
号
す
る
こ
と
を
話
し
、
そ
の
由
来
を
教
え

て
欲
し
い
と
願
う
。
同
士
か
ら
「
石
澗
」
洞
窟
で
の
話
を
聞
い
て
く
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

若
い
禅
僧
が
尋
ね
て
や
っ
て
き
た
際
に
禅
僧
が
茶
を
い
れ
、
と
も
に
茶
を
飲
ん
で
か
ら
深
い
話
に
至
っ
た
、
中
世
禅
林
の
具
体

的
な
一
場
面
が
漢
詩
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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﹇
補
注
﹈

（
1
）	

石
澗
…
石
の
多
い
谷
川
を
意
味
す
る
「
石
澗
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
洞
窟
の
こ
と
。
洞
窟
の
名
で
あ
り
、
道
号
で
も
あ
る
。
現
在
で

も
場
所
の
特
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
永
源
寺
か
ら
四
～
五
㎞
離
れ
た
と
こ
ろ
に
、「
奇
人
の
窟
」
と
呼
ば
れ
る
日
本
コ
バ
の
登

山
ル
ー
ト
上
に
あ
る
岩
屋
が
あ
る
。
登
山
者
な
ど
の
写
真
を
見
る
と
、
こ
の
岩
屋
の
特
徴
と
「
石
澗
」
の
特
徴
に
共
通
点
が
見
ら
れ

る
。

（
2
）	

空
翠
…
滴
る
よ
う
な
緑
色
の
こ
と
。
王
維
「
荊
谿
白
石
出
、
天
寒
紅
葉
稀
。
山
路
元
無
雨
、
空
翠
溼
人
衣
」
を
踏
ま
え
る
。

（
3
）	

瀹
茗
…
茶
を
い
れ
る
こ
と
。
瀹
茗
や
煎
茶
は
も
と
は
煮
る
こ
と
を
意
味
す
る
漢
字
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
来
団
茶
と
い
う
喫
茶
法

が
茶
葉
を
煮
て
作
る
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
瀹
茗
、
煎
茶
で
茶
を
い
れ
る
こ
と
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
喫
茶
法
が
変
化
し
て
も
言
葉
そ
の
も
の
は
瀹
茗
や
煎
茶
と
し
て
残
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
瀹
茗
と
あ
っ
て
も
必

ず
し
も
茶
を
煮
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
論
で
は
茶
を
い
れ
る
と
し
て
訳
し
て
い
る
。

［
寂
室
8
］『
永
源
寂
室
和
尚
語
』
下
「
書
簡
」

　
　

又
〔
答
実
翁
和
尚
〕

越
弟
来
出
示
所
賜
手
教
。
焚
香
繙
閲
仍
審
。
此
日
道
福
兼
昌
興
寝
清
勝
、
忻
慰
無
已
。
細
味
来
諭
、
区
区
痛
責
愚
林
下
掩
関
懶

於
趨
世
。
又
云
、
風
雲
際
会
、
以
膺
峻
擢
。
夫
何
見
期
太
過
。
何
以
敢
当
。
自
非
厚
荷
存
撫
、
則
安
得
到
於
此
耶
。
靡
勝
銘
感

之
至
。
愚
壮
歳
随
衆
之
日
、
東
西
班
列
尚
以
不
敢
措
意
、
何
況
大
焉
者
乎
。
是
無
他
。
蓋
深
自
量
已
知
分
也
。
頽
齢
幾
乎
耳
順
、

蒙
昧
与
年
相
称
矣
。
当
初
所
得
於
師
友
者
。
十
不
記
一
。
好
一
個
棄
物
。
天
壌
之
間
、
鮮
有
我
顧
者
。
独
頂
山
居
兄
平
日
道
義

不
寒
。
退
与
此
廃
院
子
。
素
有
山
田
数
畦
蔬
圃
二
三
畝
。
分
甘
作
個
禿
頭
老
農
、
躬
耕
手
種
、
聊
以
卒
歳
、
亦
足
以
自
娯
。
幸

勿
煩
憂
懸
。
但
欲
得
此
生
之
中
追
随
左
右
及
方
山
竺
峰
諸
公
高
躅
、
詣
于
嵩
山
拝
祖
塔
、
罷
而
帰
龍
峰
啜
茗
話
旧
、
亦
未
可
得
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也
。
徒
増
悵
怏
耳
。
似
聞
、
上
刹
嘗
罹
元
弘
兵
火
衆
屋
一
燼
、
如
今
所
経
営
者
止
於
仏
殿
一
挙
而
已
。
厨
下
清
淡
、
時
或
俵
米

度
日
之
多
矣
。
常
人
分
上
必
不
獲
無
少
労
慮
。
左
右
寛
量
大
度
、
寧
復
目
前
世
故
足
介
高
懐
也
哉
。
切
希
、
垂
念
乃
祖
之
道
危

如
累
卵
、
不
倦
槌
払
発
揮
正
宗
、
無
窮
法
利
溥
賑
迷
徒
、
是
則
副
愚
不
肖
小
弟
等
所
以
渇
望
。
至
祝
至
祷
。
問
及
元
泰
今
夏
在

此
聚
首
。
渠
又
無
日
不
慕
左
右
道
風
。
怕
是
秋
涼
将
宗
禅
、
同
去
執
侍
座
下
也
不
定
。
姑
此
略
布
。
極
熱
、
為
法
保
嗇
。
不
宣
。

［
訓
］
又
た
〔
実
翁
和
尚
に
答
う
〕

越え
っ

弟て
い

来き

た
り
て
賜
る
所
の
手し

ゅ

教き
ょ
うを

出い

だ
し
示
す
。
香
を
焚
き
て
繙は

ん

閲え
つ

し
仍よ

っ
て
審つ

ま
びら

か
に
す
。
此
の
日
道ど

う

福ふ
く

兼か

ね
て
昌さ

か

え
興こ

う

寝し
ん

清せ
い

勝し
ょ
うな

る
こ
と
、
忻き

ん

慰い

し
て
已や

む
こ
と
無な

し
。
細こ

ま

か
に
来ら

い

諭ゆ

を
味あ

じ

わ
う
に
、
区く

区く

と
し
て
愚ぐ

の
林り

ん

下か

に
掩え

ん

関か
ん

し
て
世
に
趨は

し

る
に

懶お
こ
たる

こ
と
を
痛つ

う

責せ
き

す
。
又
た
云
く
、「
風ふ

う

雲う
ん

の
際さ

い

会え

、
以も

っ

て
峻

し
ゅ
ん

擢て
き

を
膺う

け
た
ま
え
」
と
。
夫そ

れ
何
ぞ
期
せ
ら
る
る
こ
と
太は

な
はだ

過す

ぎ
た
る
や
。
何
を
以
て
か
敢
え
て
当
た
ら
ん
や
。
自

み
ず
か
らら

厚
く
存そ

ん

撫ぶ

を
荷に

な

う
に
非
ず
ん
ば
、
則す

な
わち

安い
ず
くん

ぞ
此こ

こ

に
到
る
こ
と
を
得
ん

や
。
銘め

い

感か
ん

の
至
り
勝た

う
る
こ
と
靡な

し
。
愚ぐ

壮そ
う

歳さ
い

に
し
て
衆
に
随し

た
がう

の
日
、
東
西
班
列
す
ら
尚な

お
以も

っ

て
敢あ

え
て
意い

を
措お

か
ず
、
何

ぞ
況い

わ

ん
や
大お

お
いな

る
者
を
や
。
是
れ
他ほ

か

無
し
。
蓋け

だ

し
自お

の
ずか

ら
深
く
已お

の
れを

量
り
分
を
知
る
ゆ
え
な
り
。
頽た

い

齢れ
い

幾ほ

と乎
ん
ど
耳じ

順じ
ゅ
んに

し
て
、

蒙も
う

昧ま
い

の
年
と
相そ

う

称し
ょ
うす

。
当と

う

初し
ょ

師し

友ゆ
う

よ
り
得え

る
所
は
十
に
一
も
記
さ
ず
。
好こ

う

一い
っ

個こ

の
棄き

物ぶ
つ

な
り
。
天て

ん

壌じ
ょ
うの

間か
ん

、
我わ

れ
を
顧か

え
りみ

る
者

有
る
こ
と
鮮す

く

な
し
。
独
り
頂

ち
ょ
う

山ざ
ん

居き
ょ

兄ひ
ん

は
平
日
道ど

う

義ぎ

寒
か
ら
ず
。
退し

り
ぞい

て
此こ

の
廃は

い

院い
ん

子す

を
与あ

た

う
。
素も

と

よ
り
山さ

ん

田で
ん

数す
う

畦け
い

、
蔬そ

圃ほ

二
三

畝ほ

有
り
。
分ぶ

ん

に
甘あ

ま
んじ

て
個こ

の
禿と

く

頭と
う

の
老ろ

う

農の
う

と
作な

り
、
躬

き
ゅ
う

耕こ
う

手し
ゅ

種し
ゅ

し
、
聊い

さ
さか

以も
っ

て
歳と

し

を
卒お

わ
れ
ば
、
亦
た
以
て
自み

ず
から

娯た
の

し
む
に
足た

れ
り
。
幸

こ
い
ね
がわ

く
は
憂ゆ

う

懸け
ん

を
煩わ

ず
らわ

す
こ
と
勿な

か
れ
。
但た

だ
此こ

の
生
の
中な

か

左さ

右う

及お
よ

び
方ほ

う

山ざ
ん

・
竺じ

く

峰ほ
う

の
諸
公
の
高こ

う

躅ち
ょ
くに

追つ
い

随ず
い

し
て
、
嵩す

う

山ざ
ん

に
詣も

う

で
て
祖そ

塔と
う

を
拝
し
、
罷お

わ
り
て
龍

り
ゅ
う

峰ほ
う

に
帰
り
茗め

い

を
啜す

す

っ
て
旧き

ゅ
うを

話
さ
ん
こ
と
を
得
ん
と
欲
す
も
、
亦
た
未
だ
得う

可べ

か
ら

ざ
る
な
り
。
徒

い
た
ず
らに

悵
ち
ょ
う

怏お
う

を
増
す
の
み
。
聞
く
に
似に

た
り
、
上
刹
嘗か

つ

て
元げ

ん

弘こ
う

の
兵へ

い

火か

を
罹こ

う
むり

て
衆し

ゅ
お
く屋

一
燼
し
、
如い

今ま

経
営
す
る

所
の
者
は
止た

だ
仏
殿
に
於
い
て
一
挙
す
る
の
み
。
厨ち

ゅ
う下か

清せ
い

淡た
ん

に
し
て
、
時
に
或
い
は
米
を
俵ひ

ょ
うじ

て
日
を
度わ

た

る
こ
と
多
し
と
。
常じ

ょ
う
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人に
ん

の
分ぶ

ん

上じ
ょ
うは

必
ず
し
も
少
な
き
労ろ

う

慮り
ょ

無
き
こ
と
を
獲え

ず
。
左
右
の
寬か

ん

量り
ょ
う

大だ
い

度ど

は
、
寧む

し

ろ
復ま

た
目
前
の
世せ

故こ

高こ
う

懐か
い

に
介は

さ

む
に
足た

ら
ん
や
。
切
に
希
わ
く
は
、
念
を
乃だ

い

祖そ

の
道
の
危あ

や

う
く
し
て
累る

い

卵ら
ん

の
如
く
な
る
に
垂た

れ
て
、
槌つ

い

・
払ほ

つ

倦う

ま
ず
し
て
正

し
ょ
う

宗し
ゅ
うを

発は
っ

揮き

し
、
無む

窮き
ゅ
うの

法ほ
う

利り

漙
あ
ま
ね
くく

迷め
い

徒と

を
賑に

ぎ

わ
さ
ば
、
是
れ
則
ち
愚ぐ

不ふ

肖し
ょ
うの

小
し
ょ
う

弟て
い

等と
う

が
渇か

つ

望ぼ
う

す
る
所ゆ

え
ん以

に
副そ

わ
ん
。
至し

祝し
ゅ
く至し

祷と
う

。
問
い

及
び
し
元
泰
は
今こ

ん

夏げ

此こ
こ

に
在あ

り
て
首
を
聚あ

つ

む
。
渠か

れ
又
た
日
と
し
て
左さ

右う

の
道ど

う

風ふ
う

を
慕し

た

わ
ず
と
い
う
こ
と
無
し
。
怕お

そ

ら
く
は
是こ

れ
秋

し
ゅ
う

涼し
ょ
うに

宗
し
ゅ
う

禅ぜ
ん

を
将ひ

き

い
て
、
同と

も

に
去ゆ

き
て
座ざ

下か

に
執し

つ

待じ

せ
ん
も
也ま

た
定さ

だ

ま
ら
ず
。
姑

こ
と
ご
とく

此こ
れ

に
略ほ

ぼ
布し

く
。
極き

わ

め
て
熱あ

つ

し
、
法ほ

う

の

為た
め

に
保ほ

嗇し
ょ
くせ

よ
。
不ふ

宣せ
ん

。

○
掲
載
書
籍
…
［
大
正
蔵
八
一
・
一
二
三
ｃ
～
一
二
四
ｂ
］［
訓
註
本
下
・
二
一
八
］。
○
実
翁
和
尚
…
臨
済
宗
大
覚
派
の
実
翁
聡
秀
（
？

～
一
三
七
一
）
の
こ
と
［
補
1
］。
○
越
弟
…
使
僧
を
務
め
た
越
の
下
字
が
あ
る
僧
侶
。
○
手
教
…
手
紙
。
教
示
の
意
を
含
む
丁
寧
語
の

書
札
。
○
焚
香
…
香
を
た
く
。
焼
香
す
る
。
○
繙
閲
…
書
物
を
開
い
て
読
み
調
べ
る
こ
と
。
○
興
寝
…
起
居
。
日
常
の
立
ち
居
振
る
舞
い
。

○
清
勝
…
書
簡
文
で
相
手
が
健
康
で
元
気
な
こ
と
を
よ
ろ
こ
ぶ
挨
拶
の
言
葉
。
○
忻
慰
…
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
。
○
来
諭
…
来
て
さ
と
す

こ
と
。
○
掩
関
…
あ
る
場
所
が
扉
を
閉
ざ
す
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
か
ら
隔
絶
し
た
状
態
に
あ
る
こ
と
を
指
す
。
門
を
閉
ざ
し
て
暮
ら
す
。

隠
棲
す
る
。
○
趨
世
…
世
務
に
赴
く
。
世
間
の
雑
務
に
奔
走
す
る
。
官
職
を
帯
び
て
動
く
官
寺
や
大
寺
院
の
職
住
を
担
う
こ
と
も
含
む
。

○
痛
責
…
き
び
し
く
責
め
る
。
○
風
雲
際
会
…
名
君
と
賢
臣
が
出
会
う
こ
と
。
時
運
に
め
ぐ
り
合
う
こ
と
。
機
会
を
捉
え
る
こ
と
。
○
峻

擢
…
特
別
に
ぬ
き
用
い
る
。
不
次
の
抜
擢
。
昇
進
す
る
。
○
見
期
…
期
待
さ
れ
る
。
○
存
撫
…
撫
存
。
慰
問
す
る
。
な
ぐ
さ
め
あ
ん
ず
る
。

○
銘
感
…
深
く
胸
に
刻
ん
で
感
謝
す
る
語
。
○
壮
歳
…
働
き
ざ
か
り
の
年
頃
。
壮
年
。
○
隨
衆
…
あ
る
師
家
の
も
と
で
修
道
し
て
い
る
も

の
。
○
東
西
班
列
…
両
班
。
禅
宗
寺
院
で
、
寺
院
運
営
に
お
け
る
東
班
と
西
班
の
こ
と
［
補
2
］。
○
措
意
…
心
意
を
く
ば
る
。
○
何
況

…
ま
し
て
～
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
だ
。
◯
頽
齢
…
老
衰
。
衰
え
て
い
く
年
齢
。
◯
耳
順
…
六
十
歳
の
こ
と
。『
論
語
』「
為
政
」
第
二
に

「
吾
十
有
五
而
志
于
学
。
三
十
而
立
。
四
十
而
不
惑
。 

五
十
而
知
天
命
。
六
十
而
耳
順
。
七
十
而
従
心
所
欲
、
不
踰
矩
」
と
あ
る
を
踏
ま

え
る
。
◯
蒙
昧
…
愚
か
で
道
理
に
暗
い
こ
と
。
◯
相
称
…
相
応
と
同
意
。
◯
好
一
箇
…
よ
い
。
立
派
な
。
○
棄
物
…
棄
て
ら
れ
て
用
い
ら
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れ
な
い
物
。
廃
物
に
同
じ
。
○
天
壌
…
天
と
地
。
世
の
中
に
。
天
下
に
。
◯
頂
山
居
兄
…
臨
済
宗
大
覚
派
の
頂
山
全
居
（
生
没
年
不
詳
）

の
こ
と
［
補
3
］。
○
道
義
不
寒
…
温
情
深
い
。
◯
廃
院
子
…
小
さ
な
廃
院
を
意
味
す
る
。
寂
室
が
住
し
て
い
る
寺
を
謙
っ
た
も
の
。
頂

山
が
住
持
し
て
い
た
備
前
の
大
士
山
慈
光
寺
か
。［
寂
室
抄
］
は
、「
左
伝
如
云
弊
村
類
也
。
言
此
院
本
実
翁
居
処
也
。
然
今
我
退
被
付
与

開
山
。
故
云
退
与
」
と
記
述
。
詳
細
は
不
明
。
○
山
田
…
山
の
中
・
間
に
あ
る
田
ん
ぼ
。
○
畦
…
土
地
の
広
さ
を
表
す
単
位
。「
畝
」
に

同
じ
。
○
蔬
圃
…
野
菜
を
つ
く
る
畑
の
こ
と
。
菜
園
。
○
畝
…
土
地
を
表
す
単
位
で
一
畝
は
約
三
〇
坪
（
九
九
平
米
）。
○
躬
耕
手
種
…

自
ら
畑
を
耕
し
、
種
を
蒔
い
て
作
物
を
育
て
る
こ
と
。
自
給
自
足
。
○
卒
歳
…
歳
が
お
わ
る
。
こ
の
場
合
の
年
は
一
年
と
一
生
の
二
つ
の

意
味
を
有
す
る
と
判
断
し
、
訳
文
で
は
「
年
（
一
年
／
生
涯
）」
と
補
っ
た
。
◯
左
右
…
尊
称
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
実
翁
和
尚
を
指
す
。

◯
方
山
…
約
翁
徳
倹
の
法
嗣
で
あ
る
方
山
元
矩
（
生
没
年
不
詳
）
の
こ
と
。『
仏
灯
国
師
語
録
』
の
「
建
長
寺
録
」「
南
禅
寺
録
」
の
編
者

で
あ
り
、
寂
室
禅
師
と
は
兄
弟
弟
子
に
あ
た
る
。
◯
竺
峰
…
不
詳
。
◯
高
躅
…
高
尚
な
行
為
。
◯
嵩
山
…
建
長
寺
の
開
山
塔
頭
を
嵩
山
西

来
庵
と
言
う
。
西
来
庵
の
門
に
は
今
も
嵩
山
の
扁
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
◯
祖
塔
…
蘭
渓
道
隆
の
霊
塔
。
◯
龍
峰
…
龍
峰
庵
の
こ
と
で
、

約
翁
徳
倹
の
塔
頭
。
現
在
は
龍
峰
院
と
言
い
建
長
寺
塔
頭
の
一
つ
と
し
て
現
存
す
る
。
◯
茗
…
上
質
な
茶
。
良
い
茶
。
◯
悵
怏
…
な
げ
く

こ
と
。
が
っ
か
り
し
て
心
が
楽
し
ま
な
い
こ
と
。
○
似
聞
…
風
の
便
り
に
聞
く
。
噂
に
聞
く
の
意
。
○
上
刹
…
相
手
の
寺
院
に
対
す
る
尊

称
。
こ
こ
で
言
う
東
勝
寺
は
、
鎌
倉
の
東
勝
寺
の
こ
と
を
指
す
と
推
定
さ
れ
る
。
○
衆
屋
…
多
く
の
建
物
。
○
一
燼
…
焼
き
つ
く
さ
れ
た

こ
と
。
○
経
営
…
家
屋
な
ど
を
造
る
。
○
厨
下
…
庫
厨
。
庫
院
。
寺
院
の
台
所
。
○
清
淡
…
き
れ
い
で
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
る
こ
と
。
こ
の

場
合
は
庫
院
が
さ
っ
ぱ
り
し
て
食
べ
物
が
な
い
こ
と
を
、
別
の
綺
麗
な
表
現
で
呼
称
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
○
俵
…
ば
ら
ば
ら
に
散

ら
す
。
わ
け
与
え
る
。「
俵
米
」
の
意
味
が
取
り
づ
ら
い
が
、
食
料
が
な
い
と
い
う
事
態
か
ら
す
れ
ば
、
施
入
さ
れ
て
い
る
米
を
日
々
使

う
分
を
細
か
く
わ
け
て
、
薄
い
お
粥
に
し
て
飢
え
を
し
の
い
で
い
た
の
で
な
い
か
と
推
定
。
○
度
日
…
日
を
過
ご
す
。
生
活
す
る
。
○
常

人
分
上
…
普
通
の
人
の
力
量
。「
分
上
」
は
、
本
来
の
持
ち
前
、
器
量
、
力
な
ど
の
意
。
○
労
慮
…
憂
の
義
。
○
寛
量
…
寛
大
。
○
大
度

…
大
き
な
度
量
。
○
愛
復
…
二
字
で
「
寧
」
の
意
味
。
○
世
故
…
生
計
。
○
高
懐
…
高
尚
な
心
。
○
垂
念
…
配
慮
す
る
。
心
配
す
る
。
○

危
如
累
卵
…
危
於
累
卵
。『
韓
非
子
』「
十
過
」「
故
曹
小
国
也
、
而
迫
於
晋
楚
之
間
、
其
君
之
危
猶
累
卵
也
」、『
史
記
』「
范
雎
伝
」「
秦

王
之
国
、
危
於
累
卵
。
得
臣
則
安
。
然
不
可
以
書
伝
也
」
な
ど
に
基
づ
く
。
積
み
上
げ
た
卵
の
よ
う
に
不
安
定
で
危
険
な
さ
ま
。
○
槌
・
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払
…
槌
は
槌
砧
で
修
行
生
活
で
用
い
る
鳴
ら
し
物
。
払
は
払
子
で
住
持
が
説
法
に
用
い
る
。
こ
こ
で
は
住
持
の
修
行
僧
へ
の
教
化
・
指
導

を
指
す
。
○
倦
…
疲
労
す
る
。
疲
れ
る
。
○
無
窮
法
利
…
限
り
な
い
大
法
の
利
益
。
○
賑
…
救
済
す
る
。
○
愚
不
肖
…
愚
か
者
。
自
身
の

卑
称
。
○
小
弟
…
自
分
を
へ
り
く
だ
っ
て
い
う
語
。
○
至
祝
至
祷
…
切
に
祈
念
い
た
し
ま
す
。「
祝
」「
祷
」
は
、
共
に
祈
る
義
。
◯
元
泰

…
［
寂
室
抄
］
に
「
僧
名
也
」
と
あ
る
が
詳
細
は
不
明
。
◯
聚
首
…
修
行
の
た
め
に
参
集
す
る
こ
と
。
◯
秋
涼
…
陰
暦
八
月
の
異
称
。
◯

宗
禅
…
［
寂
室
抄
］
に
「
僧
名
也
」
と
あ
る
が
詳
細
は
不
明
。
◯
執
侍
…
師
に
随
待
し
て
そ
の
諸
用
に
務
め
る
こ
と
。
◯
座
下
…
貴
下
に

同
じ
意
の
敬
語
。
手
紙
の
あ
て
名
に
書
き
添
え
て
、
相
手
へ
の
敬
意
を
表
す
こ
と
ば
。
◯
略
布
…
大
略
を
書
き
つ
ら
ね
る
こ
と
。
◯
保
嗇

…
睡
眠
な
ど
を
適
度
に
取
る
こ
と
。
自
愛
に
同
義
。
○
不
宣
…
十
分
に
意
を
述
べ
つ
く
さ
な
い
意
で
、
手
紙
の
終
わ
り
に
添
え
る
語
。
不

悉
。
不
尽
。

［
訳
］
又
〔
実
翁
和
尚
に
答
え
る
〕

実
翁
和
尚
か
ら
頂
戴
し
た
ご
書
状
を
越
弟
が
持
参
し
て
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。
香
を
焚
い
て
恭
し
く
拝
読
し
、
繰
り
返
し
読
み

内
容
を
確
か
め
ま
し
た
。
仏
道
も
幸
福
も
ま
す
ま
す
栄
え
、
起
居
清
勝
た
る
こ
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
よ
く
よ
く
お
手
紙

を
味
わ
い
ま
し
た
が
、
事
細
か
に
世
を
捨
て
林
下
に
隠
居
す
る
私
の
こ
と
を
厳
し
く
お
叱
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
時

節
が
至
っ
た
の
だ
、
そ
の
お
役
を
受
け
ら
れ
よ
」
と
仰
せ
ら
れ
ま
し
た
。
私
へ
の
高
す
ぎ
る
ご
期
待
に
恐
縮
の
限
り
で
す
。
ど

う
し
て
私
な
ど
が
そ
の
よ
う
な
お
役
に
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
い
つ
も
暖
か
く
お
気
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、

そ
れ
が
な
け
れ
ば
、
私
は
ど
う
し
て
こ
こ
ま
で
や
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
感
激
の
至
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は

若
い
頃
に
は
僧
堂
の
東
西
の
両
班
に
列
す
る
こ
と
さ
え
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
、
ま
し
て
や
大
き
な
責
務
〔
で
あ

る
大
刹
の
住
持
〕
な
ど
ど
う
し
て
担
え
ま
し
ょ
う
か
。
他
に
理
由
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
自
身
の
分
を
よ
く
知
っ
て
い
る
だ
け

の
こ
と
で
す
。
年
老
い
て
六
十
に
近
づ
い
て
い
る
に
、
ま
だ
愚
か
で
道
理
に
暗
く
、
年
齢
に
ふ
さ
わ
し
く
な
っ
て
は
お
り
ま
せ

ん
。
か
つ
て
師
や
法
友
か
ら
学
び
得
た
も
の
は
十
分
の
一
も
記
憶
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
誠
に
立
派
な
役
立
た
ず
よ
。
天
地
の
間
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に
私
を
顧
み
る
人
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
頂
山
全
居
和
尚
だ
け
は
、
平
素
よ
り
温
情
が
厚
く
、
自
ら
退
い
て
こ
の
空

き
寺
を
与
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
寺
に
は
も
と
か
ら
の
田
ん
ぼ
が
数
畦
と
野
菜
畑
が
二
三
畝
（
六
〇
～
九
〇
坪
）
あ
り
ま
す
。

こ
の
状
況
に
甘
ん
じ
て
坊
主
頭
の
老
農
夫
と
な
り
、
自
給
自
足
を
し
て
、
ど
う
に
か
年
（
一
年
／
一
生
）
が
終
わ
る
の
で
あ
れ
ば
、

ま
た
そ
れ
も
楽
し
い
暮
ら
し
で
す
。
ど
う
か
心
配
な
さ
ら
な
い
で
下
さ
い
。
た
だ
、
生
涯
の
う
ち
に
あ
な
た
様
や
方
山
和
尚
や

竺
峰
和
尚
の
素
晴
ら
し
い
行
い
を
見
習
い
、
建
長
寺
嵩
山
西
来
庵
へ
行
き
蘭
渓
和
尚
の
霊
塔
を
礼
拝
し
て
、
そ
れ
が
終
わ
り
ま

し
た
ら
龍
峰
庵
に
帰
っ
て
良
い
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
共
に
昔
の
話
を
語
り
合
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
そ
の
機
会

が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
た
だ
残
念
な
気
持
ち
が
増
し
て
い
く
ば
か
り
で
す
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
貴
寺
は
か
つ
て
元
弘
の

兵
火
に
か
か
っ
て
多
く
の
建
物
が
焼
き
尽
く
さ
れ
、
今
は
仏
殿
の
み
が
再
建
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
庫
院
（
台
所
）
は
貧

し
く
、
時
に
は
〔
頂
い
た
〕
米
を
〔
よ
り
細
か
く
〕
配
け
て
そ
の
日
ど
う
に
か
過
ご
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
と
の
こ
と
。
普
通
の

人
の
力
量
で
は
、
ま
っ
た
く
憂
慮
せ
ず
に
済
む
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
も
の
で
す
。
目
前
の
世
の
雑
事
な
ど
、
貴
兄
の
高

懐
の
妨
げ
と
な
る
は
ず
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
切
に
お
願
い
す
る
こ
と
は
、
祖
師
の
大
道
が
危
う
く
由
々
し
き
事
態
に
あ
る
こ
と

を
配
慮
し
て
い
た
だ
き
、
学
人
接
化
に
飽
く
こ
と
な
く
、
正
し
い
宗
旨
を
発
揮
し
て
、
尽
き
る
こ
と
の
な
い
仏
法
の
利
益
を

も
っ
て
、
あ
ま
ね
く
迷
情
の
衆
徒
を
救
済
し
く
だ
さ
る
こ
と
こ
そ
、
私
ど
も
が
切
望
す
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。〔
そ
の
成
就

を
〕
心
よ
り
祈
念
申
し
あ
げ
ま
す
。
お
尋
ね
の
元
泰
は
今
年
の
夏
こ
こ
で
修
行
を
し
て
い
ま
し
た
。
彼
は
一
日
と
し
て
貴
兄
の

道
風
を
慕
わ
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
恐
ら
く
涼
し
い
秋
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
ら
、
宗
禅
と
一
緒
に
そ
ち
ら
へ
行
っ

て
貴
兄
に
随
待
す
る
で
し
ょ
う
が
ま
だ
決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
大
略
を
書
き
ま
し
た
。
酷
暑
の
折
、
ど
う
か
法
の
た
め
に
も

御
身
を
大
切
に
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。
不
宣
。

【
茶
話
】【
交
誼
の
茶
】
実
翁
聡
秀
か
ら
の
書
簡
に
対
す
る
返
信
で
あ
る
本
書
簡
に
お
い
て
、
寂
室
は
、
実
翁
か
ら
大
刹
住
持
へ
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の
就
任
を
請
わ
れ
た
も
の
の
、
こ
れ
を
丁
寧
な
形
で
辞
し
た
と
み
ら
れ
る
。
寂
室
は
、
頂
山
和
尚
か
ら
譲
ら
れ
た
小
規
模
な
廃

院
に
移
り
住
み
、
田
畑
を
耕
し
て
自
給
自
足
の
生
活
を
送
り
、
そ
の
静
か
な
山
林
生
活
こ
そ
が
自
ら
に
ふ
さ
わ
し
い
境
地
で
あ

る
こ
と
を
率
直
に
伝
え
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
生
あ
る
あ
い
だ
に
実
翁
和
尚
を
は
じ
め
、
方
山
和
尚
・
竺
峰
和
尚
ら
諸
友
の

高
風
に
学
び
、
建
長
寺
西
来
庵
に
お
け
る
蘭
渓
道
隆
の
霊
塔
を
参
拝
し
、
そ
の
後
龍
峰
庵
に
帰
っ
て
、
師
・
約
翁
徳
倹
の
塔
頭

に
お
い
て
茶
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
旧
交
を
温
め
た
い
と
の
願
い
も
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
語
ら
れ
る
「
茗
を
啜
っ
て
旧
を
話

す
」
茶
は
、
清
規
に
定
め
ら
れ
た
日
常
修
行
の
茶
で
も
な
く
、
仏
祖
に
供
え
る
献
茶
で
も
な
い
。
む
し
ろ
、
禅
僧
ど
う
し
の
交

誼
を
確
か
め
合
い
、
共
に
歩
ん
だ
修
行
の
歳
月
を
語
り
直
す
た
め
の
、
交
際
的
・
生
活
的
な
茶
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
書
簡

に
見
え
る
喫
茶
は
、
清
規
だ
け
で
は
捉
え
き
れ
な
い
、
中
世
禅
林
の
生
活
実
践
と
し
て
の
「
交
誼
茶
」
の
実
態
を
示
す
貴
重
な

史
料
と
言
え
る
。

﹇
補
注
﹈

（
1
）	

実
翁
和
尚
…
臨
済
宗
大
覚
派
の
実
翁
聡
秀
の
こ
と
。
葦
航
道
然
の
法
を
嗣
ぐ
。
入
元
し
て
古
林
清
茂
に
参
じ
た
。
帰
国
後
は
下
野

の
長
福
寺
の
開
山
と
な
る
。
鎌
倉
の
東
勝
寺
、
浄
妙
寺
に
住
し
、
建
長
寺
の
第
三
十
五
世
と
な
っ
た
。
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、
多
く

の
著
名
な
禅
僧
の
語
録
や
漢
詩
集
に
そ
の
名
が
登
場
す
る
。

（
2
）	

両
班
…
東
班
と
西
班
の
こ
と
。
両
序
（
東
序
・
西
序
）
と
も
い
う
。
中
世
の
禅
宗
寺
院
の
制
度
で
は
、
寺
院
の
経
営
面
を
司
る
知

事
が
東
班
、
修
行
面
を
司
る
頭
首
が
西
班
と
い
わ
れ
た
。
東
班
は
都
寺
・
監
寺
・
副
寺
・
維
那
・
典
座
・
直
歳
の
六
知
事
。
西
班
は

首
座
・
書
記
・
蔵
主
・
知
客
・
知
殿
・
知
浴
の
六
頭
首
。
本
来
は
協
力
し
て
叢
林
を
運
営
し
て
い
く
べ
き
立
場
で
あ
る
が
、
東
班
は

経
済
力
を
持
っ
て
寺
院
の
実
権
を
握
り
、
西
班
は
住
持
に
出
世
で
き
る
と
い
う
性
格
か
ら
、
し
だ
い
に
両
班
の
隔
絶
や
対
立
が
生
じ

る
こ
と
も
あ
っ
た
。

（
3
）	

頂
山
居
兄
…
臨
済
宗
大
覚
派
の
頂
山
全
居
の
こ
と
。
備
前
（
岡
山
県
）
の
慈
光
山
と
西
祖
寺
を
開
く
（
現
在
は
と
も
に
廃
寺
）。
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西
祖
寺
で
六
十
歳
で
示
寂
し
、
遺
言
で
寂
室
元
光
に
そ
の
後
席
を
託
し
て
い
る
。『
寂
室
録
』
巻
上
「
仏
祖
賛
」「
頂
山
和
尚
」、
巻

下
「
小
仏
事
」「
頂
山
和
尚
拈
香
」、
巻
下
「
小
仏
事
」「
西
祖
頂
山
和
尚
」、
巻
下
「
小
仏
事
」「
頂
山
和
尚
入
塔
」
が
あ
る
。「
頂
山

和
尚
入
塔
」
に
は
「
滅
却
通
玄
正
伝
、
掃
蕩
瑞
龍
活
計
」
と
あ
り
、
通
玄
が
桑
田
道
海
の
塔
頭
、
瑞
龍
が
霊
巌
道
昭
の
塔
頭
で
あ
る

か
ら
、
大
覚
派
の
僧
侶
と
み
ら
れ
る
。
寂
室
元
光
の
法
友
で
あ
り
理
解
者
の
一
人
。

［
寂
室
9
］『
永
源
寂
室
和
尚
語
』
下
「
書
簡
」

　
　

又
〔
答
実
翁
和
尚
〕

上
覆
。
茲
者
区
区
奉
屈
無
他
、
祗
欲
共
啜
苦
茗
・
食
淡
飯
、
而
少
慰
遠
別
之
懐
耳
。
想
亦
人
事
繁
冗
、
打
畳
行
李
未
弁
。
今
既

不
敢
勉
強
到
請
矣
。
前
見
許
進
発
日
、
蒙
賜
面
違
、
感
戴
至
意
。
然
迂
回
両
里
路
也
、
是
許
多
担
閣
、
切
勿
下
訪
、
為
幸
。
乃

米
麪
等
零
砕
物
子
、
件
件
少
許
上
納
、
愧
作
可
量
。
要
兄
候
謁
、
参
随
一
挙
、
与
他
商
量
也
好
。
昨
以
数
紙
、
干
瀆
神
用
、
得

罪
得
罪
。
余
付
要
兄
道
達
、
不
備
。

［
訓
］
又
〔
答
実
翁
和
尚
〕

上
覆
。
茲じ

者し
ゃ

区く

区く

に
屈く

つ

を
奉ほ

う

ず
る
は
他ほ

か

無な

し
、
祗た

だ
苦く

茗め
い

を
共
に
啜す

す

り
淡た

ん

飯は
ん

を
食し

ょ
くし

て
、
遠お

ん

別り

の
懐お

も
いを

少
し
く
慰な

ぐ

め
ん
と
欲ほ

っ

す

る
の
み
。
想お

も

う
に
亦
た
人じ

ん

事じ

繁は
ん

冗じ
ょ
うに

し
て
、
行あ

ん

李り

を
打
ち
畳た

た

む
こ
と
未
だ
弁べ

ん

ぜ
ず
。
今
既す

で

に
敢あ

え
て
勉
強
し
て
到
り
請こ

う
こ
と

を
せ
ず
。
前さ

き

に
進し

ん

発は
つ

を
許ゆ

る

す
を
見
る
の
日
、
面め

ん

違い

を
賜た

ま

う
こ
と
を
蒙こ

う
むり

、
至し

意い

感か
ん

戴た
い

す
。
然
れ
ど
も
迂う

回か
い

す
る
こ
と
両り

ょ
う里り

の
路

な
り
。
是
れ
許き

ょ

多た

の
担た

ん

閣か
く

、
切せ

つ

に
下か

訪ほ
う

す
る
こ
と
勿な

か

れ
、
幸さ

い
わい

と
為な

す
。
乃す

な
わち

米べ
い

麪め
ん

等
の
零れ

い

砕さ
い

の
物
子
、
件け

ん

件け
ん

少す
こ

し
許ば

か

り
上

じ
ょ
う

納の
う

す
。
愧は

じ
て
量は

か

る
可べ

し
。
兄ひ

ん

と
候こ

う

謁え
つ

し
て
参さ

ん

随ず
い

の
一い

っ

挙き
ょ

せ
ん
こ
と
を
要よ

う

す
。
他か

れ

と
商

し
ょ
う

量り
ょ
うす

る
も
好よ

し
。
昨
日
数す

う

紙し

を
以も

っ

て
、
神し

ん

用よ
う

を
干か

ん

瀆ど
く

す
。
得と

く

罪ざ
い

、
得と

く

罪ざ
い

。
余ほ

か

は
兄
に
付
し
て
道ど

う

達た
つ

せ
ん
こ
と
を
要よ

う

す
。
不ふ

備び

。



南北朝期禅僧喫茶史料集成並びに訓註（一）

177

○
掲
載
書
籍
…
［
大
正
蔵
八
一
・
一
二
四
ｂ
］［
訓
註
本
下
・
二
三
二
］。
○
実
翁
和
尚
…
臨
済
宗
大
覚
派
の
実
翁
聡
秀
（
？
～
一
三
七

一
）
の
こ
と
［
既
出
］。
○
上
覆
…
返
信
書
簡
の
冒
頭
定
型
句
。
○
茲
者
…
こ
の
た
び
。
こ
こ
に
。
○
区
区
奉
屈
…
「
区
区
」
は
つ
ま
ら

な
い
、
さ
さ
や
か
な
意
。「
奉
屈
」
は
相
手
を
煩
わ
せ
る
、
負
担
を
か
け
る
意
。
○
祗
欲
～
耳
…
た
だ
～
し
た
い
だ
け
で
あ
る
。
○
苦
茗

…
苦
い
銘
茶
。
○
淡
飯
…
粗
末
な
食
事
。
○
繁
冗
…
わ
ず
ら
わ
し
い
。
○
行
李
…
荷
物
。
○
不
敢
…
あ
え
て
～
せ
ず
。
ど
う
し
て
も
～
し

な
い
。
○
面
違
…
直
接
会
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。
○
両
里
路
…
二
里
。
室
町
時
代
の
一
里
は
、
五
町
（
約
五
四
五
ｍ
）
か
ら
六

町
（
約
六
五
五
ｍ
）
と
さ
れ
る
。
○
担
閣
…
旅
程
を
滞
ら
せ
る
。
足
止
め
と
な
る
。
書
簡
文
で
は
、
訪
問
に
よ
る
相
手
側
の
行
程
遅
延
を

懸
念
す
る
場
面
で
用
い
ら
れ
る
。
○
下
訪
…
訪
ね
て
来
る
こ
と
。
○
麪
…
小
麦
粉
。
小
麦
粉
製
品
を
指
す
場
合
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
小

麦
粉
の
意
。
○
零
砕
…
こ
ま
ご
ま
と
し
た
。
○
件
件
…
あ
れ
や
こ
れ
や
。
○
上
納
…
贈
呈
。
○
候
謁
…
謁
見
。
訪
問
し
拝
謁
す
る
こ
と
。

○
参
随
…
同
行
。
随
行
。
○
商
量
…
議
論
す
る
。
相
談
す
る
。
○
干
瀆
…
み
だ
り
に
煩
わ
す
。
み
だ
り
に
侵
す
。
○
得
罪
…
感
情
を
害
す

る
こ
と
。
○
道
達
…
導
く
。
○
不
備
…
不
充
分
。
添
え
状
の
結
び
の
常
套
句
。

［
訳
］
拝
復
。

お
返
事
申
し
あ
げ
ま
す
。
こ
の
た
び
、
さ
さ
や
か
な
無
理
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
の
は
他
の
理
由
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
兄
と
と
も
に
苦
く
良
い
お
茶
を
す
す
り
、
淡
い
食
事
を
と
も
に
し
て
、
遠
く
離
れ
て
し
ま
っ
た
さ
び
し
さ
を
、
少
し
で
も

慰
め
た
い
と
願
っ
た
だ
け
の
こ
と
な
の
で
す
。
き
っ
と
あ
な
た
も
ま
た
人
の
世
の
務
め
に
追
わ
れ
、
ま
だ
荷
物
の
支
度
も
整
っ

て
い
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
こ
ち
ら
か
ら
強
い
て
そ
ち
ら
に
行
っ
て
お
招
き
す
る
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
い
た
し
ま
せ
ん
。

先
日
、
出
立
の
日
程
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
な
が
ら
、
直
接
お
目
に
か
か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
お
心
遣
い
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、〔
お
越
し
い
た
だ
く
に
は
〕
二
里
も
の
遠
回
り
で
す
。
大
分
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す

か
ら
、
お
越
し
く
だ
さ
る
こ
と
は
な
さ
ら
ぬ
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、
米
や
麺
（
小
麦
粉
）
な
ど
こ
ま
ご
ま
と
し

た
物
、
ど
れ
も
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
。
兄
に
お
目
に
か
か
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り
一
緒
に
行
動
し
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ほ
か
の
方
と
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
昨
日
は
た
び
た
び
書
状
を
送
り
、
あ
な
た

の
大
切
な
務
め
を
煩
わ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
誠
に
申
し
訳
な
く
ご
容
赦
願
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
こ
と
は
兄
よ
り
お
導
き
く

だ
さ
い
。
粗
略
な
が
ら
お
返
事
と
い
た
し
ま
す
。

【
苦
茗
】【
交
誼
の
茶
】
本
書
簡
は
、
実
翁
聡
秀
か
ら
の
書
簡
に
対
す
る
寂
室
元
光
の
返
信
で
あ
り
、
両
者
の
親
密
な
関
係
を
背

景
と
し
て
、「
苦
茗
を
共
に
啜
り
、
淡
飯
を
食
す
」
と
い
う
素
朴
な
願
い
が
率
直
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
苦

茗
・
淡
飯
」
は
、
特
定
の
儀
礼
や
式
法
を
指
す
語
で
は
な
く
、
僧
の
日
常
生
活
に
お
け
る
質
素
な
飲
食
を
象
徴
す
る
表
現
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
寂
室
が
望
ん
だ
の
は
、
同
道
の
友
と
し
て
日
常
の
茶
食
を
共
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ

の
記
述
は
南
北
朝
期
の
禅
院
生
活
に
お
け
る
喫
茶
の
位
置
づ
け
を
う
か
が
わ
せ
る
史
料
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
本
史
料
に
見

え
る
喫
茶
は
、
清
規
な
ど
に
規
定
さ
れ
た
儀
礼
的
な
「
茶
礼
」
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
僧
の
日
常
的
な
修
行
生
活
の
な
か
で

行
わ
れ
て
い
た
喫
茶
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
禅
院
に
お
い
て
喫
茶
が
制
度
的
な
儀
礼
と
し
て
の
み
存
在
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
く
、
日
常
修
行
の
一
部
と
し
て
の
み
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
も
な
く
、
同
道
の
僧
と
の
交
際
と
し
て
も
実
践
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
示
す
具
体
的
な
事
例
と
い
え
る
。

［
寂
室
10
］『
永
源
寂
室
和
尚
語
』
下
「
書
簡
」

　
　

寄
無
夢
和
尚

某
甲
拝
覆
雄
峰
前
前
板
座
元
禅
師
。
違
奉
既
是
幾
乎
三
十
有
余
年
、
然
無
一
日
不
在
瞻
望
風
釆
之
中
。
忽
辱
過
訪
。
忻
慰
之
至
、

豈
可
勝
言
哉
。
第
恨
象
駕
登
途
太
疾
、
不
獲
陪
従
清
談
究
尽
欵
曲
耳
。
羚
羊
皮
一
片
、
麁
茶
二
袋
、
聊
表
微
忱
者
。
幸
勿
罪
浼

瀆
。
伏
希
慈
亮
。
為
道
自
重
。
不
備
。
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［
訓
］
無む

夢む

和
尚
に
寄よ

す
。

某ぼ
う

甲こ
う

、
雄ゆ

う

峰ほ
う

の
前ぜ

ん

前ぜ
ん

板ぱ
ん

座ざ

元げ
ん

禅
師
に
拝は

い

覆ふ
く

す
。
違い

奉ほ
う

し
て
既
に
是
れ
幾ほ

と
んど

三
十
有
余
年
な
り
。
然し

か

れ
ど
も
一い

ち

日じ
つ

と
し
て
風ふ

う

釆さ
い

を

瞻せ
ん

望ぼ
う

す
る
の
中
に
在あ

ら
ざ
る
こ
と
無
し
。
忽た

ち
まち

過か

訪ほ
う

を
辱

か
た
じ
けな

く
す
。
忻き

ん

慰い

の
至い

た

り
、
豈あ

に
勝あ

げ
て
言い

う
可べ

け
ん
や
。
第た

だ
恨う

ら

む

ら
く
は
、
象ぞ

う

駕が

登と
う

途と

太
は
な
は
だだ

疾は
や

く
し
て
、
清
談
に
陪ば

い

従じ
ゅ
うし

て
欵か

ん

曲き
ょ
くを

究
め
尽
く
す
こ
と
を
獲え

ざ
る
の
み
。
羚れ

い

羊よ
う

皮ひ

一い
っ

片ぺ
ん

、
麁そ

茶さ

二
袋た

い

、
聊い

さ

さ
か
微び

忱し
ん

を
表
す
者
な
り
。
幸ね

が

わ
く
は
浼ば

い

瀆と
く

を
罪つ

み

す
る
こ
と
勿な

か
れ
。
伏ふ

し
て
希
わ
く
は
慈じ

亮り
ょ
う。

道
の
為
め
に
自
重

せ
よ
。
不
備
。

○
掲
載
書
籍
…
［
大
正
蔵
八
一
・
一
二
四
ｃ
～
一
二
五
ａ
］［
訓
註
本
下
・
二
四
六
］。
○
無
夢
和
尚
…
臨
済
宗
聖
一
派
の
無
夢
一
清
（
一

二
九
四
～
一
三
六
八
）
の
こ
と
［
補
1
］。
○
拝
覆
…
頭
語
。『
禅
林
象
器
箋
』
第
二
十
類
言
語
門
「
拝
覆
」
に
「
忠
曰
、
覆
申
覆
也
。
俗

訛
為
反
覆
酬
答
之
義
非
也
」
と
あ
る
。
○
雄
峰
…
こ
こ
で
は
百
丈
山
の
こ
と
で
、
別
名
で
大
雄
峰
と
い
う
［
補
2
］。
○
前
板
座
元
…
前

堂
首
座
の
こ
と
。
首
座
は
、
僧
侶
の
な
か
で
も
手
本
や
模
範
と
な
る
僧
の
こ
と
を
い
う
。「
前
堂
首
座
」
と
は
、
前
堂
の
雲
水
を
指
導
す

る
首
座
の
こ
と
で
、
後
堂
首
座
に
対
し
て
言
う
。「
前
前
板
座
元
」
と
あ
る
の
は
、
前さ

き

の
前
板
座
元
（
前
堂
首
座
）
と
い
う
意
味
。
無
夢

一
清
は
、
在
元
中
に
百
丈
山
の
東
陽
徳
輝
の
も
と
に
あ
っ
て
、
前
板
座
元
を
勤
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
○
違
奉
…
「
違
」
は
離
れ
る
こ

と
。「
奉
」
は
敬
意
を
示
す
副
詞
。
○
風
釆
…
立
ち
居
振
る
舞
い
や
人
柄
。
風
格
。
○
瞻
望
…
遠
く
を
仰
ぎ
見
る
こ
と
。
敬
意
を
も
っ
て

心
の
中
で
慕
い
仰
ぎ
見
る
こ
と
。
○
過
訪
…
訪
問
す
る
こ
と
。
○
忻
慰
…
う
れ
し
く
思
い
慰
め
ら
れ
る
こ
と
。
○
象
駕
…
立
派
な
車
。
人

に
対
す
る
敬
称
と
し
て
も
使
わ
れ
る
。
○
登
途
…
登
程
。
旅
に
出
発
す
る
こ
と
、
旅
立
ち
。
○
清
談
…
世
俗
を
離
れ
た
優
美
な
話
。
高
尚

な
話
。
○
陪
従
…
つ
き
従
う
こ
と
。
お
供
す
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
同
席
す
る
と
い
う
意
。
○
款
曲
…
う
ち
と
け
て
人
と
交
わ
る
。
親
密

な
交
わ
り
。
真
心
の
こ
も
っ
た
会
話
。
○
羚
羊
皮
…
か
も
し
か
の
毛
皮
。
贈
り
物
に
用
い
ら
れ
た
高
級
素
材
。
○
麁
茶
…
粗
末
な
茶
。
質

素
な
茶
の
意
。
○
微
忱
…
わ
ず
か
な
忱
（
ま
こ
と
）。
わ
ず
か
ば
か
り
の
誠
意
。
○
浼
瀆
…
汚
す
こ
と
。
謙
遜
の
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ

る
。
○
慈
亮
…
慈
し
み
の
眼
で
見
る
。
手
紙
の
中
で
相
手
の
了
解
を
望
む
意
と
し
て
常
用
さ
れ
る
。
○
自
重
…
自
身
の
健
康
・
身
を
大
切
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に
す
る
こ
と
。
○
不
備
…
拝
覆
（
頭
語
）
に
対
す
る
結
語
。

［
訳
］
無
夢
和
尚
へ
の
便
り
。

大
雄
峰
（
百
丈
山
）
の
前
前
板
座
元
禅
師
で
あ
ら
れ
た
無
夢
一
清
和
尚
さ
ま
に
お
便
り
申
し
上
げ
ま
す
。
お
別
れ
し
て
か
ら
す

で
に
三
十
有
余
年
が
経
ち
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
日
と
し
て
あ
な
た
様
の
徳
を
慕
わ
な
い
日
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

帰
朝
さ
れ
て
間
も
な
く
、
す
ぐ
に
来
訪
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
大
変
恐
れ
多
い
こ
と
で
す
。
こ
の
上
な
く
喜
ば
し
く
、
と

て
も
言
葉
で
は
言
い
尽
く
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
残
念
な
こ
と
は
、
出
立
が
あ
ま
り
に
も
早
く
、
清
談
の
場
に
同
席
し

て
の
う
ち
と
け
た
会
話
を
す
る
ま
で
の
時
間
が
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
羚れ

い

羊よ
う

皮ひ

の
一
片
と
、
麁そ

茶さ

を
二
袋
、
わ
ず
か
ば
か
り
の

真
心
と
し
て
お
届
け
致
し
ま
す
。
私
の
失
礼
を
ど
う
か
お
許
し
く
だ
さ
い
。
何
卒
、
慈
悲
の
心
で
私
の
気
持
ち
を
お
察
し
下
さ

い
。
仏
道
の
た
め
ご
自
愛
下
さ
い
。
粗
略
な
が
ら
お
返
事
と
い
た
し
ま
す
。

【
贈
答
品
と
し
て
の
茶
】
寂
室
元
光
が
、
無
夢
一
清
に
「
羚
羊
皮
一
片
、
麁
茶
二
袋
」
を
送
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
麁
茶
は

謙
辞
と
考
え
ら
れ
る
。
寂
室
は
寺
内
で
茶
を
栽
培
し
、
茶
を
摘
ん
で
お
り
、
こ
の
茶
摘
み
と
い
う
作
務
を
寂
室
は
極
め
て
重
視

し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
言
う
「
麁
茶
」
は
自
身
の
住
持
す
る
寺
で
採
れ
た
茶
を
送
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
自
分

で
摘
ん
だ
茶
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
自
ら
が
摘
ん
だ
茶
で
あ
れ
ば
こ
そ
「
麁
茶
」
と
い
う
謙
辞
を
用
い
た
可
能
性
が
高

い
。
禅
僧
が
手
摘
み
の
茶
を
送
る
例
と
す
れ
ば
、
鏡
堂
覚
円
が
建
仁
寺
か
ら
、
鎌
倉
の
北
条
貞
時
に
親
収
（
手
摘
み
）
の
「
新

茶
」
を
送
っ
て
い
る
（『
鏡
堂
和
尚
語
録
』
巻
二
「
偈
頌
」、［
鎌
倉
禅
茶
15
―
17
］）。
表
現
上
は
「
麁
茶
二
袋
」
で
あ
る
が
、「
羚
羊

皮
一
片
」
と
共
に
送
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
見
合
う
上
質
の
茶
を
送
っ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
、
茶
に
貴
重
な
贈
り
物
と

し
て
の
位
置
づ
け
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
寂
室
元
光
が
茶
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
を
考
え
る
上
で
、
き
わ
め
て

重
要
な
史
料
で
あ
る
。
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﹇
補
注
﹈

（
1
）	

無
夢
和
尚
…
臨
済
宗
聖
一
派
の
無
夢
一
清
の
こ
と
。
玉
渓
慧
椿
に
参
じ
た
後
、
嘉
元
（
一
三
〇
三
～
一
三
〇
六
）
の
初
め
入
元
し
、

三
十
年
と
長
期
間
の
滞
在
す
る
。
廬
山
の
龍
巌
徳
真
、
雪
峰
山
の
樵
隠
悟
逸
、
百
丈
山
の
東
陽
徳
輝
に
参
ず
る
。
観
応
元
年
（
一
三

五
〇
）
三
月
に
帰
朝
し
、
延
文
四
年
（
一
三
六
一
）
に
東
福
寺
の
第
三
十
世
と
な
る
。
そ
の
後
は
、
中
央
と
距
離
を
お
き
、
師
で
あ

る
玉
渓
慧
椿
ゆ
か
り
の
備
国
（
岡
山
県
）
井
山
宝
福
寺
の
住
持
と
な
っ
た
。

（
2
）	

雄
峰
…
百
丈
山
の
こ
と
。
江
西
省
奉
新
県
の
西
方
に
位
置
す
る
。
西
北
の
最
も
高
所
を
大
雄
峰
と
い
う
。
山
中
に
唐
代
の
馬
祖
道

一
の
法
嗣
で
あ
る
百
丈
懐
海
に
よ
っ
て
開
創
さ
れ
た
大
雄
山
大
智
寿
聖
禅
寺
が
あ
る
。
百
丈
懐
海
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
で
行
わ
れ
た

禅
僧
の
修
行
生
活
は
、
後
に
清
規
と
い
う
形
で
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
地
で
後
に
ま
と
め
ら
れ
た
清
規
を
『
百
丈
清
規
』
と
い
う
が
、

こ
れ
は
早
く
に
失
わ
れ
た
ら
し
い
。
そ
の
後
、
元
統
三
年
（
一
三
三
五
）
に
恵
宗
の
勅
命
に
よ
り
東
陽
徳
輝
が
『
勅
修
百
丈
清
規
』

の
編
纂
を
行
っ
て
い
る
。

［
寂
室
11
］『
永
源
寂
室
和
尚
語
』
下
「
法
語
」

　
　

示
応
山
善
庵
主

昔
出
家
学
道
之
流
、
才
入
衆
来
、
三
蔑
縛
腰
、
執
㸑
負
舂
、
不
憚
労
苦
。
殆
臨
危
亡
之
不
顧
、
蓋
為
法
忘
躯
耳
。
所
以
盧
郎
踏

碓
乎
黄
梅
糟
廠
、
演
祖
主
磨
於
白
雲
山
中
、
百
丈
為
説
大
義
頂
去
開
田
、
木
平
毎
見
新
到
令
其
搬
土
。
或
者
折
薪
論
栄
枯
。
或

者
摘
茶
辦
体
用
。
或
者
斟
井
上
肩
折
担
悟
道
。
或
者
束
桶
失
手
堕
地
了
禅
。
皆
是
外
若
尽
日
順
做
務
而
奔
波
。
内
不
須
臾
忘
参

玄
之
正
念
。
故
往
往
一
機
一
境
、

著
磕
著
。
方
知
此
事
不
必
在
竹
椅
蒲
団
面
壁
静
黙
之
中
。
吾
応
山
善
公
、
自
入
空
門
以
来
、

未
嘗
一
霎
偸
安
逸
体
。
初
開
松
泉
、
今
拠
明
光
。
鑿
山
夷
址
、
穿
崖
引
泉
、
栽
松
種
竹
、
縛
籬
鋤
圃
、
咸
将
躬
為
、
不
敢
欲
役

人
。
酷
有
古
徳
之
風
度
。
遐
邇
靡
不
嘆
服
。
老
拙
与
公
傾
蓋
之
日
雖
不
久
矣
、
其
義
情
濃
厚
無
由
為
喩
。
一
日
出
紙
求
字
。
写
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之
以
酬
其
請
云
。

［
訓
］
応お

う

山ざ
ん

善ぜ
ん

庵あ
ん

主し
ゆ

に
示し

め

す
。

昔
出し

ゅ

家け

学が
く

道ど
う

の
流る

、
才わ

ず

か
に
衆
に
入い

り
来き

た
り
、
三さ

ん

蔑べ
つ

も
て
腰こ

し

を
縛し

ば

り
、
執し

っ

㸑さ
ん

負ふ

舂し
ょ
う、

労ろ
う

苦く

を
憚は

ば
から

ず
。
殆ほ

と

ん
ど
危き

亡ぼ
う

に
臨の

ぞ

ん

で
も
顧か

え
りみ

ざ
る
こ
と
、
蓋け

だ

し
法
の
為た

に
躯か

ら
だを

忘
る
る
の
み
。
所ゆ

え以
に
盧ろ

郎ろ
う

は
碓う

す

を
黄お

う

梅ば
い

の
糟そ

う

廠し
ょ
うに

踏ふ

み
、
演え

ん

祖そ

は
磨ま

を
白は

く

雲う
ん

山さ
ん

中ち
ゅ
うに

主
つ
か
さ
どり

、
百

ひ
ゃ
く

丈じ
ょ
うは

大た
い

義ぎ

を
説と

か
ん
が
為た

め

に
頂い

た
だき

に
去さ

り
て
田
を
開ひ

ら
き
、
木も

く

平へ
い

は
新し

ん

到と
う

を
見み

る
毎ご

と

に
其そ

れ

を
し
て
土
を
搬は

こ

ば

し
む
。
或
は
薪ま

き

を
折お

り
て
栄え

い

枯こ

を
論ろ

ん

じ
、
或
い
は
茶
を
摘
み
て
体た

い

用ゆ
う

を
辦べ

ん

じ
、
或
は
井い

を
斟く

ん
で
肩
に
上あ

げ
担た

ん

を
折お

り
て
道
を

悟さ
と

り
、
或
い
は
桶お

け

を
束た

が

ね
失し

っ

手し
ゅ

に
て
地
に
堕お

と
し
て
禅
を
了り

ょ
うず

。
皆
な
是
れ
外そ

と

に
は
尽じ

ん

日じ
つ

作さ

務む

に
順
じ
て
奔ほ

ん

波ぱ

す
る
が
若ご

と

き
も
、

内
に
は
須し

ゅ

臾ゆ

も
参さ

ん

玄げ
ん

の
正

し
ょ
う

念ね
ん

を
忘わ

す

れ
ず
。
故ゆ

え

に
往お

う

往お
う

に
一い

っ

機き

一い
っ

境き
ょ
う、し
ゅ
く

著
じ
ゃ
く

磕こ
う

著じ
ゃ
くす

。
方ま

さ

に
知し

る
、
此こ

事じ

は
必
ず
し
も
竹ち

く

椅い

蒲ふ

団と
ん

、
面め

ん

壁ぺ
き

静じ
ょ
う

黙も
く

の
中
に
在
ざ
る
こ
と
を
。
吾
が
応お

う

山ざ
ん

の
善ぜ

ん

公こ
う

、
空く

う

門も
ん

に
入い

り
て
よ
り
以い

来ら
い

、
未い

ま

だ
嘗か

つ
て
一い

っ

霎し
ょ
うも

偸と
う

安あ
ん

逸い
っ

体た
い

せ
ず
。
初
め
松

し
ょ
う

泉せ
ん

を
開
き
、
今
明

み
ょ
う

光こ
う

に
拠よ

る
。
山
を
鑿け

ず

り
址あ

と

を
夷た

い

ら
げ
、
崖
を
穿う

が

ち
泉い

ず
みを

引ひ

き
、
松
を
栽う

え
竹
を
種う

え
、
籬ま

が
き

を
縛し

ば

り
圃は

た
けを

鋤す

く
に
、
咸

こ
と
ご
とく

躬み

を
将も

っ

て
為な

し
、
敢あ

え
て
人
を
役や

く

せ
ん
こ
と
を
欲ほ

っ

す
。
酷は

な
はだ

古こ

徳と
く

の
風ふ

う

度ど

有
り
。
遐か

邇じ

嘆た
ん

服ぷ
く

せ
ざ

る
こ
と
靡な

し
。
老ろ

う

拙せ
つ

公こ
う

と
蓋ふ

た

を
傾か

た

む
く
る
こ
と
日
久ひ

さ

し
か
ら
ず
と
雖い

え
ども

、
其そ

の
義ぎ

情じ
ょ
うの

濃の
う

厚こ
う

な
る
こ
と
を
喩た

と

え
と
為な

す
に
由よ

し

無な

し
。
一
日
紙か

み

を
出い

だ

し
字じ

を
求も

と

む
。
之こ

れ

を
写し

ゃ

し
て
以も

っ

て
其そ

の
請し

ょ
うに

酬む
く

ゆ
と
云い

う
。

○
掲
載
書
籍
…
［
大
正
蔵
八
一
・
一
二
九
ｂ
～
ｃ
］［
訓
註
本
下
・
三
四
八
］。
○
応
山
善
庵
主
…
不
詳
。
○
才
入
衆
来
…
纔
入
衆
来
。
始

め
て
僧
侶
の
仲
間
入
り
を
す
る
。
○
三
蔑
縛
腰
…
三
本
の
竹
縄
を
帯
代
わ
り
に
し
て
腰
を
縛
る
［
補
1
］。
○
執
爨
負
舂
…
炊
事
や
米
つ

き
の
典
座
作
務
。「
爨
」
は
か
し
ぐ
、
飯
を
炊
く
。「
舂
」
は
う
す
づ
く
、
臼
で
栗
な
ど
を
つ
く
［
補
2
］。
○
殆
臨
危
亡
之
不
顧
…
あ
や

う
く
身
の
危
険
に
臨
む
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
も
気
に
か
け
な
い
。
○
為
法
忘
躯
…
仏
法
の
た
め
に
我
が
身
命
を
顧
み
な
い
こ
と
［
補

3
］。
○
盧
郎
踏
碓
乎
黄
梅
槽
廠
…
「
六
祖
碓
房
」
の
故
事
［
補
4
］。
○
盧
郎
…
禅
宗
六
祖
の
曹
渓
慧
能
（
六
三
八
～
七
一
三
）
の
こ
と
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［
補
5
］。
○
黄
梅
…
黄
梅
山
の
こ
と
［
補
6
］。
○
演
祖
主
磨
於
白
雲
山
中
…
「
五
祖
磨
事
」
の
故
事
［
補
7
］。
○
演
祖
…
臨
済
宗
楊
岐

派
の
五
祖
法
演
（
？
～
一
一
〇
四
）
の
こ
と
［
補
8
］。
○
白
雲
山
…
安
徽
省
安
慶
市
の
白
雲
山
の
こ
と
［
補
9
］。
○
百
丈
為
説
大
義
頂

去
開
田
…
「
百
丈
開
田
」
の
故
事
［
補
10
］。
○
百
丈
…
唐
代
、
南
獄
下
の
百
丈
惟
政
（
生
没
年
不
詳
）
の
こ
と
［
補
11
］。
○
大
義
…
仏

法
の
大
な
る
道
理
。
○
木
平
見
新
到
令
其
搬
土
…
「
木
平
搬
土
」
の
故
事
［
補
12
］。
○
木
平
…
唐
代
、
青
原
下
の
木
平
善
道
（
生
没
年

不
詳
）
の
こ
と
［
補
13
］。
○
新
到
…
新
参
の
僧
。
○
折
薪
論
栄
枯
…
［
補
14
］。
○
摘
茶
弁
体
用
…
［
補
15
］。
○
体
用
…
物
事
の
本
体

と
そ
の
作
用
。
○
斟
井
上
肩
折
担
悟
道
…
［
補
16
］。
○
束
桶
失
手
堕
地
了
禅
…
［
補
17
］。
○

…
塞
。
ふ
さ
ぐ
。
○
此
事
…
此
の
事
。

仏
法
の
一
大
事
。
○
竹
椅
…
竹
製
の
坐
禅
倚
子
。
○
蒲
団
…
坐
禅
用
の
敷
物
。
○
面
壁
静
黙
…
壁
に
向
か
っ
て
静
か
に
坐
禅
す
る
こ
と
。

こ
の
時
代
は
曹
洞
宗
、
臨
済
宗
の
相
異
な
く
、
壁
に
向
か
う
面
壁
坐
禅
で
あ
っ
た
［
補
18
］。
○
空
門
…
空
の
思
想
を
一
貫
し
て
説
く
こ

と
か
ら
、
仏
教
・
仏
門
の
こ
と
を
指
し
て
い
う
。
○
一
霎
…
ひ
と
し
き
り
。
し
ば
ら
く
の
間
。
○
偸
安
…
一
時
の
安
息
を
貪
る
こ
と
。
怠

け
る
こ
と
。
さ
ぼ
る
こ
と
。
○
逸
体
…
身
を
安
ず
る
。
逸
身
に
同
じ
。
○
松
泉
…
備
中
の
曹
源
寺
に
あ
っ
た
松
泉
庵
を
指
す
か
［
補
19
］。

○
明
光
…
不
詳
。
○
鑿
山
夷
址
…
鑿
山
は
山
を
切
り
開
い
て
道
や
河
を
通
す
こ
と
。
夷
址
で
跡
地
で
平
ら
に
し
た
こ
と
を
指
す
。
松
泉
庵

を
開
山
す
る
際
に
、
山
を
切
り
開
き
、
跡
地
を
平
ら
に
し
た
こ
と
を
指
す
。
○
栽
松
種
竹
…
作
務
な
ど
の
労
作
の
修
行
。
そ
の
代
表
的
な

も
の
と
し
て
松
や
竹
が
植
え
ら
れ
る
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
［
補
20
］。
○
栽
松
…
『
臨
済
録
』「
臨
済
栽
松
」
の
故
事
を
踏
ま
え

る
［
補
21
］。
○
籬
…
か
き
。
ま
が
き
。
竹
や
木
の
枝
を
粗
く
編
ん
だ
か
き
ね
の
こ
と
。
○
圃
…
は
た
け
の
こ
と
。
○
古
徳
…
古
の
徳
の

高
い
人
。
昔
の
有
徳
の
人
。
昔
の
高
徳
の
僧
。
○
風
度
…
な
り
ふ
り
や
お
も
む
き
を
表
す
言
葉
で
、
す
ぐ
れ
た
様
子
や
気
高
い
人
格
の
こ

と
を
指
す
。
○
遐
邇
…
遠
近
に
同
じ
。
遠
い
所
と
近
い
所
。
ま
た
そ
の
人
々
。
○
嘆
服
…
歎
服
に
同
じ
。
感
服
す
る
こ
と
。
感
心
し
て
心

か
ら
従
う
こ
と
。
○
傾
蓋
之
日
…
知
り
合
っ
て
か
ら
の
日
数
［
補
22
］。
○
義
情
…
「
義
」
は
真
理
。「
情
」
は
誠
実
さ
や
他
人
へ
の
思
い

や
り
。

［
訳
］
応
山
善
庵
主
に
示
す
。

昔
出
家
学
道
の
僧
侶
は
、
初
め
て
大
衆
の
中
に
入
っ
た
ば
か
り
の
頃
か
ら
、
三
本
の
竹
縄
で
腰
を
縛
り
、
炊
事
や
臼
づ
き
を
し
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て
、
そ
の
苦
労
を
い
と
わ
な
か
っ
た
。
身
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
っ
て
も
顧
み
る
こ
と
な
く
修
行
し
て
い
た
が
、
ま
さ
に

仏
法
の
為
に
そ
の
身
命
を
忘
れ
て
修
行
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
廬
行
者
（
慧
能
）
は
黄
梅
山
の
米
つ
き
小
屋
で
碓
を

踏
み
、
法
演
は
白
雲
山
で
磨
事
を
つ
か
さ
ど
り
、
百
丈
は
仏
法
の
大
義
を
説
く
前
に
先
に
〔
僧
と
共
に
〕
田
を
開
き
に
行
き
、

木
平
は
新
到
を
見
る
ご
と
に
土
を
運
ば
せ
た
の
で
あ
る
。
あ
る
時
は
薪
を
割
り
な
が
ら
栄
枯
盛
衰
〔
の
道
理
〕
を
語
り
、
あ
る

時
は
茶
を
摘
み
な
が
ら
体
用
を
論
じ
、
あ
る
時
は
井
戸
か
ら
水
を
汲
ん
で
肩
に
上
げ
、
担
ぎ
棒
を
折
っ
て
仏
道
を
悟
り
、
あ
る

時
は
桶
を
束
ね
る
最
中
に
手
が
滑
っ
て
地
面
に
落
と
し
た
と
こ
ろ
で
会
得
し
た
。
そ
れ
ら
す
べ
て
が
外
か
ら
は
一
日
中
作
務
に

追
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
内
に
は
少
し
ば
か
り
も
玄
妙
な
道
理
を
探
る
と
い
う
正
し
い
思
い
を
忘
れ
た
こ
と
は
な

か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
し
ば
し
ば
一
つ
の
機
縁
や
一
つ
の
境
地
に
お
い
て
、
塞
っ
た
り
ぶ
つ
か
っ
た
り
し
て
悟
る
の
で
あ
る
。

必
ず
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
此
の
事
（
仏
法
の
一
大
事
）
は
必
ず
し
も
竹
椅
や
蒲
団
に
て
、
面
壁
し
な
が
ら
静
か
に

坐
禅
し
て
い
る
こ
と
の
中
の
み
に
あ
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
応
山
善
庵
主
は
、
仏
門
（
禅
門
）
に
入
っ
て
以

来
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
わ
ず
か
な
時
間
で
さ
え
怠
け
た
り
身
体
を
休
め
た
こ
と
が
な
い
。
ま
ず
松
泉
を
開
山
し
、
今
は
明
光
を

拠
点
と
し
て
い
る
。
山
を
切
り
開
い
て
地
面
を
な
ら
し
、
崖
を
削
っ
て
泉
か
ら
水
を
引
き
、
松
や
竹
を
植
え
、
ま
が
き
を
編
ん

で
、
畑
を
耕
し
た
が
、
そ
れ
ら
す
べ
て
自
分
自
身
で
行
い
、
敢
え
て
他
者
の
手
を
借
り
な
か
っ
た
。
真
に
古
徳
の
風
格
が
あ
り
、

誰
も
が
み
な
感
服
し
た
の
で
あ
る
。
私
は
善
庵
主
と
知
り
合
っ
て
親
交
を
始
め
て
か
ら
間
も
な
い
が
、
そ
の
奥
深
い
真
理
と
そ

の
思
い
は
他
に
た
と
え
よ
う
が
な
い
。
あ
る
日
、〔
善
庵
主
が
〕
紙
を
出
し
て
文
字
を
求
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
応
じ
て
こ
の
文

を
書
い
て
そ
の
思
い
に
報
い
た
。

【
摘
茶
】
こ
こ
で
は
、
茶
を
摘
む
こ
と
の
古
則
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
み
な
の
で
、
直
接
的
な
喫
茶
史
料
と
は
言
え
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
寂
室
は
摘
茶
を
含
む
種
々
の
作
務
を
列
記
し
た
上
で
、「
此
事
は
必
ず
し
も
竹
椅
蒲
団
、
面
壁
静
黙
の
中
に
在
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ざ
る
こ
と
を
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
寂
室
元
光
は
作
務
を
坐
禅
と
同
様
に
、
禅
の
此
事
（
一
大
事
因
縁
）

を
会
得
す
る
修
行
の
一
つ
だ
と
理
解
し
て
お
り
、
そ
の
代
表
的
な
作
務
の
一
つ
と
し
て
摘
茶
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

茶
を
摘
む
こ
と
は
、
寂
室
元
光
に
と
っ
て
、
極
め
て
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
他
の
史
料
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
茶
を

摘
む
こ
と
が
ま
さ
に
此
事
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
大
切
な
修
行
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
、
極

め
て
貴
重
な
史
料
と
言
え
る
。

﹇
補
注
﹈

（
1
）	

三
蔑
縛
腰
…
『
五
灯
会
元
』
巻
五
の
薬
山
惟
儼
章
に
「
一
日
、
祖
問
、
子
近
日
見
処
作
麼
生
。
師
曰
、
皮
膚
脱
落
尽
、
唯
有
二

一

真
実
一。
祖
曰
、
子
之
所
得
、
可
レ

謂
二

協
於
心
体
一、
布
二

於
四
肢
一。
既
然
如
レ

是
将
二

三
条
篾
一

束
二

取
肚
皮
一、
随
レ

処
住
レ

山
去
。
師
曰
、

某
甲
又
是
何
人
、
敢
言
レ

住
レ

山
。
祖
曰
、
不
レ

然
。
未
レ

有
二

常
行
而
不
一レ

住
。
未
レ

有
二

常
住
而
不
一レ

行
。
欲
レ

益
無
レ

所
レ

益
、
欲
レ

為
無
レ

所
レ

為
。
宜
作
二

舟
航
一。
無
二

久
住
此
一。
師
乃
辞
レ

祖
返
二

石
頭
一

」（
続
蔵
一
三
八
・
八
二
ｂ
）
と
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
た
、『
天
目
明

本
禅
師
雑
録
』「
松
花
廩
歌
」「
半
生
幻
住
西
天
目
、
毎
愛
二

好
山
一

如
二

骨
肉
一。
破
レ

鐺
無
レ

米
不
レ

下
レ

床
、
痩
腰
三
蔑
従
レ

教
」（
続
蔵

一
二
二
・
三
七
五
ｂ
）
な
ど
も
踏
ま
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
2
）	

執
爨
負
舂
…
炊
事
や
米
つ
き
の
典
座
作
務
。『
禅
林
宝
訓
』
巻
一
「
浮
山
遠
和
尚
曰
、
古
人
親
レ

師
択
レ

友
、
暁
夕
不
二

敢
自
怠
一。
至
二

於
執
爨
・
負
舂
・
陸
沈
賤
役
一、
未
二

嘗
憚
一レ

労
。
予
在
二

葉
県
一

備
曽
試
レ

之
。
然
一
有
下

顧
二

利
害
一

較
中

得
失
之
心
上、
則
依
違
・
姑
息
靡
レ

所
レ

不
レ

至
。
且
身
既
不
レ

正
、
又
安
能
レ

学
レ

道
乎
」（
大
正
蔵
四
八
・
一
〇
一
八
ａ
）、『
天
目
中
峰
広
録
』
巻
十
一
「
山
房
夜
話
中
」

「
及
達
磨
東
レ

邁
、
百
丈
未
レ

生
、
牛
頭
横
二

出
一
枝
一、
南
北
宗
分
二

両
𣲖
一。
皆
腰
レ

鎌
荷
レ

鍤
、
火
種
・
刀
耕
執
レ

㸑
負
レ

舂
、
鶉
衣
丐
レ

食
、

鉄
石
身
心
、
冰
霜
懐
抱
、
以
二

仏
祖
大
事
因
縁
一

一
肩
負
荷
、
了
無
二

畏
怯
一、
蓋
行
処
既
親
、
所
レ

到
必
的
矣
」（
大
蔵
経
補
編
二
五
・

八
〇
一
ａ
）。

（
3
）	

為
法
忘
躯
…
『
六
祖
壇
経
』「
行
由
第
一
」「
次
日
、
祖
潜
至
二

碓
坊
一、
見
二

能
腰
レ

石
舂
一レ

米
、
語
曰
、
求
レ

道
之
人
、
為
レ

法
忘
レ

軀
、

当
如
レ

是
乎
。
乃
問
曰
、
米
熟
也
未
。
恵
能
曰
、
米
熟
久
矣
。
猶
欠
レ

篩
在
。
祖
以
レ

杖
撃
碓
二

三
下
一

而
去
。
恵
能
即
会
二

祖
意
一、
三
鼓
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入
室
」（
大
正
蔵
四
八
・
三
四
九
ａ
）。

（
4
）	

盧
郎
踏
碓
乎
黄
梅
槽
廠
…
「
六
祖
碓
房
」
の
故
事
。『
五
灯
会
元
』
巻
一
の
五
祖
弘
忍
章
に
「
咸
亨
中
有
二

一
居
士
一。
姓
盧
名
二

慧
一

能
。
自
二

新
二

州
一

来
参
謁
一。
祖
問
曰
、
汝
自
何
来
。
盧
曰
、
嶺
南
。
祖
曰
、
欲
須
二

何
事
一。
盧
曰
、
唯
求
レ

作
レ

仏
。
祖
曰
、
嶺
南
人
無
二

仏
性
一。
若
為
レ

得
レ

仏
。
盧
曰
、
人
即
有
二

南
北
一、
仏
性
豈
然
。
祖
知
二

是
異
人
一。
乃
訶
曰
、
著
槽
廠
去
。
盧
礼
足
而
退
、
便
入
二

碓
房
一、

服
二

労
於
杵
臼
之
間
一、
昼
夜
不
レ

息
」（
続
蔵
一
三
八
・
一
八
ｃ
）
と
あ
る
。

（
5
）	

盧
郎
…
禅
宗
六
祖
の
曹
渓
慧
能
の
こ
と
。
范
陽
（
河
北
省
）
の
盧
氏
。
新
州
（
広
東
省
）
に
生
ま
る
。
五
祖
弘
忍
の
法
を
嗣
ぐ
。

韶
州
（
広
東
省
）
曲
江
県
の
曹
渓
山
宝
林
寺
（
後
の
南
華
寺
）
で
禅
風
を
発
揮
し
た
。
大
鑑
慧
能
、
六
祖
慧
能
と
も
い
う
。
著
作
に

『
金
剛
経
解
義
』
が
あ
る
。
門
下
に
は
青
原
行
思
、
南
嶽
懐
譲
、
荷
沢
神
会
な
ど
が
あ
り
、
後
世
に
い
た
っ
て
発
生
し
た
五
家
七
宗

の
禅
は
す
べ
て
慧
能
の
法
系
か
ら
展
開
し
た
。

（
6
）	

黄
梅
…
蘄
州
（
湖
北
省
）
黄
梅
県
西
四
〇
里
に
あ
り
、
梅
が
多
い
の
で
こ
の
名
が
あ
る
。
こ
の
黄
梅
の
地
は
、
四
祖
道
信
や
、
五

祖
弘
忍
の
東
山
法
門
の
本
拠
地
で
あ
り
、
黄
梅
の
西
南
城
外
に
五
祖
弘
忍
が
活
躍
し
た
東
禅
寺
が
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
黄
梅
は
、
五

祖
弘
忍
の
活
躍
し
、
六
祖
慧
能
が
受
法
し
た
東
禅
寺
の
こ
と
を
指
す
。

（
7
）	

演
祖
主
磨
於
白
雲
山
中
…
「
五
祖
磨
事
」
の
故
事
。『
五
灯
会
元
』
巻
十
九
の
五
祖
法
演
章
に
「
師
潸
然
礼
辞
。
至
二

白
雲
一、
遂
挙

レ

僧
問
二

南
泉
摩
尼
珠
話
一、
請
レ

問
。
雲
叱
レ

之
。
師
領
悟
。
献
二

投
機
偈
一

曰
、
山
前
一
片
閑
田
地
。
叉
手
叮
嚀
問
二

祖
翁
一。
幾
度
売
来
、

還
自
買
、
為
レ

憐
三

松
竹
引
二

清
風
一。
雲
特
印
可
、
令
レ

掌
二

磨
事
一

」（
続
蔵
一
三
八
・
三
六
五
ｂ
）
と
あ
る
。

（
8
）	

演
祖
…
臨
済
宗
楊
岐
派
の
五
祖
法
演
の
こ
と
。
綿
州
（
四
川
省
）
の
鄧
氏
。
白
雲
守
端
の
法
を
嗣
ぐ
。
蘄
州
（
湖
北
省
）
の
五
祖

山
（
東
山
）
に
お
い
て
、
楊
岐
派
の
宗
風
を
挙
揚
し
た
。
弟
子
に
圜
悟
克
勤
・
仏
鑑
慧
懃
・
仏
眼
清
遠
の
三
仏
が
い
る
。『
法
演
禅

師
語
録
』
三
巻
が
あ
る
。

（
9
）	

白
雲
山
…
舒
州
（
安
徽
省
）
安
慶
府
桐
城
県
の
東
一
二
〇
里
に
あ
り
、
山
中
に
は
白
雲
巌
山
海
会
禅
寺
が
あ
る
。
白
雲
守
端
が
住

し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

（
10
）	

百
丈
為
説
大
義
頂
去
開
田
…
「
百
丈
開
田
」
の
故
事
。『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
九
の
百
丈
惟
政
章
に
「
一
日
謂
僧
曰
、
汝
与
レ

我
開
レ



南北朝期禅僧喫茶史料集成並びに訓註（一）

187

田
了
、
我
為
レ

汝
説
二

大
義
一。
僧
開
レ

田
了
帰
、
請
三

師
説
二

大
義
一。
師
乃
展
二

開
両
手
一

」（
大
正
蔵
五
一
・
三
五
八
ｃ
）。

（
11
）	

百
丈
…
南
獄
下
の
百
丈
惟
政
の
こ
と
。
百
丈
懐
海
の
法
を
嗣
ぐ
。
一
説
に
馬
祖
道
一
の
法
嗣
と
も
。
浬
柴
和
尚
。
洪
州
（
江
西

省
）
奉
新
県
の
百
丈
山
二
世
。
細
か
な
行
実
は
不
明
。

（
12
）	
木
平
見
新
到
令
其
搬
土
…
「
木
平
搬
土
」
の
故
事
。『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
十
の
木
平
善
道
章
に
「
師
凡
有
二

新
到
僧
一、
未
レ

許
二

参

礼
一、
先
令
レ

運
二

土
三
担
一。
而
示
レ

偈
曰
、
南
山
路
仄
東
山
低
。
新
到
莫
レ

辞
二

三
転
泥
一。
嗟
汝
在
レ

途
経
二

日
久
一、
明
明
不
レ

暁
却
成
レ

迷
」（
大
正
蔵
五
一
・
三
七
〇
ａ
）。

（
13
）	

木
平
…
青
原
下
の
木
平
善
道
の
こ
と
。
袁
州
の
盤
龍
可
文
の
法
を
嗣
ぐ
。
真
寂
禅
師
と
諡
す
る
。
詳
し
い
行
実
は
不
明
。『
景
徳

伝
灯
録
』
二
十
、『
聯
灯
会
要
』
二
十
五
、『
五
灯
会
元
』
巻
六
の
木
平
善
道
章
に
は
、
木
平
が
金
陵
の
李
氏
に
招
か
れ
て
、
問
答
を

し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）	

折
薪
論
栄
枯
…
『
五
灯
会
元
』
巻
五
の
薬
山
惟
儼
章
に
、「
道
吾
、
雲
巌
侍
立
次
、
師
指
二

按
山
上
枯
栄
二
樹
一、
問
二

道
吾
一

曰
、
枯

者
是
、
栄
者
是
。
吾
曰
、
栄
者
是
。
師
曰
、
灼
然
一
切
処
、
光
明
燦
爛
去
。
又
問
二

雲
巌
一、
枯
者
是
、
栄
者
是
、
巌
曰
、
枯
者
是
。

師
曰
、
灼
然
一
切
処
、
放
教
枯
淡
去
。
高
沙
弥
忽
至
。
師
曰
、
枯
者
是
、
栄
者
是
。
弥
曰
、
枯
者
従
レ

他
枯
。
栄
者
従
他
レ

栄
。
師
顧
二

道
吾
一

．
雲
巌
曰
、
不
是
、
不
是
」（
続
蔵
一
三
八
・
八
二
ｃ
）
と
あ
る
栄
枯
を
語
っ
た
も
の
を
踏
ま
え
る
。
こ
こ
に
は
、
折
薪
と
い

う
話
は
見
え
な
い
が
、『
五
灯
会
元
』
巻
十
八
の
仏
心
本
才
章
に
「
窃
三

観
隣
案
僧
読
二

曹
洞
広
録
一。
至
二

薬
山
一

採
レ

薪
帰
。
有
レ

僧
問
、

甚
麼
処
来
。
山
曰
、
討
レ

柴
来
。
僧
指
二

腰
下
刀
一

曰
、
鳴
剝
剝
、
是
箇
甚
麼
。
山
㧞
レ

刀
作
レ

斫
勢
。
師
忽
欣
然
、
摑
二

隣
案
僧
一

一
掌
。

掲
レ

簾
趨
出
、
衝
口
説
レ

偈
曰
、
徹
、
徹
。
大
海
乾
枯
、
虗
空
迸
裂
。
四
方
八
面
絶
二

遮
攔
一、
万
象
森
羅
斉
漏
泄
」（
続
蔵
一
三
八
・
三

四
八
ｂ
）
と
あ
り
、『
曹
洞
広
録
』
に
記
さ
れ
て
い
た
薬
山
が
採
薪
し
た
際
の
問
答
な
ど
の
情
報
が
合
わ
さ
っ
た
も
の
か
。

（
15
）	

摘
茶
弁
体
用
…
既
出
［
寂
室
3
］。

（
16
）	

斟
井
上
肩
折
担
悟
道
…
『
五
灯
会
元
』
巻
十
六
の
天
衣
義
懐
章
に
「
礼
二

明
覚
於
翠
峰
一。
覚
問
、
汝
名
甚
麼
。
曰
、
義
懐
。
覚
曰
、

何
不
レ

名
二

懐
義
一。
曰
、
当
時
致
得
。
覚
曰
、
誰
為
レ

汝
立
レ

名
。
曰
、
受
戒
来
十
年
矣
。
覚
曰
、
汝
行
脚
費
二

却
多
少
草
鞋
一。
曰
、
和

尚
莫
レ

瞞
レ

人
好
。
覚
曰
、
我
也
没
二

量
罪
過
一。
汝
也
没
二

量
罪
過
一。
你
作
麼
生
。
師
無
語
。
覚
打
曰
、
脱
レ

空
謾
語
漢
出
去
。
入
室
次
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覚
曰
、
恁
麼
也
不
レ

得
。
不
二

恁
麼
一

也
不
レ

得
。
恁
麼
不
恁
麼
総
不
レ

得
。
師
擬
議
。
覚
又
打
出
。
如
是
者
数
四
。
尋
為
二

水
頭
一。
因
汲
レ

水
折
レ

担
忽
悟
。
作
二

投
機
偈
一

曰
、
一
二
三
四
五
六
七
。
万
仞
峰
頭
独
足
立
。
驪
龍
頷
下
奪
二

明
珠
一。
一
言
勘
二

破
維
摩
詰
一

」（
続
蔵

一
三
八
・
三
〇
二
ａ
）。

（
17
）	
束
桶
失
手
堕
地
了
禅
…
『
五
灯
会
元
』
巻
十
四
の
真
歇
清
了
章
に
「
師
一
日
入
レ

厨
看
レ

煑
レ

麺
次
、
忽
桶
底
脱
。
衆
皆
失
レ

声
。
曰
、

可
二

惜
許
一。
師
曰
、
桶
底
脱
自
合
二

歓
喜
一。
因
二

甚
麼
一

却
煩
悩
。
僧
曰
、
和
尚
即
得
。
師
曰
、
灼
然
。
可
レ

惜
二

許
一
桶
麺
一

」（
続
蔵
一

三
八
・
二
七
〇
ｂ
）、『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
二
十
二
の
雲
峰
文
悦
章
に
、「
地
坐
二

後
架
一。
架
下
束
破
桶
盆
自
レ

架
而
堕
。
忽
開
悟
。
頓

見
二

芝
従
前
用
処
一。
走
搭
二

伽
梨
一

」（
続
蔵
一
三
七
・
二
六
五
ａ
）。

（
18
）	

面
壁
静
黙
…
中
世
日
本
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
面
壁
坐
禅
に
つ
い
て
は
、
舘
隆
志
「
鎌
倉
期
の
禅
林
に
お
け
る
面
壁
坐
禅
」

『
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』
第
十
二
号
、
二
〇
一
一
年
。
同
「
江
戸
期
の
禅
林
に
お
け
る
面
壁
坐
禅
」『
曹
洞
宗

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』
第
十
四
号
、
二
〇
一
三
年
。
同
「
文
献
に
み
る
坐
禅
の
変
遷
」
禅
文
化
研
究
所
編
『
新 

坐

禅
の
す
す
め
』
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
二
一
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
19
）	

松
泉
…
［
寂
室
抄
］
に
「
松
泉
。
疑
是
備
中
ツ
ヽ
山
松
泉
庵
歟
。
今
現
曹
源
寺
末
庵
明
光
、
在
二

備
中
国
一

未
二

分
明
一。
云
二

明
光
寺
一

歟
」
と
あ
る
。
ま
た
、
松
泉
庵
に
つ
い
て
『
瑞
石
歴
代
雑
記
』
巻
一
の
至
徳
元
年
（
一
三
八
四
）
条
に
「
松
嶺
、
備
中
に
在
り
し
時
、

英
（
霊
仲
禅
英
）
を
招
い
て
松
泉
庵
に
居
し
め
て
往
来
道
話
す
」
と
あ
る
。「
松
嶺
」
は
寂
室
の
法
嗣
に
松
嶺
道
秀
（
一
三
三
〇
～

一
四
一
七
）、
霊
仲
禅
英
（
一
三
三
〇
～
一
四
一
〇
）
は
そ
れ
ぞ
れ
寂
室
元
光
の
法
嗣
。

（
20
）	

栽
松
種
竹
…
『
天
聖
広
灯
録
』
巻
十
五
の
穴
山
延
昭
章
に
「
問
、
如
何
是
钁
頭
辺
事
。
師
云
、
山
前
一
片
閑
田
地
、
種
レ

竹
栽
レ

松

一
境
寬
」
と
あ
り
、「
钁
頭
辺
事
」
す
な
わ
ち
作
務
な
ど
の
労
作
の
修
行
と
し
て
、「
種
竹
栽
松
」
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
禅
寺
で
松

や
竹
を
植
え
る
こ
と
は
作
務
の
代
表
的
な
こ
と
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、『
仏
光
国
師
語
録
』
巻
三
「
建

長
寺
語
録
」「
上
堂
。
福
山
無
二

本
拠
一。
一
味
説
脱
レ

空
。
有
時
暗
中
抛
レ

号
、
有
時
換
レ

手
点
レ

胸
。
朝
看
二

南
北
一、
暮
看
二

西
東
一。
乗
レ

風
不
レ

如
レ

歩
レ

月
。
種
レ

竹
不
レ

如
レ

栽
レ

松
」（
大
正
蔵
八
〇
・
一
五
〇
ｃ
）
と
あ
る
よ
う
に
、
禅
寺
で
は
松
を
栽
培
す
る
こ
と
の
方
が

重
視
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
臨
済
栽
松
」
の
故
事
に
依
る
と
推
定
さ
れ
る
。
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（
21
）	

栽
松
…
『
臨
済
録
』「
師
栽
レ

松
次
、
黄
檗
問
、
深
山
裏
栽
二

許
多
一

作
二

什
麼
一。
師
云
、
一
与
二

山
門
一

作
二

境
致
一、
二
与
二

後
人
一

作
二

標
榜
一。
道
了
、
将
二

钁
頭
一

打
レ

地
三
下
。
黄
檗
云
、
雖
二

然
如
一レ

是
、
子
已
喫
二

吾
三
十
棒
一

了
也
。
師
又
以
二

钁
頭
一

打
レ

地
三
下
、
作
二

嘘
嘘
声
一。
黄
檗
云
、
吾
宗
到
レ

汝
、
大
興
二

於
世
一

」。

（
22
）	
傾
蓋
之
日
…
知
り
合
っ
て
か
ら
の
日
数
。「
傾
蓋
」
は
車
蓋
（
車
を
覆
う
か
さ
の
よ
う
な
も
の
）
を
接
し
合
っ
て
語
り
合
う
こ
と
。

『
孔
子
家
語
』
に
「
孔
子
之
レ

郯
。
遭
二

程
子
於
塗
一。
傾
レ

蓋
而
語
。
終
日
甚
相
親
」
と
あ
る
。

［
寂
室
12
］『
永
源
寂
室
和
尚
語
』
下
「
法
語
」

 　
　

示
園
林
方
長
老

言
前
領
旨
、
句
外
明
宗
。
独
立
乾
坤
、
眼
空
宇
宙
。
若
約
衲
僧
門
下
、
則
喚
来
教
他
洗
脚
始
得
。
這
般
現
成
説
話
、
正
是
家
常

茶
飯
。
宜
且
高
閣
。
真
個
要
欲
截
断
生
死
根
株
拶
到
仏
祖
田
地
、
当
須
退
歩
、
就
己
頻
下
鈍
工
、
参
取
趙
州
無
字
。
是
則
把
本

修
行
也
。
園
林
圭
岩
長
老
、
雖
既
住
院
匡
徒
、
以
大
事
因
縁
為
念
、
獲
見
問
及
。
厥
志
可
嘉
。
仍
迅
筆
以
贈
云
。

［
訓
］
園お

ん

林り
ん

の
方ほ

う

長
老
に
示
す
。

言ご
ん

前ぜ
ん

に
旨し

を
領り

ょ
うじ

、
句く

外が
い

に
宗し

ゅ
うを

明あ
き

ら
む
。
独
り
乾け

ん

坤こ
ん

に
立
ち
、
眼ま

な
こ宇う

宙ち
ゅ
うを

空く
う

ず
。
若も

し
衲の

っ

僧そ
う

門も
ん

下か

に
約や

く

せ
ば
、
則す

な
わち

喚よ

び
来き

た
り
て
、
他か

れ

を
し
て
脚
を
洗あ

ら

わ
せ
し
め
て
始は

じ

め
て
得え

ん
。
這し

ゃ

般は
ん

の
現げ

ん

成じ
ょ
うの

説せ
つ

話わ

、
正ま

さ

に
是こ

れ
家か

常じ
ょ
う茶さ

飯は
ん

な
り
。
宜よ

　
ろ且

し
く
高こ

う

閣か
く

す
べ
し
。
真し

ん

個こ

に
生し

ょ
う死じ

の
根こ

ん

株し
ゅ

を
截さ

い

断だ
ん

し
仏
祖
の
田
地
を
拶さ

っ

到と
う

せ
ん
こ
と
を
要ほ

　
っ欲

せ
ば
、
当ま

さ

に
須す

べ
から

く
歩
を
退し

り
ぞき

、
己お

の
れに

就つ

い

て
頻
り
に
鈍ど

ん

工こ
う

に
下く

だ

り
、
趙

じ
ょ
う

州し
ゅ
う

無む

字じ

を
参さ

ん

取し
ゅ

す
べ
し
。
是こ

れ
則す

な
わち

本
を
把と

り
て
修し

ゅ

行ぎ
ょ
うす

る
な
り
。
園
林
圭け

い

岩が
ん

長
老
、
既
に
院

に
住
し
て
徒
を
匡た

だ

す
と
雖い

え
ども

、
大だ

い

事じ

因い
ん

縁ね
ん

を
以も

っ

て
念
と
為な

し
、
獲か

く

見け
ん

し
問も

ん

及き
ゅ
うす

。
厥そ

の
志
を
嘉よ

み

す
可べ

し
。
仍す

な
わち

迅し
ん

筆ひ
つ

に
以も

っ

て
贈お

く

り
て
云い

う
。
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○
掲
載
書
籍
…
［
大
正
蔵
八
一
・
一
三
一
ｃ
］［
訓
註
本
下
・
三
九
〇
］。
○
園
林
方
長
老
…
臨
済
宗
大
覚
派
の
圭
巌
方
（
生
没
年
不
詳
）

の
こ
と
。
詳
細
は
不
明
［
補
1
］。
○
宗
旨
…
宗
の
要
旨
。
宗
門
の
奥
義
。
○
乾
坤
…
天
と
地
。
○
宇
宙
…
ひ
さ
し
と
は
り
。
空
間
と
時

間
。
天
地
世
界
。
○
洗
脚
…
坐
禅
前
に
足
を
洗
う
こ
と
［
補
2
］。
○
現
成
…
あ
り
の
ま
ま
に
現
れ
る
こ
と
。
○
家
常
茶
飯
…
尋
常
茶
飯
。

日
常
の
飯
を
食
べ
茶
を
飲
む
こ
と
［
補
3
］。
○
高
閣
…
こ
う
か
く
。
高
い
と
こ
ろ
に
放
置
す
る
。
○
仏
祖
田
地
…
菩
薩
の
境
地
。
祖
師

の
境
地
。
○
就
己
…
自
己
を
か
え
り
み
る
。
○
己
頻
下
鈍
工
…
［
補
4
］。
○
鈍
工
…
時
間
を
か
け
て
コ
ツ
コ
ツ
し
た
努
力
。
地
道
な
努

力
。
○
趙
州
無
字
…
「
趙
州
無
字
」
の
公
案
［
補
5
］。
○
大
事
…
一
大
事
。
一
大
事
因
縁
。
も
っ
と
も
重
大
な
因
縁
。
一
大
事
の
た
め

の
因
縁
。
仏
法
の
一
大
事
。
○
獲
見
…
お
会
い
す
る
機
会
を
え
る
こ
と
。
○
問
及
…
尋
ね
て
そ
の
こ
と
に
話
が
及
ぶ
こ
と
。

［
訳
］
園
林
の
方
長
老
に
示
す
。

言
葉
に
出
る
前
に
そ
の
旨
を
領
解
し
、
言
葉
の
句
を
超
え
て
宗
旨
を
明
ら
か
に
す
る
。
天
地
に
独
り
立
ち
、
そ
の
眼
で
宇
宙
に

一
切
空
を
見
る
。
も
し
こ
れ
を
衲
僧
の
門
下
に
あ
て
は
め
れ
ば
、
呼
び
寄
せ
て
脚
を
洗
い
〔
そ
こ
で
祖
師
西
来
意
を
問
う
て
こ

そ
〕
よ
う
や
く
得
ら
れ
る
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
現
成
の
説
話
は
、
ま
さ
に
日
常
茶
飯
の
類
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
棚
上
げ
し
よ
う
。

ま
こ
と
に
生
死
の
根
本
を
截
ち
切
り
、
仏
祖
の
境
地
に
逼
り
至
ろ
う
と
望
む
な
ら
ば
、
ま
さ
に
一
歩
を
退
い
て
、
己
自
身
が
た

び
た
び
愚
鈍
な
修
行
僧
と
な
り
、「
趙
州
の
無
字
」
の
公
案
に
参
禅
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
、
本
質
を
と
ら
え
て
修
行
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
園
林
圭
岩
長
老
は
、
す
で
に
住
院
し
て
修
行
僧
を
指
導
す
る
立
場
に
な
っ
て
い
る
が
、
一
大
事
の
因

縁
を
心
に
思
い
、
直
接
面
会
し
て
質
問
さ
れ
た
の
だ
。
そ
の
志
は
大
変
す
ば
ら
し
い
と
思
う
。
そ
こ
で
速
筆
を
も
っ
て
こ
れ
を

贈
る
。

【
家
常
茶
飯
】
直
接
的
な
喫
茶
史
料
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
あ
る
説
法
を
「
家
常
茶
飯
」
と
評
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
禅
院
に

お
い
て
は
実
際
に
日
常
の
喫
茶
が
一
般
化
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
説
得
力
を
持
つ
言
葉
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
、
南
北
朝
時
代
に
お
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い
て
禅
林
で
は
日
常
的
に
茶
が
飲
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

﹇
補
注
﹈

（
1
）	
園
林
方
長
老
…
臨
済
宗
大
覚
派
の
圭
巌
方
（
生
没
年
不
詳
）
の
こ
と
。
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、『
永
源
寂
室
和
尚
語
』
上
「
偈

頌
」「
寄
圭
巌
方
書
記
〈
時
住
円
林
寺
〉」「
吾
兄
帰
二

隠
旧
園
林
一、
衰
朽
猶
居
二

雲
壑
深
一。
又
是
天
寒
歳
云
暮
、
擁
レ

炉
聴
レ

雪
憶
二

知 
心
一

」（
大
正
蔵
八
一
・
一
〇
五
ａ
）
が
あ
り
、「
吾
兄
」
と
い
う
表
現
か
ら
は
、
寂
室
元
光
の
兄
弟
子
と
推
定
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、

約
翁
徳
倹
の
も
と
で
同
門
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
永
源
寺
で
書
記
を
務
め
て
い
る
際
に
、
園
林
寺
の
住
持
と
な
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

（
2
）	

洗
脚
…
足
を
洗
う
。
行
脚
僧
が
一
寺
に
掛
搭
す
る
際
に
、
よ
ご
れ
た
足
を
洗
う
こ
と
。『
臨
済
録
』「
趙
州
行
脚
時
参
レ

師
、
遇
二

師

洗
一レ

脚
次
、
州
便
問
、
如
何
是
祖
師
西
来
意
。
師
云
、
恰
值
二

老
僧
洗
一レ

脚
、
州
近
前
作
二

聴
勢
一。
師
云
、
更
要
二

第
二
杓
悪
水
潑
在
一。

州
便
下
去
」（
大
正
蔵
四
七
・
五
〇
四
ａ
）、『
古
尊
宿
語
録
』
巻
十
四
「
趙
州
真
際
禅
師
語
録
之
余
」「
師
因
到
二

臨
済
一。
方
始
洗
レ

脚
。

臨
済
便
問
、
如
何
是
祖
師
西
来
意
。
師
云
、
正
值
レ

洗
レ

脚
。
臨
済
乃
近
前
側
聆
。
師
云
、
若
会
便
会
。
若
不
レ

会
。
更
莫
二

㗖
啄
作

麼
一。
臨
済
払
レ

袖
去
」（
続
蔵
一
一
八
・
一
六
五
ｄ
）
と
あ
る
。
趙
州
と
臨
済
の
問
答
は
、
史
料
に
よ
っ
て
問
答
の
主
導
者
が
異
な
る
。

足
を
洗
う
こ
と
は
、
平
常
（
家
常
）
に
仏
法
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
足
を
洗
っ
た
こ
と
を
見
せ
た
の
ち

に
「
祖
師
西
来
意
」
を
問
う
こ
と
が
始
ま
っ
て
い
る
。

（
3
）	

家
常
茶
飯
…
日
常
の
飯
を
食
べ
茶
を
飲
む
こ
と
。『
古
尊
宿
語
録
』
巻
四
十
「
雲
峰
悦
禅
師
後
住
雲
峰
語
録
」
に
「
上
堂
、
僧
房

闃
寂
夏
修
持
、
閉
戸
踈
レ

人
怪
亦
知
。
儂
家
自
有
二

同
風
事
一、
千
里
無
レ

来
却
肯
レ

伊
。
且
作
麼
生
是
同
風
事
。
還
会
麼
。
餬
餅
蒸
作
、

家
常
茶
飯
。
一
言
半
句
、
古
人
葛
藤
。
雲
峰
与
レ

你
両
無
二

交
渉
一。
下
座
」（
続
蔵
一
一
八
・
三
四
三
ａ
）
と
あ
り
、『
嘉
泰
普
灯
録
』

巻
三
の
芙
蓉
道
楷
章
に
「
乃
問
、
仏
祖
言
句
、
如
二

家
常
茶
飯
一。
離
レ

此
之
外
、
別
有
二

為
人
言
句
一

也
無
。
曰
、
汝
道
、
寰
中
天
子
敕
、

還
仮
二

堯
舜
禹
湯
一

也
無
。
師
欲
レ

進
レ

語
。
青
以
二

払
子
一

撼
二

師
口
一

曰
、
汝
発
意
来
、
早
有
二

三
十
棒
一

也
。
師
即
開
悟
。
再
拝
便
行
。

青
曰
、
且
来
、
闍
梨
。
師
不
レ

顧
。
青
曰
、
汝
到
二

不
疑
之
地
一

耶
。
師
以
レ

手
掩
レ

耳
」（
続
蔵
一
三
七
・
四
一
ａ
～
ｂ
）
と
あ
る
。
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（
4
）	

己
頻
下
鈍
工
…
『
大
覚
禅
師
語
録
』
巻
下
に
収
録
さ
れ
た
、
蘭
渓
道
隆
の
「
普
説
」
に
「
諸
仁
者
既
要
二

参
禅
学
道
、
莫
下

以
二

今

時
一

為
中

牓
様
上。
当
以
二

古
人
一

為
二

標
準
一。
決
不
二

相
賺
一、
終
有
二

麗
天
之
明
一。
宗
社
中
雑
用
レ

心
者
極
多
。
雖
レ

有
二

参
禅
之
名
一、
然
無
二

参
禅
之
実
一。
或
習
二

古
人
奇
言
妙
句
一、
或
伝
二

俗
士
断
簡
残
編
一。
毎
至
レ

坐
レ

時
無
二

安
妥
相
一。
此
乃
不
二

純
一
用
一レ

心
之
過
、
非
二

知
識
良

友
之
咎
一。
儻
移
二

此
心
於
不
知
不
会
処
一、
下
二

拙
鈍
工
夫
一

十
年
二
十
年
、
驀
然
和
不
二

知
不
会
拙
鈍
底
一、
一
時
番
転
、
便
見
不
知
而
知
、

不
会
而
会
。
巧
自
拙
、
智
自
鈍
」（
大
正
蔵
八
〇
・
九
三
ｂ
）
と
あ
る
。
こ
の
普
説
は
、
鎌
倉
時
代
の
『
蘭
渓
和
尚
語
録
』
に
は
収

録
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
で
、
再
刊
時
に
収
録
さ
れ
た
こ
と
が
刊
記
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
鈍
工
」
は
、
蘭
渓
道
隆
の
普
説
を
踏
ま
え

た
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
5
）	

趙
州
無
字
…
「
趙
州
狗
子
話
」「
趙
州
無
字
」
の
公
案
。『
趙
州
真
際
禅
師
語
録
』
の
示
衆
に
「
問
、
狗
子
還
有
二

仏
性
一

也
無
。
師

云
、
無
。
学
云
、
上
至
二

諸
仏
一

下
至
二

螘
子
一、
皆
有
二

仏
性
一、
狗
子
為
二

什
麼
一

無
。
師
云
、
為
下

伊
有
二

業
識
性
一

在
上

」（
続
蔵
一
一

八
・
一
五
七
ｃ
）
と
あ
り
、『
従
容
録
』
第
十
八
則
「
趙
州
狗
子
」
に
「
挙
、
僧
問
二

趙
州
一、
狗
子
還
有
二

仏
性
一

也
無
。
州
云
、
有
。

僧
云
、
既
有
、
為
二

甚
麼
一

却
撞
二

入
這
箇
皮
袋
一。
州
云
、
為
三

他
知
二

而
故
犯
一。
又
有
レ

僧
問
、
狗
子
還
有
二

仏
性
一

也
無
。
州
曰
、
無
。

僧
云
、
一
切
衆
生
皆
有
二

仏
性
一、
狗
子
為
二

什
麼
一

却
無
。
州
云
、
為
下

伊
有
二

業
識
一

在
上

」（
大
正
蔵
四
八
・
二
三
八
ｃ
）
と
あ
る
。

［
寂
室
13
］『
紀
年
録
』

三
年
乙
巳
。
十
六
。

一
日
、
随
衆
摘
茶
。
有
一
僧
、
視
師
以
為
奇
貨
。
謂
曰
、
汝
才
不
凡
。
胡
其
匏
繋
於
此
。
方
今
関
左
有
約
翁
倹
公
、
天
下
緇
徒

龍
門
也
。
汝
償
入
彼
鑢
鞴
、
則
大
器
必
成
矣
。
師
依
其
言
、
乃
拉
是
僧
偕
行
。
翁
時
董
禅
興
席
。
師
到
則
執
弟
子
礼
。
前
夜
翁

夢
、
如
諸
聖
降
現
光
明
照
燭
於
山
河
。
故
以
元
光
為
法
諱
志
瑞
也
。

［
訓
］
三
年
乙
巳
。
十
六
。
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一
日
、
衆
に
随し

た
がっ

て
茶
を
摘つ

む
。
一
僧
有
り
、
師
を
以も

っ

て
奇き

貨か

と
為な

す
。
謂い

い
て
曰い

わ

く
、「
汝な

ん
じの

才さ
い

不ふ

凡ぼ
ん

な
り
。
胡な

ん

ぞ
其そ

れ
此こ

こ

に
匏ほ

う

を
繋つ

な

ぐ
や
。
方ほ

う

今こ
ん

、
関か

ん

左さ

に
約や

く

翁お
う

倹け
ん

公こ
う

有あ

り
、
天
下
緇し

徒と

の
龍

り
ゅ
う

門も
ん

な
り
。
汝な

ん
じ償も

し
彼
の
鑪ろ

鞴ほ

に
入は

い

ら
ば
、
則
ち
大た

い

器き

必
ず

成じ
ょ
うぜ

ん
」
と
。
師
其そ

の
言ご

ん

に
依よ

り
、
乃す

な
わち

是こ

の
僧そ

う

を
拉ひ

き
て
偕と

も

に
行
く
。
翁
、
時
に
禅ぜ

ん

興こ
う

の
席
を
董く

ん

す
。
師
到い

た

る
や
則す

な
わち

弟
子

の
礼れ

い

を
執と

る
。
前
夜
、
翁
夢ゆ

め
みる

に
、
諸し

ょ

聖せ
い

の
降こ

う

現げ
ん

し
光こ

う

明み
ょ
う

山さ
ん

河が

を
照

し
ょ
う

燭し
ょ
くす

る
が
如ご

と

し
。
故
に
元げ

ん

光こ
う

を
以も

っ

て
法ほ

う

諱き

と
為な

し
瑞ず

い

を

志こ
こ
ろ
ざす

な
り
。

○
『
紀
年
録
』
…
寂
室
元
光
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
和
甫
斉
忍
の
編
纂
に
よ
る
も
の
で
、
寂
室
の
記
事
が
年
次
順
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

和
甫
は
霊
仲
禅
英
（
一
三
〇
〇
～
一
四
一
〇
）
の
法
を
嗣
い
だ
僧
侶
で
あ
り
、
正
長
元
年
（
一
四
二
八
）
に
永
源
寺
の
十
一
世
と
な
る
。

『
紀
年
録
』
は
、
応
安
二
年
（
一
三
六
九
）
に
円
応
禅
師
と
諡
さ
れ
た
記
事
で
終
わ
る
。
○
掲
載
書
籍
…
［
訓
中
本
別
・
八
］。
○
随
衆
摘

茶
…
禅
院
の
普
請
と
し
て
の
茶
摘
み
を
指
す
。『
紀
年
録
』
に
よ
り
、
十
四
歳
で
三
聖
寺
の
無
為
昭
元
に
参
じ
、
十
五
歳
で
落
髪
受
具
し

て
い
る
た
め
、
本
段
は
無
為
昭
元
の
も
と
で
の
普
請
作
務
「
摘
茶
」
と
判
断
で
き
る
。
こ
の
時
、
無
為
昭
元
は
三
聖
寺
の
二
世
で
あ
り
、

嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）
十
二
月
に
東
福
寺
に
入
寺
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
正
確
に
言
え
ば
寂
室
の
三
聖
寺
修
行
中
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
三
聖
寺
は
東
福
寺
に
隣
接
し
た
寺
院
で
あ
り
、
東
福
寺
の
塔
頭
的
な
役
割
を
も
担
っ
て
い
た
。
東
福
寺
と
三
聖
寺
の
立
地
状
況

か
ら
み
て
も
、
東
福
寺
の
「
普
請
」
で
の
「
摘
茶
」
に
、
三
聖
寺
の
所
属
す
る
寂
室
も
「
一
山
」
総
出
の
「
普
請
」
と
し
て
参
加
し
た
と

考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
○
奇
貨
…
珍
し
い
宝
。
逸
材
。
司
馬
遷
『
史
記
・
呂
不
韋
伝
』「
子
楚
、
秦
諸
庶
孽
孫
、
質
於
諸
侯
。
車

乘
進
用
不
饒
、
居
處
困
、
不
得
意
。
呂
不
韋
賈
邯
鄲
、
見
而
憐
之
曰
、
此
奇
貨
可
居
」
に
基
づ
く
語
。
○
匏
繋
…
匏
（
ひ
さ
ご
）
を
繋
ぐ
。

転
じ
て
、
滞
留
す
る
、
留
ま
る
の
意
。
○
関
左
…
関
東
。
京
都
か
ら
見
て
「
関
（
鈴
鹿
関
・
不
破
関
な
ど
）
の
左
（
東
）
で
、
こ
こ
で
は

関
東
の
こ
と
。
○
約
翁
倹
公
…
臨
済
宗
大
覚
派
の
約
翁
徳
倹
（
一
二
四
〇
～
一
三
二
七
）
の
こ
と
［
補
1
］。
○
龍
門
…
黄
河
中
流
の
急

流
。
魚
が
登
り
切
れ
ば
龍
に
化
す
る
と
さ
れ
る
。
す
ぐ
れ
た
師
家
の
い
る
叢
林
に
た
と
え
る
。
○
緇
徒
…
黒
衣
の
徒
で
僧
侶
の
こ
と
。
○

鑪
鞴
…
鑪
と
鞴
（
ふ
い
ご
）。
鍛
錬
を
受
け
る
道
場
の
た
と
え
。
○
禅
興
…
禅
興
寺
の
こ
と
。
○
董
席
…
寺
の
住
持
を
勤
め
る
こ
と
。
○

光
明
照
燭
…
仏
・
聖
衆
の
瑞
相
が
光
明
を
放
ち
、
一
山
を
照
ら
す
と
い
う
夢
。『
祖
庭
事
苑
』
等
に
も
類
例
が
見
ら
れ
る
。
○
法
諱
…
法
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名
。
出
家
後
に
新
た
に
付
さ
れ
る
僧
名
。
○
志
瑞
…
吉
瑞
の
意
を
汲
ん
で
命
名
に
反
映
。

［
訳
］
三
年
乙
巳
（
一
三
〇
五
）。
十
六
。

あ
る
日
、
修
行
僧
の
一
行
と
と
も
に
茶
を
摘
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
一
人
の
僧
が
寂
室
を
見
て
逸
材
で
あ
る
と
感
じ
た
。
そ
こ
で

言
っ
た
、「
あ
な
た
の
才
能
は
非
凡
で
あ
る
。
ど
う
し
て
こ
こ
に
と
ど
ま
ろ
う
と
す
る
の
か
。
今
ま
さ
に
関
東
に
は
約
翁
徳
倹

和
尚
が
お
ら
れ
、
天
下
の
修
行
僧
が
志
を
立
て
て
集
う
登
龍
門
の
よ
う
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
も
し
あ
な
た
が
約
翁
和
尚
の

も
と
に
入
門
す
れ
ば
、
大
成
す
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
寂
室
は
そ
の
言
葉
に
従
い
、
そ
の
僧
と
と
も
に
関
東
へ
向
か
っ
た
。
当

時
、
約
翁
は
禅
興
寺
の
住
持
を
務
め
て
い
た
。
寂
室
が
到
着
す
る
と
、
す
ぐ
に
弟
子
の
礼
を
と
っ
て
参
じ
た
。
そ
の
前
夜
、
約

翁
は
夢
を
見
て
い
た
、
そ
れ
は
諸
聖
が
降
り
立
ち
、
放
つ
光
明
が
山
河
を
照
ら
し
出
す
よ
う
な
瑞
相
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
約
翁

は
そ
の
瑞
相
に
ち
な
ん
で
寂
室
に
「
元
光
」
と
い
う
法
名
を
授
け
た
の
で
あ
っ
た
。

【
東
福
寺
で
の
茶
の
栽
培
】【
摘
茶
】
鎌
倉
期
以
降
、
禅
院
で
は
茶
樹
の
栽
培
が
僧
の
作
務
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
東
福
寺
も

境
内
や
そ
の
周
辺
に
茶
園
を
備
え
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
白
雲
慧
暁
（
？
～
一
二
九
七
）『
仏
照
禅
師
語
録
』「
東
福

寺
語
録
」
の
「
普
請
種
茶
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
鎌
倉
時
代
の
東
福
寺
に
お
け
る
茶
の
栽
培
が
確
認
さ
れ
る
た
め
、
当
時
の
状

況
に
も
符
合
し
て
い
る
［
鎌
倉
禅
茶
10
―
8
］。
禅
院
で
は
、
修
行
僧
が
一
山
総
出
の
普
請
作
務
で
行
う
茶
摘
み
も
そ
の
重
要

な
修
行
で
あ
っ
た
。
寂
室
は
十
四
歳
で
無
為
昭
元
に
参
じ
、
十
五
歳
で
受
具
し
て
い
る
た
め
、
本
段
の
「
随
衆
摘
茶
」
は
、
出

家
直
後
の
東
福
寺
に
お
け
る
正
式
な
修
行
作
務
と
し
て
の
茶
摘
み
と
理
解
で
き
る
。
隣
寺
で
あ
り
塔
頭
で
あ
る
三
聖
寺
僧
と
し

て
参
加
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
鎌
倉
時
代
後
期
の
東
福
寺
で
も
、
茶
の
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
若
年
僧
が
普
請

と
し
て
参
加
す
る
の
は
自
然
で
あ
る
。
ま
た
、
寂
室
の
伝
記
に
摘
茶
の
記
事
が
残
さ
れ
て
い
る
点
は
、
東
福
寺
に
お
け
る
茶
栽

培
の
実
態
と
、
摘
茶
が
修
行
僧
の
修
行
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
史
料
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
弥
天
永
釈
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撰
「
寂
室
和
尚
行
状
」
に
は
、「
十
五
薙
髪
。
従
僧
適
江
之
田
上
県
、
偶
見
一
僧
閉
関
宴
坐
、
愛
慕
風
標
心
中
発
願
。
十
六
東

行
。
投
礼
禅
興
約
翁
和
向
受
具
、
因
徴
前
夢
曰
元
光
」（
続
群
九
下
・
五
八
四
）
と
あ
り
、
こ
の
記
述
は
な
い
。

﹇
補
注
﹈

（
1
）	
約
翁
倹
公
…
臨
済
宗
大
覚
派
の
約
翁
徳
倹
の
こ
と
。
も
と
相
模
（
神
奈
川
県
）
鎌
倉
の
路
傍
の
棄
子
で
あ
る
。
幼
き
と
き
よ
り
建

長
寺
の
蘭
渓
道
隆
に
預
け
ら
れ
、
十
六
歳
で
東
大
寺
に
て
受
戒
。
道
隆
が
建
長
寺
か
ら
建
仁
寺
へ
移
る
に
従
っ
て
侍
し
、
後
に
入
宋

し
て
諸
師
参
学
す
る
。
帰
国
後
に
、
鎌
倉
の
長
勝
寺
の
開
山
と
な
り
、
東
勝
寺
、
浄
妙
寺
、
禅
興
寺
を
歴
住
す
る
。
そ
の
後
、
京
都

建
仁
寺
、
鎌
倉
建
長
寺
の
住
持
と
な
り
、
文
保
二
年
（
一
三
一
八
）
に
後
宇
多
上
皇
の
請
に
よ
っ
て
、
京
都
南
禅
寺
の
住
持
と
な
る
。

仏
灯
国
師
と
諡
す
る
。『
仏
灯
国
師
語
録
』
が
あ
る
。

［
寂
室
14
］『
永
源
寂
室
和
尚
語
』
下
「
江
州
永
源
寺
開
山
円
応
禅
師
行
状
」

斯
年
十
五
落
髪
受
具
。
適
江
州
田
上
県
。
偶
見
一
僧
返
関
宴
坐
。
心
窃
愛
慕
。
従
此
要
学
離
文
字
法
。
一
日
随
衆
摘
茶
。
有
一

僧
、
視
師
以
為
奇
貨
謂
曰
、
汝
才
不
凡
。
胡
其
匏
繋
於
此
。
方
今
関
左
有
約
翁
倹
公
、
天
下
緇
徒
龍
門
也
。
汝
儻
入
彼
鑪
鞴
。

則
大
器
必
□（

成
）矣

。
師
依
其
言
乃
拉
是
僧
偕
行
。
翁
時
董
禅
興
席
。
師
到
則
執
弟
子
礼
。
前
夜
翁
夢
、
如
諸
聖
降
現
光
明
照
燭
於

山
河
。
故
以
元
光
為
法
諱
志
瑞
也
。

［
訓
］
斯
の
年
十
五
落
髪
受
具
す
。
江
州
田
上
県
に
適ゆ

く
。
偶
た
ま
一
僧
の
関
よ
り
返
り
て
宴
坐
す
る
を
見
る
。
心
窃
か
に
愛

慕
す
。
此
よ
り
離
文
字
の
法
を
学
ば
ん
と
要
す
。
一
日
衆
に
随
っ
て
茶
を
摘
む
。
一
僧
有
り
、
師
を
視
て
以
て
奇
貨
と
為
す
。

謂
い
て
曰
く
、「
汝
の
才
不
凡
な
り
。
胡
ぞ
其
れ
此
に
匏
繋
す
る
や
。
方
に
今
関
左
に
約
翁
倹
公
有
り
、
天
下
緇
徒
の
龍
門
な

り
。
汝
儻
し
彼
の
鑪
鞴
に
入
ら
ば
、
則
ち
大
器
必
ず
成
ぜ
ん
」
と
。
師
其
の
言
に
依
り
乃
ち
是
の
僧
を
拉
え
て
偕
に
行
く
。
翁
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時
に
禅
興
の
席
を
董
す
。
師
到
り
て
則
ち
弟
子
の
礼
を
執
る
。
前
夜
翁
夢
み
ら
く
、
諸
聖
の
降
現
し
光
明
の
山
河
を
照
燭
す
る

が
如
し
」
と
。
故
に
元
光
を
以
て
法
諱
と
為
し
瑞
を
志
す
な
り
。

○
「
江
州
永
源
寺
開
山
円
応
禅
師
行
状
」
…
一
糸
文
守
の
撰
に
な
る
寂
室
の
伝
記
。
○
掲
載
書
籍
…
［
大
正
蔵
八
一
・
一
三
四
ｂ
］。
○

落
髪
…
剃
髪
し
て
髪
の
毛
を
落
と
す
こ
と
。
出
家
。
○
受
具
…
具
足
戒
を
授
か
る
こ
と
。
本
来
は
具
足
戒
を
授
か
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、

日
本
の
場
合
は
菩
薩
戒
の
場
合
で
あ
っ
て
も
受
具
と
表
記
さ
れ
る
。
○
江
州
田
上
県
…
江
州
は
近
江
国
、
田
上
県
は
大
津
市
東
南
端
あ
た

り
に
あ
っ
た
あ
っ
た
地
名
（
現
在
の
田
上
地
域
）。
○
宴
坐
…
く
つ
ろ
ぎ
坐
る
。
○
離
文
字
法
…
不
立
文
字
の
禅
宗
の
教
え
。

［
訳
］
そ
の
年
十
五
歳
の
時
に
剃
髪
し
て
受
戒
し
た
。
近
江
（
滋
賀
県
）
の
田
上
県
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
一
人
の
僧
侶

が
関
よ
り
戻
っ
た
の
ち
に
静
か
に
坐
禅
す
る
の
を
見
た
。
そ
し
て
、
心
の
中
で
ひ
そ
か
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
と
思
い
憧
れ
た
。

こ
れ
以
降
、
離
文
字
法
で
あ
る
禅
宗
を
学
び
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
あ
る
日
、
修
行
僧
の
一
行
と
と
も
に
茶
を
摘
ん
で

い
た
と
こ
ろ
、
一
人
の
僧
が
寂
室
を
見
て
逸
材
で
あ
る
と
感
じ
た
。
そ
こ
で
言
っ
た
、「
あ
な
た
の
才
能
は
非
凡
で
あ
る
。
ど

う
し
て
こ
こ
に
と
ど
ま
ろ
う
と
す
る
の
か
。
今
ま
さ
に
関
東
に
は
約
翁
徳
倹
和
尚
が
お
ら
れ
、
天
下
の
修
行
僧
が
志
を
立
て
て

集
う
登
龍
門
の
よ
う
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
も
し
あ
な
た
が
約
翁
和
尚
の
も
と
に
入
門
す
れ
ば
、
大
成
す
る
こ
と
は
疑
い
な

い
」
と
。
寂
室
は
そ
の
言
葉
に
従
い
、
そ
の
僧
と
と
も
に
関
東
へ
向
か
っ
た
。
当
時
、
約
翁
は
禅
興
寺
の
住
持
を
務
め
て
い
た
。

寂
室
が
到
着
す
る
と
、
す
ぐ
に
弟
子
の
礼
を
と
っ
て
参
じ
た
。
そ
の
前
夜
、
約
翁
は
夢
を
見
て
い
た
、
そ
れ
は
諸
聖
が
降
り
立

ち
、
放
つ
光
明
が
山
河
を
照
ら
し
出
す
よ
う
な
瑞
相
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
約
翁
は
そ
の
瑞
相
に
ち
な
ん
で
寂
室
に
「
元
光
」
と

い
う
法
名
を
授
け
た
の
で
あ
っ
た
。

【
東
福
寺
で
の
茶
の
栽
培
】【
摘
茶
】
既
出
。
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［
寂
室
15
］『
瑞
石
歴
代
雑
記
』
巻
一

師
歳
十
六
。
一
日
随
衆
摘
茶
。
有
一
僧
視
師
、
以
為
奇
貨
謂
曰
、
汝
才
不
凡
。
胡
其
匏
繋
於
此
。
方
今
関
左
有
約
翁
倹
公
、
天

下
緇
徒
龍
門
也
。
汝
償
入
彼
鑪
鞴
、
則
大
器
必
成
矣
。
師
依
其
言
乃
拉
是
僧
偕
行
。
翁
時
董
禅
輿
席
〈
相
州
鎌
倉
福
源
山
禅
興

寺
〉。
則
執
弟
子
礼
。
前
夜
翁
夢
、
如
諸
聖
降
現
光
明
照
燭
於
山
河
。
故
以
元
光
為
法
諱
志
瑞
也
。

［
訓
］
師
歳
十
六
。
一
日
衆
に
随
っ
て
茶
を
摘
む
。
一
僧
有
り
て
師
を
視
て
以
て
奇
貨
と
為
す
。
謂
い
て
曰
く
、「
汝
の
才
不
凡

な
り
。
胡
ぞ
其
れ
此
に
匏
繋
す
。
方
に
今
関
左
に
約
翁
倹
公
有
り
、
天
下
の
緇
徒
の
龍
門
な
り
。
汝
償
し
彼
の
鑪
鞴
に
入
れ
ば
、

則
ち
大
器
必
ず
成
ぜ
ん
」
と
。
師
其
の
言
に
依
り
て
乃
ち
是
の
僧
を
拉
き
て
偕
に
行
く
。
翁
時
に
禅
輿
の
席
〈
相
州
鎌
倉
福
源

山
禅
興
寺
〉
を
董
す
。
則
ち
弟
子
の
礼
を
執
る
。
前
夜
翁
夢
む
ら
く
、
諸
聖
降
現
し
て
光
明
の
山
河
を
照
燭
す
る
が
如
し
。
故

に
元
光
を
以
て
法
諱
と
為
し
て
瑞
を
志
す
な
り
。

○
『
瑞
石
歴
代
雑
記
』
…
永
源
寺
に
残
る
史
料
に
基
づ
い
て
編
纂
さ
れ
た
永
源
寺
の
編
年
体
歴
史
書
で
あ
り
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）

に
永
源
寺
の
関
係
者
に
よ
っ
て
成
立
し
た
。
○
掲
載
書
籍
…
［
永
源
町
史
・
五
三
六
頁
］。

［
訳
］
師
歳
十
六
。
あ
る
日
、
修
行
僧
の
一
行
と
と
も
に
茶
を
摘
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
一
人
の
僧
が
寂
室
を
見
て
逸
材
で
あ
る

と
感
じ
た
。
そ
こ
で
言
っ
た
、「
あ
な
た
の
才
能
は
非
凡
で
あ
る
。
ど
う
し
て
こ
こ
に
と
ど
ま
ろ
う
と
す
る
の
か
。
今
ま
さ
に

関
東
に
は
約
翁
徳
倹
和
尚
が
お
ら
れ
、
天
下
の
修
行
僧
が
志
を
立
て
て
集
う
登
龍
門
の
よ
う
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
も
し
あ

な
た
が
約
翁
和
尚
の
も
と
に
入
門
す
れ
ば
、
大
成
す
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
寂
室
は
そ
の
言
葉
に
従
い
、
そ
の
僧
と
と
も
に
関

東
へ
向
か
っ
た
。
当
時
、
約
翁
は
禅
興
寺
の
住
持
を
務
め
て
い
た
。
寂
室
が
到
着
す
る
と
、
す
ぐ
に
弟
子
の
礼
を
と
っ
て
参
じ

た
。
そ
の
前
夜
、
約
翁
は
夢
を
見
て
い
た
、
そ
れ
は
諸
聖
が
降
り
立
ち
、
放
つ
光
明
が
山
河
を
照
ら
し
出
す
よ
う
な
瑞
相
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
約
翁
は
寂
室
に
「
元
光
」
と
い
う
法
名
を
授
け
、
吉
瑞
を
託
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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【
東
福
寺
で
の
茶
の
栽
培
】【
摘
茶
】
既
出
。

［
寂
室
16
］『
弥
天
永
釈
語
録
』

　
　

維
貞
治
六
年
龍
集
丁
未
季
秋
初
吉
、
開
山
永
源
寂
室
和
尚
大
禅
師
示
寂
於
含
空
台
正
寝
。
越
七
日
小
師
比
丘
永
釈
哀
慟
匍

匐
、
謹
以
清
茶
香
饈
之
奠
、
致
祭
於
霊
塔
前
。
其
文
曰
、

鳴
呼
哀
哉
。
師
已
棄
我
、
忽
戢
化
権
、
滅
昏
衢
之
明
燭
、
失
苦
海
之
慈
航
。
天
耶
非
天
耶
。
双
涙
竭
而
虞
血
、
命
耶
非
命
耶
。

中
心
熱
而
探
湯
。
風
吹
双
林
宣
暢
拘
戸
之
遺
教
。
石
瘞
隻
履
顕
揚
少
室
之
旧
章
。
天
地
震
悼
、
鬼
神
哀
傷
。
秀
気
低
圧
諸
峰
、

瑞
石
蓊
欝
。
正
脈
分
列
万
派
、
永
源
在
洋
。
維
孫
維
子
以
繁
以
昌
。
煮
北
焙
之
茗
、
爇
南
溟
之
沈
。
寂
定
不
昧
、
鑑
斯
徴
忱
。

鳴
呼
哀
哉
。
尚
亨
。

［
訓
］
維こ

れ
貞
治
六
年
龍

り
ゅ
う

集し
ゅ
う

丁
ひ
の
と
ひ
つ
じ

未
季き

秋し
ゅ
う

初し
ょ

吉き
つ

、
開
山
永
源
寂
室
和
尚
大
禅
師
寂
を
含が

ん

空く
う

台だ
い

の
正

し
ょ
う

寝し
ん

に
示
す
。
七
日
を
越こ

え

小
師
比
丘
永え

い

釈
し
ゃ
く

哀あ
い

慟ど
う

匍ほ

匐ふ
く

し
、
謹
ん
で
清せ

い

茶さ

香こ
う

饈し
ゅ
うの

奠て
ん

を
以も

っ

て
、
祭
を
霊
塔
前
に
致
す
。
其
の
文
に
曰
く
、「
鳴あ

呼あ

哀か
な

し
き
哉か

な

。

師
已
に
我
を
棄す

つ
。
忽た

ち
まち

化け

権ご
ん

を
戢お

さ

め
、
昏こ

ん

衢く

の
明

み
ょ
う

燭し
ょ
くを

滅
し
、
苦
海
の
慈じ

航こ
う

を
失
す
、
天
か
天
に
非
ざ
る
か
。
双そ

う

涙る
い

竭つ

き
て

血
を
虞お

そ

る
、
命
か
命
に
非
ざ
る
か
。
中
心
熱ね

っ

し
て
湯
を
探
る
。
風か

ぜ

双そ
う

林り
ん

を
吹
い
て
拘く

戸し

の
遺ゆ

い

教き
ょ
うを

宣せ
ん

暢よ
う

す
。
石い

し

に
隻せ

き

履り

を
瘞お

さ

め

少
室
の
旧
章
を
顕け

ん

揚よ
う

す
。
天
地
震し

ん

悼た
く

し
、
鬼
神
哀あ

い

傷し
ょ
うす

。
秀し

ゅ
う気き

低
く
諸
峰
を
壓お

さ

え
、
瑞ず

い

石せ
き

蓊お
う

欝う
つ

す
。
正
脈
万
派
に
分
列
す
る
も
、

永
源
は
洋よ

う

に
在あ

り
、
維こ

れ
孫
維こ

れ
子
以
て
繁し

げ

し
以
て
昌さ

か

ん
な
り
。
北ほ

く

焙ば
い

の
茗め

い

を
煮
て
、
南な

ん

溟め
い

の
沈じ

ん

を
爇や

く
。
寂

じ
ゃ
く

定じ
ょ
う

昧く
ら

ま
ず
、

斯そ

の
徴

ち
ょ
う

忱し
ん

を
鑑か

ん
がみ

よ
。
鳴あ

呼あ

哀
し
き
哉
。
尚

し
ょ
う

亨き
ょ
う。

○
掲
載
書
籍
…
永
源
寺
所
蔵
『
弥
天
永
釈
語
録
』
に
よ
る
。『
弥
天
永
釈
語
録
』
に
は
こ
の
記
事
を
合
わ
せ
合
計
八
箇
所
に
茶
に
関
す
る

記
事
が
見
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
編
年
体
の
歴
史
書
『
瑞
石
歴
代
雑
記
』
巻
一
［
永
源
町
史
・
五
五
一
］
に
も
同
文
が
収
録
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さ
れ
る
。
○
含
空
台
…
永
源
寺
の
寂
室
の
示
寂
地
。
後
に
開
山
を
奉
る
含
空
院
と
し
て
整
備
さ
れ
る
。
○
初
七
日
…
師
の
遷
化
後
七
日
目

に
初
七
日
の
祭
文
と
し
て
読
ん
だ
。
○
永
釈
…
臨
済
宗
大
覚
派
の
弥
天
永
釈
（
？
～
一
四
〇
六
）
の
こ
と
［
補
1
］。
○
哀
慟
…
悲
し
ん

で
泣
き
叫
ぶ
。
○
匍
匐
…
地
に
伏
す
。
○
清
茶
香
饈
之
奠
…
清
ら
か
な
茶
と
、
香
ば
し
い
供
物
を
備
え
る
。
○
鳴
呼
哀
哉
…
祭
文
で
用
い

る
典
型
的
感
嘆
句
。
○
師
已
棄
我
…
『
瑞
石
歴
代
雑
記
』
巻
一
に
は
「
已
〈
開
祖
在
世
作
胡
字
滅
後
改
已
字
〉」
と
作
る
。『
瑞
石
歴
代
雑

記
』
に
よ
れ
ば
、
弥
天
永
釈
は
師
の
生
前
に
案
文
を
作
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
案
文
に
は
「
胡
」
の
字
に
し
て
い
た
が
、
亡
く
な
っ

た
あ
と
に
「
已
」
と
改
め
た
と
伝
承
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
○
戢
化
権
…
化
権
は
権
化
で
、
仮
に
こ
の
世
に
現
さ
れ
た
姿
の
意
。
権

化
（
化
権
）
を
収
め
る
で
遷
化
の
こ
と
を
指
す
。
○
昏
衢
…
暗
い
十
字
路
。
暗
い
十
字
路
に
迷
っ
て
心
が
安
ら
か
で
は
な
い
こ
と
。
○
慈

航
…
衆
生
を
渡
す
慈
悲
の
船
。
○
双
林
…
双
林
は
沙
羅
双
樹
の
こ
と
。
釈
尊
入
滅
地
の
拘
尸
那
掲
羅
（
ク
シ
ナ
ガ
ラ
）
に
生
え
て
お
り
、

釈
尊
は
沙
羅
双
樹
に
囲
ま
れ
て
示
寂
し
た
。
○
拘
戸
…
拘
尸
那
掲
羅
（
ク
シ
ナ
ガ
ラ
）
の
こ
と
。
釈
尊
入
滅
地
。
○
石
瘞
隻
履
…
隻
履
を

石
に
埋
む
。
達
磨
が
片
方
の
履
を
石
棺
に
残
し
て
印
度
に
旅
だ
っ
た
と
い
う
「
石
履
達
磨
」
の
故
事
に
基
づ
く
［
補
2
］。
寂
室
の
葬
送

の
記
事
の
下
火
仏
事
法
語
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
あ
る
い
は
寂
室
も
達
磨
と
同
じ
よ
う
に
火
葬
し
な
か
っ
た
可
能
性
は
あ
る
か
。
○
蓊
欝
…

草
木
が
盛
ん
に
茂
る
さ
ま
。
禅
林
、
叢
林
と
い
う
よ
う
に
修
行
僧
が
集
ま
る
場
所
は
林
に
た
と
え
ら
れ
、
ゆ
え
に
、
草
木
が
茂
る
さ
ま
は
、

修
行
道
場
が
栄
え
て
い
る
様
子
を
指
す
。
○
北
焙
之
茗
…
北
苑
（
福
建
省
建
甌
）
で
焙
製
さ
れ
る
最
上
級
の
名
茶
。
宋
代
に
は
皇
帝
献
上

の
龍
鳳
団
茶
を
産
出
。
永
源
寺
周
辺
の
茶
を
高
級
茶
に
な
ぞ
ら
え
て
「
北
焙
」
と
称
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
○
南
溟
之
沈
…
南
溟

は
は
る
か
南
方
に
ひ
ろ
が
る
海
。
南
方
産
の
沈
香
。
○
寂
定
…
迷
い
か
ら
解
脱
し
た
心
安
ら
か
な
境
地
。
○
尚
亨
…
祭
文
の
結
語
。

［
訳
］
貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
龍
集
丁
未
の
季
秋
（
九
月
）
上
旬
吉
日
に
永
源
寺
開
山
の
寂
室
元
光
和
尚
大
禅
師
は
、
含
空
台

正
寝
に
お
い
て
遷
化
さ
れ
た
。
七
日
が
過
ぎ
、
小
師
比
丘
の
永
釈
は
深
く
悲
し
み
、
地
に
伏
し
て
、
澄
ん
だ
茶
と
香
ば
し
い
供

物
を
供
え
、
霊
塔
の
前
で
祭
を
行
っ
た
。
祭
文
に
言
う
、「
あ
あ
、
な
ん
と
悲
し
い
こ
と
か
。
師
は
已
に
私
を
お
捨
て
に
な
っ

た
。
突
然
に
遷
化
さ
れ
、
こ
の
我
が
心
の
暗
闇
を
照
ら
し
て
い
た
明
か
り
を
消
し
、
私
は
苦
海
を
渡
す
慈
悲
の
船
を
失
っ
た
の

だ
、
天
の
し
わ
ざ
か
そ
れ
と
も
天
な
ら
ぬ
こ
と
か
。
涙
は
尽
き
て
血
が
流
れ
出
で
る
か
と
思
う
ほ
ど
の
悲
し
み
で
あ
る
、
こ
れ
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は
命
な
の
か
も
は
や
命
で
は
な
い
の
か
。
胸
は
熱
く
ま
る
で
煮
え
た
ぎ
る
湯
の
よ
う
で
あ
る
。
風
は
釈
尊
入
滅
の
双
林
を
吹
き

わ
た
り
、
拘
尸
那
竭
の
門
に
残
さ
れ
た
教
え
を
広
く
伝
え
る
。
石
棺
に
片
方
の
履
を
残
さ
れ
少
室
（
達
磨
）
の
旧
章
（
古
か
ら
の

教
え
）
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
天
地
も
震
え
悲
し
み
、
鬼
神
も
哀
し
む
。
秀
れ
た
気
は
諸
峰
を
覆
い
、
瑞
石
は
鬱
然
と
し
て

霊
威
を
あ
ら
わ
す
。
正
統
の
法
脈
は
万
派
に
分
か
れ
て
広
が
っ
た
が
、
永
源
の
法
流
は
大
海
の
よ
う
に
広
大
で
あ
り
、
弟
子
も

孫
弟
子
も
多
く
活
躍
し
て
い
る
。〔
師
の
た
め
に
〕
北
焙
の
茶
を
い
れ
、
南
海
の
沈
香
を
焚
く
。
師
の
迷
い
の
な
い
寂
静
な
る

心
は
曇
る
こ
と
は
な
い
、
こ
の
誠
の
証
（
祭
文
）
を
必
ず
ご
覧
く
だ
さ
る
で
あ
ろ
う
。
あ
あ
、
な
ん
と
悲
し
い
こ
と
か
。
ど
う

か
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
」
と
。

【
葬
送
儀
礼
の
献
茶
】【
北
焙
之
茗
】
寂
室
元
光
の
初
七
日
、
法
嗣
の
弥
天
永
釈
が
寂
室
に
対
し
て
、
清
茶
と
香
饈
を
備
え
た
上

で
祭
文
を
述
べ
て
い
る
。
実
際
に
備
え
た
と
い
う
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
点
、
備
え
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
内
容
の
祭
文
で
あ

り
、
実
際
の
儀
礼
と
祭
文
の
一
致
は
重
要
で
あ
る
。「
北
焙
之
茗
」
は
「
南
溟
之
沈
」
と
対
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
輸

入
し
た
「
北
焙
」
を
用
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
永
源
寺
周
辺
の
茶
を
「
北
焙
之
茗
」
と
し
て
讃
え
た
可
能
性
も
十
分
に
考
え

得
る
。
こ
の
永
源
寺
周
辺
の
茶
は
、
江
戸
時
代
に
「
政
所
茶
」
と
い
う
銘
茶
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

﹇
補
注
﹈

（
1
）	

永
釈
…
臨
済
宗
大
覚
派
の
弥
天
永
釈
の
こ
と
。
寂
室
元
光
の
法
を
嗣
ぐ
。
甲
斐
浄
光
寺
の
住
持
を
務
め
た
後
、
近
江
の
永
安
寺
の

開
山
と
な
る
。
三
河
（
愛
知
県
）
の
甘
泉
寺
、
天
恩
寺
の
開
山
に
も
な
る
。
永
源
寺
に
『
弥
天
永
釈
語
録
』
が
残
る
。
見
性
悟
心
禅

師
と
諡
す
。

（
2
）	

石
瘞
隻
履
…
「
石
履
達
磨
」
の
故
事
。
陝
州
（
河
南
省
）
東
の
熊
耳
山
に
葬
ら
れ
た
達
磨
が
、
片
方
の
草
鞋
を
残
し
て
西
天
に

帰
っ
た
と
い
う
故
事
を
ふ
ま
え
た
一
節
。『
聯
灯
会
要
』
巻
二
の
菩
提
達
磨
章
に
「
祖
於
二

後
魏
太
和
十
九
年
丙
辰
歲
十
月
初
五
日
一、

端
坐
而
逝
。
十
二
月
二
十
八
日
、
葬
二

熊
耳
山
一。
後
三
年
、
宋
雲
使
二

西
域
一

帰
、
遇
二

祖
于
葱
嶺
一。
手
携
二

隻
履
一、
飄
飄
独
行
。
雲
問
、
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師
今
何
往
。
祖
云
、
西
天
去
」（
続
蔵
一
三
六
・
二
三
〇
ｃ
）
と
あ
る
。

［
寂
室
17
］「
月
心
慶
円
祭
文
」

維
貞
治
六
年
歳
次
丁
未
九
月
朔
旦
、
永
源
開
山
寂
室
和
尚
入
般
涅
槃
於
含
空
台
。
越
一
日
、
法
姪
比
丘
慶
円
謹
以
香
茗
之
奠
、

百
拝
致
祭
于
尊
霊
曰
、
惟
師
行
解
潔
如
氷
霜
、
学
通
内
外
、
識
見
難
量
。
壮
年
決
志
遠
遊
大
唐
、
従
容
歴
遍
准
浙
江
湘
昌
、
訪

諸
知
識
、
登
諸
覚
場
。
迨
于
中
年
、
志
満
帰
郷
、
乃
隠
山
林
、
断
土
利
名
韁
、
歳
深
月
久
、
行
履
難
蔵
。
瑞
石
山
下
幻
出
宝
坊
、

徳
輝
赫
赫
、
道
誉
揚
揚
。
玉
臣
恭
敬
、
不
以
為
慶
。
勧
請
住
持
天
龍
・
建
長
、
聞
之
廻
避
、
厭
之
推
譲
。
正
喜
吾
門
法
道
殷
昌
、

為
大
宗
匠
、
為
大
棟
梁
。
龍
峰
・
牧
阜
扶
起
有
望
。
那
期
一
旦
病
入
膏
宵
、
知
縁
既
尽
、
不
用
医
方
。
俄
爾
無
声
、
屹
然
坐
亡
。

臨
行
自
在
、
遺
言
孔
彰
。
龕
子
不
留
、
当
夜
便
葬
。
於
戯
、
苦
海
遽
覆
慈
航
、
昏
衢
灯
滅
。
杳
々
茫
々
、
祖
庭
寥
落
、
誰
復
聯

芳
。
円
也
不
料
、
来
此
送
喪
。
空
切
追
慕
、
不
勝
痛
傷
。
槌
胸
叫
屈
、
告
訴
彼
蒼
、
哀
哭
数
声
、
涕
涙
数
行
。
時
当
秋
季
、
景

色
凄
涼
、
金
風
摵
々
、
玉
露
瀼
々
。
悲
歎
之
余
、
俛
写
些
章
、
表
誠
貢
献
、
一
茶
一
香
。
大
寂
定
中
、
庶
幾
宴
享
。
真
相
如
活
、

巍
々
堂
々
、
霊
光
不
昧
、
煒
々
煌
々
。
再
来
末
願
力
莫
忘
。
尚
饗
。

［
訓
］
維こ

れ
貞て

い

治じ

六
年
歳
次
丁

ひ
の
と
ひ
つ
じ

未
、
九
月
朔さ

く

旦た
ん

、
永
源
開
山
寂
室
和
尚
、
般は

つ

涅ね

槃は
ん

に
含が

ん

空く
う

台だ
い

に
入
り
た
ま
う
。
一
日
を
越こ

え
て
、

法ほ
う

姪て
つ

比
丘
慶
円
、
謹つ

つ

ん
で
香こ

う

茗め
い

の
奠て

ん

を
以も

っ

て
、
百
拝
し
て
尊そ

ん

霊れ
い

に
祭さ

い

を
致い

た

し
て
曰
く
、「
惟お

も

え
ば
、
師
の
行ぎ

ょ
う解げ

の
潔き

よ

き
こ
と
氷ひ

ょ
う

霜そ
う

の
如
く
、
学
は
内
外
に
通
じ
、
識し

き

見け
ん

量は
か

り
難が

た

し
。
壮そ

う

年ね
ん

に
志
を
決
し
て
遠
く
大
唐
に
遊
び
、
従

し
ょ
う

容よ
う

と
し
て
歴へ

ん

遍れ
き

し
、
准
・

浙
・
湘
・
昌
に
諸
知
識
を
訪と

ぶ
らい

、
諸
も
ろ
の
覚か

く

場じ
ょ
うに

登
る
。
中
年
に
迨い

た

り
、
志
満み

ち
て
郷
に
帰
り
、
乃
ち
山さ

ん

林り
ん

に
隠か

く

る
。
土と

利り

名み
ょ
う韁こ
う

を
断
つ
こ
と
歳
深ふ

か

く
月
久ひ

さ

し
く
も
、
行あ

ん

履り

蔵か
く

し
難が

た

し
。
瑞
石
山
下
に
宝ほ

う

坊ぼ
う

を
幻げ

ん

出し
ゅ
つし

、
徳
輝
き
て
赫か

っ

赫か
く

に
し
て
、
道ど

う

誉よ

揚よ
う

揚よ
う

た
り
。
玉

ぎ
よ
く

臣し
ん

の
恭

き
よ
う

敬け
い

、
以
て
慶
び
と
為
さ
ず
。
天
龍
・
建
長
の
住
持
を
勧か

ん

請じ
ょ
うせ

ら
る
も
、
之
を
聞
き
て
廻か

い

避ひ

し
、
之
を
厭い

と

い
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て
推お

し
譲ゆ

ず

る
。
正ま

さ

に
喜よ

ろ
こぶ

べ
し
吾
が
門
の
法ほ

う

道ど
う

殷し
ょ
う

昌い
ん

な
る
を
。
大
宗そ

う

匠し
ょ
うと

為
り
、
大
棟と

う

梁り
ょ
うと

為
る
。
龍

り
ゅ
う

峰ほ
う

・
牧ぼ

く

阜ふ

、
扶ふ

起き

す

望
み
有
り
。
何な

ん

ぞ
期
せ
ん
、
一
旦
病
膏こ

う

肓こ
う

に
入
り
、
縁え

ん

既
に
尽つ

く
を
知
り
て
医い

方ほ
う

を
用も

ち

い
ず
、
俄が

爾じ

と
し
て
声
な
く
、
屹き

つ

然ね
ん

と

し
て
坐ざ

亡ぼ
う

す
。
行
に
臨
ん
で
は
自じ

在ざ
い

に
し
て
、
遺ゆ

い

言ご
ん

孔は
な
はだ

彰あ
き
らか

な
り
。
龕が

ん

子す

を
留と

ど

め
ず
、
当と

う

夜や

便す
な
わち

葬ほ
う
むる

。
於あ

戯あ

苦
海
遽す

み
やか

に

慈じ

航こ
う

を
覆

ひ
る
が
えし

、
昏こ

ん

衢く

の
灯
滅め

っ

す
。
杏よ

う

々
茫ぼ

う

々
と
し
て
、
祖そ

庭て
い

寥り
ょ
う

落ら
く

、
誰
か
復
た
芳ほ

う

を
聯つ

ら

ね
ん
。
円
も
也
た
料は

か

ら
ず
も
、
此こ

こ

に

来き
た

た
り
て
喪も

を
送お

く

る
。
空む

な

し
く
切せ

つ

に
追つ

い

慕ぼ

し
て
、
痛つ

う

傷し
ょ
う

勝た

え
ず
。
胸
を
槌う

ち
て
叫

き
ょ
う

屈く
つ

し
、
彼
の
蒼そ

ら

に
告こ

く

訴そ

し
、
哀あ

い

哭こ
く

数す
う

声せ
い

、

涕て
い

涙る
い

数
行
。
時と

き

に
秋し

ゅ
う季き

に
当
た
り
、
景け

色し
き

凄せ
い

涼り
ょ
う、

金き
ん

風ふ
う

摵し
ゅ
く

々し
ゅ
くと

し
て
、
玉

ぎ
ょ
く

露ろ

瀼
じ
ょ
う

々じ
ょ
うた

り
。
悲ひ

歎た
ん

の
余
に
、
些い

さ
さか

の
章
を
俛ふ

し

て
写
し
、
誠
を
表
し
て
貢こ

う

献け
ん

し
、
一
茶さ

一
香こ

う

を
捧さ

さ

ぐ
。
大だ

い

寂じ
ゃ
く

定じ
ょ
うの

中
に
、
庶こ

い
ね
が
わ幾

く
は
宴え

ん

享き
ょ
うし

た
ま
え
。
真し

ん

相そ
う

活か
っ

す
る
が
如
く
、

巍ぎ

ぎ々

堂
々
と
し
て
霊れ

い

光こ
う

昧く
ら

ま
ず
、
煒い

い々

煌こ
う

々こ
う

た
り
。
再さ

い

来ら
い

し
末
の
願
い
力つ

と

め
て
忘
る
る
こ
と
莫な

か
れ
。
尚

し
ょ
う

饗き
ょ
う。

○
掲
載
書
籍
…
図
録
『
永
源
寺
の
歴
史
と
美
術
』（
粟
東
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
〇
三
年
、
三
二
頁
）。『
瑞
石
歴
代
雑
記
』
巻
一
［
永

源
町
史
・
五
五
二
］
に
も
同
文
が
載
る
。
○
月
心
慶
円
…
臨
済
宗
大
覚
派
の
月
心
慶
円
（
生
没
年
不
詳
）
の
こ
と
［
補
1
］。
○
歳
次
丁

未
…
干
支
暦
に
よ
る
年
記
。
貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
は
丁
未
に
当
た
る
。
○
朔
旦
…
月
初
め
の
朝
（
朔
日
早
朝
）。
○
般
涅
槃
…
涅
槃

に
入
る
。
示
寂
の
意
。
○
含
空
台
…
永
源
寺
の
寂
室
の
示
寂
地
。
後
に
開
山
を
奉
る
含
空
院
と
し
て
整
備
さ
れ
る
。
○
法
姪
…
同
門
の
僧

侶
の
こ
と
を
指
す
。
○
香
茗
之
奠
…
香
と
茶
を
供
え
る
こ
と
。
○
行
解
潔
如
氷
霜
…
行
い
と
悟
り
が
氷
や
霜
の
よ
う
に
清
ら
か
で
あ
る
こ

と
。
○
従
容
…
ゆ
っ
た
り
落
ち
着
い
た
さ
ま
。
○
准
浙
湘
昌
…
准
・
浙
・
湘
・
昌
は
中
国
の
地
名
。
中
峰
明
本
の
活
動
地
の
周
辺
で
あ
り
、

准
州
は
江
西
省
建
昌
府
一
帯
、
浙
江
は
杭
州
、
湘
州
は
湖
南
省
長
沙
付
近
、
昌
は
南
昌
の
こ
と
。
○
覚
場
…
悟
り
を
開
く
べ
き
修
行
の
現

場
。
○
土
利
名
韁
…
名
誉
・
利
益
と
い
う
束
縛
の
縄
。
○
赫
赫
…
光
り
輝
く
さ
ま
。
○
玉
臣
…
高
官
・
貴
人
の
敬
称
。
○
殷
昌
…
ゆ
た
か

で
さ
か
ん
な
こ
と
。
繁
盛
。
○
天
龍
…
京
都
嵐
山
に
あ
る
霊
亀
山
天
龍
寺
の
こ
と
［
補
2
］。
○
建
長
…
鎌
倉
山
ノ
内
の
巨
福
山
建
長
寺

の
こ
と
［
補
3
］。
○
龍
峰
…
龍
峰
庵
。
建
長
寺
の
約
翁
徳
倹
の
塔
頭
。
○
牧
阜
…
牧
護
庵
の
こ
と
か
。
南
禅
寺
の
約
翁
徳
倹
の
塔
頭
。

○
病
入
膏
肓
…
膏
肓
は
心
臓
の
下
の
膏
と
横
隔
膜
の
上
の
肓
、
体
の
奥
深
く
で
薬
も
針
も
届
か
な
い
場
所
を
指
す
言
葉
。「
病
入
膏
肓
」
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で
病
が
治
療
が
で
き
な
い
状
態
の
こ
と
を
指
す
。
○
屹
然
…
山
が
高
く
そ
び
え
立
つ
さ
ま
。
人
に
屈
し
な
い
さ
ま
。
○
俄
爾
…
ま
も
な
く
。

○
坐
亡
…
坐
禅
し
た
ま
ま
入
寂
す
る
こ
と
。
○
龕
子
不
留
当
夜
便
葬
…
龕
（
棺
）
を
残
さ
ず
、
そ
の
夜
す
ぐ
に
葬
っ
た
。
火
葬
を
行
わ
ず

土
葬
か
［
補
4
］。
○
慈
航
…
衆
生
を
渡
す
慈
悲
の
船
。
○
昏
衢
…
暗
い
十
字
路
。
暗
い
十
字
路
に
迷
っ
て
心
が
安
ら
か
で
は
な
い
こ
と
。

○
杳
々
茫
々
…
暗
く
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
。
視
界
の
か
す
む
さ
ま
。
○
聯
芳
…
芳
香
（
法
脈
）
を
つ
な
ぐ
者
。
○
叫
屈
…
理
不
尽
な
目
に

遭
っ
た
こ
と
を
声
を
あ
げ
て
訴
え
る
。
無
念
を
嘆
き
訴
え
る
。
○
凄
涼
…
寒
気
が
す
る
ほ
ど
物
寂
し
い
さ
ま
。
○
金
風
…
秋
風
。
○
摵
々

…
枝
葉
が
落
ち
る
様
子
。
○
瀼
瀼
…
露
の
一
面
に
ひ
ろ
が
る
さ
ま
。
○
大
寂
定
…
涅
槃
・
解
脱
の
境
地
。
○
宴
享
…
儀
式
的
な
宴
。
こ
こ

で
は
茶
と
香
で
の
供
養
を
受
け
る
こ
と
。
○
巍
々
…
高
く
大
き
く
そ
び
え
立
つ
様
子
。
雄
大
で
威
厳
が
あ
る
様
子
。
○
煒
々
・
煌
々
…
と

も
に
光
か
が
や
く
様
子
。
○
尚
饗
…
お
受
け
く
だ
さ
い
。
祭
文
の
結
句
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

［
訳
］
時
に
貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
丁
未
の
歳
の
九
月
一
日
の
朝
、
永
源
寺
開
山
の
寂
室
和
尚
は
、
含
空
台
に
お
い
て
静
か
に

示
寂
さ
れ
た
。
そ
の
翌
日
、
法
甥
比
丘
の
慶
円
は
、
謹
ん
で
香
と
茶
を
供
え
、
百
回
拝
礼
し
て
尊
い
御
霊
に
祭
文
を
奉
り
申
し

上
げ
た
、「
思
う
に
、
師
の
行
な
い
と
悟
り
の
清
ら
か
さ
は
氷
霜
の
よ
う
に
澄
み
わ
た
り
、
学
問
は
内
典
・
外
典
に
も
通
じ
、

師
の
見
識
は
到
底
量
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
し
た
。
ま
だ
壮
年
の
こ
ろ
、
志
を
固
く
し
て
は
る
ば
る
大
唐
に
渡
ら
れ
、

ゆ
っ
た
り
と
落
ち
着
い
た
様
子
で
、
准
・
浙
・
湘
・
昌
の
諸
地
方
を
巡
っ
て
数
多
く
の
善
知
識
を
訪
ね
、
さ
ま
ざ
ま
な
覚
り
の

場
に
登
ら
れ
ま
し
た
。
や
が
て
中
年
に
な
り
、
志
が
満
ち
足
り
て
郷
里
へ
帰
り
、
山
林
に
身
を
隠
さ
れ
た
。
世
俗
の
利
益
や
名

誉
と
い
っ
た
束
縛
の
手
綱
を
断
つ
こ
と
は
長
か
っ
た
が
、
そ
の
修
行
の
お
姿
は
隠
し
よ
う
も
な
く
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
瑞
石
山

の
ふ
も
と
に
宝
坊
（
永
源
寺
）
を
建
立
さ
れ
、
そ
の
徳
の
輝
き
は
赫
々
と
し
て
光
を
放
ち
、
道
徳
の
名
声
は
世
に
高
ら
か
で

あ
っ
た
。
高
官
・
貴
人
が
恭
し
く
敬
っ
て
も
、
少
し
も
慶
び
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
天
龍
寺
や
建
長
寺
の
住
持
と
し
て
請
わ
れ

て
も
、
こ
れ
を
聞
く
や
即
座
に
辞
退
し
、
大
刹
の
住
持
と
な
る
こ
と
を
嫌
っ
て
他
の
僧
侶
を
推
挙
し
て
譲
ら
れ
た
。
ま
こ
と
に

喜
ぶ
べ
き
こ
と
は
、
わ
が
宗
門
の
法
道
が
大
い
に
盛
ん
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
師
こ
そ
は
大
宗
匠
で
あ
り
大
棟
梁
で
あ
っ
た
。
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先
師
・
約
翁
和
尚
の
遺
徳
を
扶
け
起
こ
す
望
み
は
大
い
に
あ
っ
た
の
だ
。
誰
が
予
期
し
え
た
だ
ろ
う
か
、
あ
る
と
き
病
が
治
療

で
き
な
い
よ
う
な
状
態
に
な
り
、
す
で
に
縁
が
尽
き
た
こ
と
を
悟
ら
れ
て
い
っ
さ
い
の
治
療
を
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
も
な

く
し
ず
か
に
声
を
発
す
る
こ
と
も
な
く
、
整
然
と
坐
禅
し
た
ま
ま
入
寂
さ
れ
た
。
臨
終
に
臨
ま
れ
て
も
自
在
で
あ
り
、
そ
の
遺

言
は
き
わ
め
て
明
晰
で
あ
っ
た
。
龕
（
棺
）
を
留
め
置
く
こ
と
な
く
、
そ
の
夜
の
う
ち
に
す
ぐ
さ
ま
葬
っ
た
。
あ
あ
、
慈
悲
の

船
が
苦
海
の
た
だ
中
で
突
然
ひ
っ
く
り
返
っ
た
よ
う
な
も
の
で
、
暗
闇
を
照
ら
し
て
い
た
明
か
り
は
消
え
て
し
ま
っ
た
。
視
界

は
暗
く
定
ま
ら
ず
、
祖
庭
は
寂
れ
て
し
ま
っ
た
で
は
な
い
か
、
誰
が
再
び
こ
の
素
晴
ら
し
い
法
脈
を
連
ね
得
よ
う
か
。
慶
円
は

は
か
ら
ず
も
こ
こ
に
来
て
師
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。
胸
中
は
む
な
し
く
、
ひ
た
す
ら
に
追
慕
し
、
心
痛
は
堪
え
が
た
い
も
の

だ
。
胸
を
打
ち
そ
の
無
念
を
声
を
あ
げ
て
嘆
き
訴
え
、
蒼
天
に
向
か
っ
て
叫
び
、
数
声
む
せ
び
泣
き
、
涙
は
数
行
に
わ
た
っ
て

流
れ
続
け
た
。
折
し
も
秋
の
九
月
、
景
色
は
物
寂
し
く
、
秋
の
風
が
枝
葉
を
散
ら
せ
、
玉
露
は
し
た
た
っ
て
冷
や
や
か
で
あ
る
。

悲
し
み
の
あ
ま
り
、
う
つ
む
い
て
こ
の
小
文
を
書
き
記
し
、
心
か
ら
の
誠
意
を
表
し
て
、
一
杯
の
茶
と
一
炉
の
香
を
献
じ
る
。

大
寂
定
の
中
に
あ
っ
て
、
ど
う
か
こ
の
供
え
を
安
ら
か
に
受
け
た
ま
え
。
真
実
の
お
姿
は
今
な
お
生
き
生
き
と
し
て
、
堂
々
と

そ
び
え
立
ち
、
霊
光
は
決
し
て
曇
ら
ず
、
燦
然
と
輝
い
て
い
る
。
ど
う
か
後
日
に
再
び
来
た
っ
て
私
の
最
後
の
願
い
を
ど
う
か

忘
れ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
。
謹
ん
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

﹇
補
注
﹈

（
1
）	

月
心
和
尚
…
臨
済
宗
大
覚
派
の
月
心
慶
円
の
こ
と
。
延
文
年
中
に
信
仲
自
敬
と
と
も
に
入
元
。
臨
済
宗
大
覚
派
の
月
翁
元
規
の
法

を
嗣
ぐ
。
美
濃
定
林
寺
、
鎌
倉
建
長
寺
、
京
都
建
仁
寺
、
南
禅
寺
に
住
す
る
。
南
禅
寺
本
地
院
に
塔
す
る
。
法
嗣
に
一
華
心
林
が
い

る
。
月
翁
元
規
は
約
翁
徳
倹
の
法
を
嗣
い
だ
僧
侶
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
寂
室
と
同
門
の
僧
侶
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
故
に
祭
文

を
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
寂
室
の
訃
報
を
聞
い
て
す
ぐ
に
京
都
か
ら
駆
け
つ
け
た
の
で
あ
ろ
う
。



南北朝期禅僧喫茶史料集成並びに訓註（一）

205

（
2
）	

天
龍
寺
…
霊
亀
山
天
龍
寺
の
こ
と
。
京
都
市
右
京
区
嵐
山
に
あ
る
臨
済
宗
天
龍
寺
派
の
大
本
山
。
山
号
は
霊
亀
山
、
本
尊
は
釈
迦

如
来
、
開
基
は
後
醍
醐
天
皇
、
開
山
は
夢
窓
疎
石
。
暦
応
二
年
（
一
三
三
九
）、
後
醍
醐
天
皇
の
供
養
の
た
め
に
創
建
さ
れ
た
。
同

寺
は
夢
窓
派
の
住
持
す
る
寺
と
な
り
、
相
国
寺
と
と
も
に
夢
窓
派
の
拠
点
と
な
り
、
中
世
禅
宗
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
貞

和
五
年
（
一
三
四
九
）
八
月
、
室
町
幕
府
に
よ
り
京
都
五
山
の
第
一
位
に
列
せ
ら
れ
、
今
日
に
至
る
。

（
3
）	
建
長
…
巨
福
山
建
長
寺
の
こ
と
。
神
奈
川
県
鎌
倉
市
山
ノ
内
に
あ
る
臨
済
宗
建
長
寺
派
の
本
山
。
山
号
は
巨
福
山
、
本
尊
は
地
蔵

菩
薩
、
開
基
は
北
条
時
頼
、
開
山
は
蘭
渓
道
隆
。
建
長
元
年
（
一
二
四
九
）
に
創
建
さ
れ
た
。
蘭
渓
道
隆
以
降
、
兀
庵
普
寧
・
大
休

正
念
・
無
学
祖
元
な
ど
が
住
し
た
。
暦
応
四
年
（
一
三
四
一
）
八
月
二
十
三
日
、
室
町
幕
府
に
よ
っ
て
鎌
倉
五
山
の
第
一
位
に
列
せ

ら
れ
て
今
日
に
至
る
。

（
4
）	

龕
子
不
留
当
夜
便
葬
…
亡
く
な
っ
た
当
夜
の
う
ち
に
葬
ら
れ
た
と
記
さ
れ
る
点
は
、
禅
院
に
お
け
る
一
般
的
な
葬
儀
作
法
（
入

龕
・
挙
龕
・
鎖
龕
・
荼
毘
・
収
骨
・
納
骨
な
ど
一
連
の
儀
礼
過
程
）
と
比
較
す
れ
ば
、
著
し
く
簡
略
で
あ
り
異
例
で
あ
る
。
師
・
約

翁
徳
倹
が
生
前
よ
り
簡
略
葬
を
遺
言
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
（
舘
隆
志
「
鎌
倉
期
禅
僧
の
葬
送
と
霊
骨
器
―
建
長
寺
塔
頭
か
ら
の
発
見

事
例
を
通
し
て
―
」『
禪
學
研
究
』 
九
一
、
二
〇
一
三
年
）、
寂
室
の
葬
儀
も
こ
れ
に
倣
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
寂
室
の
場
合

は
、
そ
れ
以
上
に
儀
礼
を
省
い
た
形
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
本
史
料
は
「
龕
子
不
留
」
と
明
記
し
、
龕
（
棺
）
に
納
め
な

か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
こ
こ
か
ら
、
①
龕
に
入
れ
な
い
ま
ま
火
葬
に
付
し
た
可
能
性
、
②
龕
に
入
れ
ず
即
日
土
葬
し
た
可
能
性
の
双

方
が
導
き
得
る
。
し
か
し
、
火
葬
・
荼
毘
に
関
わ
る
語
（
焚
化
・
焼
身
・
収
骨
等
）
が
史
料
群
に
全
く
認
め
ら
れ
な
い
点
を
踏
ま
え

る
と
、
即
時
の
土
葬
の
可
能
性
が
よ
り
高
い
の
で
は
な
い
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
寂
室
に
つ
い
て
入
龕
・
挙
龕
・
鎖
龕
に
相
当
す
る

法
語
が
一
切
伝
わ
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
の
記
述
に
よ
っ
て
十
分
に
説
明
さ
れ
る
。
寂
室
自
身
は
遺
誡
で
「
汝
等
見
余
気
絶
、
急
須
收

窆
。
切
莫
留
遺
骸
以
使
人
見
之
。
掩
土
畳
石
既
畢
。
勧
乎
同
志
、
只
諷
首
楞
嚴
神
呪
一
遍
而
已
」
と
述
べ
て
お
り
、
遺
誡
の
内
容
か

ら
見
て
も
、
当
夜
の
う
ち
に
龕
を
用
い
ず
そ
の
ま
ま
土
葬
さ
れ
た
可
能
性
は
十
分
に
想
定
さ
れ
る
。
石
を
積
ん
で
覆
う
形
（
掩
土
畳

石
）
か
ら
、
簡
易
な
石
室
・
石
棺
状
の
埋
葬
形
態
を
採
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
な
お
、
寂
室
が
当
初
火
葬
さ
れ
て
い
な
い

可
能
性
に
つ
い
て
は
、
舘
隆
志
「
寂
室
元
光
―
清
高
な
る
禅
僧
の
生
涯
」（『
禅
文
化
』
二
四
二
、
二
〇
一
六
年
）
に
お
い
て
も
触
れ
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ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
後
に
改
め
て
火
葬
さ
れ
た
可
能
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

【
香
茗
之
奠
】
寂
室
が
な
く
な
っ
た
翌
日
の
祭
文
を
唱
え
る
前
、
焼
香
し
て
か
ら
茶
が
供
え
ら
れ
て
か
ら
百
拝
の
礼
拝
が
行
わ

れ
た
。
祭
文
は
そ
の
後
に
読
ま
れ
た
が
、「
一
茶
一
香
」
と
あ
る
よ
う
に
、
焼
香
と
同
列
に
扱
わ
れ
て
お
り
、
茶
の
供
養
が
禅

僧
の
葬
送
儀
礼
に
お
い
て
如
何
に
重
要
な
儀
礼
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
ろ
う
。


